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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　過ぎた日の爪つめ痕あと









　硬こう質しつの調べが耳をつんざき、十とお影えいはひどく重たい瞼まぶたをゆっくりと押し開いた。どうやら地に伏ふしているらしく、霞かすんだ視界に映る景色は地を這はう虫さながらに低かった。延々と痛みを訴うつたえる体は鉛なまりのように重く、それこそ地を這う虫ほども動けそうになかった。

　それだけで、十影は全すべてを理解する。

　自分が今、見慣れた悪夢の中にいることを。




　──第だい三さん十じゆう三さん太陽塔ツリー設営戦。




　それは三年前に起きた、十影が〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟と、〝赤い剣鬼レツドオーガ〟と呼ばれるきっかけとなった戦い。そして、十影の心に癒いやしようのない傷を刻んだ忌いまわしい戦い。この悪夢は十影のみならず、クリアナの人々をも悲しみの奈な落らくに突つき落とした、第三十三太陽塔設営戦で起きた悲劇の一幕。

　再び、硬質の調べがこだまする。

　十影はどうにか首を曲げて、音が聞こえた方角を見やる。霞みがかった視線の先では、エクイテスの象しよう徴ちようたる真白い軍服に身を包んだ女性が、中世騎き士しを思わせる礼服に身を包んだ男の至高の血族スプリームブラツドと激げき闘とうを繰くり広げていた。

　人間からは〝純白の聖女〟と、至高の血族からは〝白妙の魔女ホワイトウイツチ〟と呼ばれるその女性は、膝ひざ裏に届くほどに長い空色の髪かみを振ふり乱しながら、左手に持った銀の長ちよう剣けんで至高の血族の攻こう撃げきを次々と受け流していく。十影を護まもるように戦っているためこちらからは聖女の表情を窺うかがい知ることはできなかったが、彼女が必死の形相で戦っていることは容易に想像ができた。

　相対する至高の血族は金色の髪を闇やみ夜よに踊おどらせながら、右手に持った漆しつ黒こくの騎士槍ランスで、怒ど濤とうすらも生なま温ぬるく感じさせるほどに苛か烈れつに聖女を攻せめ立てていく。均整のとれた容よう貌ぼうは、ありとあらゆる負の感情を集積し、その全てを怒いかりに変じたかのような鬼き気きに充みち満ちていた。

　戦せん況きようは、全くの五分だった。

　だからこそ、この戦いは聖女が圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きように陥おちいっていた。

　聖女の脇わき腹ばらを染める血の赤……それは今相対している至高の血族の襲しゆう撃げきから十影をかばい、騎士槍に貫つらぬかれてできた傷。染しみと呼ぶにはあまりにも大きすぎる赤色は今この時も着実に聖女の軍服を浸しん食しよくし、着実に聖女の命を削そいでいく。相手の攻撃を受け流しているだけでは聖女に勝機がないことは、火を見るよりも明らかだった。

　夢であることはわかっている。

　結末が変えられないこともわかっている。

　でも、それでも、十影は必死に立ち上がろうとした。聖女に加勢しようと必死にもがこうとした。けれど、体は身じろぎほども動かず、この悪夢を見る度たびに幾いく度ども幾度も味わった絶望が十影の心を塗ぬり潰つぶしていく。

　今の十影は、〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟の中でも一ひと際きわ強い力を有し、五千に及およぶ至高の血族の軍勢を率いた、敵の大将を倒たおした直後。文字どおり精も根も使い果たした状態だった。意識を保っているだけでも上出来という有り様だった。

『どけぇぇええええええぇッ!!　私が用があるのはッ!!　そこに無様に這いつくばっているッ!!　私の片かた翼よくを殺したその男のみッ!!　貴様に用はない〝白妙の魔女〟ッ!!』

　魂たましいすら吐はき出さんばかりの叫さけびが耳じ朶だを打ち、十影は再び聖女と至高の血族の戦いに意識を戻もどす。悲しみと憎にくしみで顔を歪ゆがめ、激する至高の血族とは対照的に、

『そんなことを聞かされたら、なおさら退ひくわけにはいかないわね』

　聖女の声こわ音ねは渾あだ名などおり清らかさすら感じるほどに透とう明めいで、波は紋もん一つない水面みなものように静せい謐ひつとしていた。

『ならば貴様から死ねぇええええぇッ!!』

　業ごうを煮にやしたのか、あるいは聖女の言葉にますます激したのか、至高の血族は怒号を吐き出しながら捨て身の突とつ進しん突づきを繰り出す。

　突進突きは速度、圧力ともに今までの攻撃の比ではなく、騎士槍は聖女の堅けん牢ろうな守りを搔かい潜くぐって左ひだり肩かたを刺さし貫つらぬ──

『借りるわね──』

　穂ほ先さきが肩に触ふれた瞬しゆん間かん、聖女は舞まうようにその場で旋せん転てんし、突進突きをかわす。

　そして、

『十影くんの技わざ』

　旋転の勢いをそのままに、すれ違ちがいざまに至高の血族の胴どうを薙なぎ、腰こしから両断。二つに分かれた至高の血族の体は上下ともに鮮せん血けつを撒まき散らしながら地を転がり、倒れ伏した。

　聖女が繰り出した技……それは十影の先祖が編み出した奥おく伝でんの一つ。

　廻かいの奥伝〝雲うん柳りゆう〟──体たい捌さばきのみで相手の攻撃を受け流すと同時に、すれ違いざまに相手を斬きり伏せる交叉法カウンターの奥伝。聖女はそれを見み様よう見み真似まねで、当時の十影以上の鋭するどさと正確さで再現してみせたのだ。

　最後の力を振り絞しぼるように、聖女はゆっくりとこちらに振り返る。

　聖女は、微笑ほほえんでいた。

　思わず見み惚とれてしまうほどに美しく、思わず抱だきしめたくなるほどに儚はかない、無言で今生の別れを告げているかのような、哀かなしい微び笑しようだった。

　聖女の手から長剣が滑すべり落ちる。

　いつの間にか、聖女の足元には赤い水みず溜たまりができており、長剣を落とした拍ひよう子しに跳はねた赤い水みず飛沫しぶきが十影の頰ほおを濡ぬらした。

　赤い水溜り……それは聖女の脇腹から流れ落ちた血。

　聖女の立つ地面は血の赤で染まっていた。

　十影を見つめていた聖女は微笑を深めると、まるで糸が切れた操り人形マリオネツトのように、崩くずれ落ちるように倒──




『リアリッ!!」




　夢の中での叫びか、あるいは現実の中での叫びか、はたまたその両方か、十影は自身の声に叩たたき起こされる形で悪夢から目を覚ます。視界に映る天てん井じようが自宅の自室のものであることを確かく認にんしてから、ゆっくりと上体を起こし、ゆっくりと深呼吸をして気息を整えた。

「ったく、最近は見ることはなかったのにな……」

　横目で時計を見やり、まだ夜中の三時を過ぎたばかりであることを確認してからため息をつく。

「仇かたきすら残さねえんだから、ほんと敵かなわねえよな」

　そう独りごちる声音には、どこか呆あきれているような、どこか感心しているような、どこか哀しんでいるような……形容できないほどに雑多な感情が入り混じっていた。

　リアリ・アラングレイスは、クリアナの人々にとっては〝純白の聖女〟であり、至高の血族にとっては〝白妙の魔女〟であり、十影にとっては初めて配属された小隊の小隊長にあたる女性だった。同時に、十影の剣をさらなる高みに押し上げた第二の師であり、十影のかけがえのない仲間であり、そして、十影の────…………

　十影は感傷を振り払はらうように、わざとらしいほどに苦々しい顔をしながら、肌はだに張りついた寝巻シヤツを摘つまむ。悪夢を見たせいか、十影の寝巻は寝ね汗あせでびっしょりと濡れていた。

　このままでは気持ち悪い上に体も冷えてしまうので、十影は着き替がえを持って自室を出て、今やリビングダイニングと化した部屋を通って浴室の扉とびらを開ける。脱だつ衣い所で、寝汗でベトベトになった寝巻を脱ぬぎ捨てて一糸纏まとわぬ姿になると、その奥にある扉をくぐって浴室に入り、シャワーで寝汗を洗い流した。

　それからほどなく、誰だれかが脱衣所に入ってくる気配を感じ取り、シャワーを止めて脱衣所に繫つながる扉に視線を送る。

　現在十影は、ペスティ・アーヴィングとクイン・クイン──二人の少女と同どう棲せいしている。そのうちのどちらかが、十影と同じように、寝汗を洗い流しに浴室にやってきたのかもしれない。

　このまま中に入られるのは、さすがに困るので、

「わりぃ。さっさと終わらせるから、ちょっと外で待っててくれ」

　これでわかってくれただろ──そう思いながら、十影はバルブを捻ひねって再びシャワーを浴びる。自分が今、致ち命めい的てきな失策を犯おかしていることにも気づかずに。

　もう充じゆう分ぶん汗を洗い流せたと思い、シャワーを止めようとバルブに手を伸のばした瞬間、脱衣所に繫がる扉が勢いよく開き、十影は瞠どう目もくしながらそちらに視線を送る。




　扉の前では、下着姿のクインが仁に王おう立だちしていた。




　普ふ段だんはツーサイドアップにまとめている栗くり毛げ色の髪を下ろし、頰を少しばかり紅潮させながら、渾こん身しんのドヤ顔を浮うかべながら、身長にまわすべき栄養を全て吸収したのではないかと思えるほどに大きな胸を張りながら、クインは己おのが下着姿を見せつけるように仁王立ちしていた。

　赤と黒のコントラストが織りなす、やけに艶なまめかしいクインの下着を見て「ああ、アレが前に言っていた勝負下着か」などと、間の抜ぬけた感想を抱いだきながら十影は硬こう直ちよくする。死線の上に立ってなお鈍にぶらせることがなかった思考が、頭に「愚ぐ」がつく程ほどにまで鈍りきっていた。遅おくれて、手からシャワーヘッドが滑り落ち、お湯を吐き出しながら床ゆかの上をのたうち回る様を数瞬眺ながめ、

「な、なんで入ってきてんだよッ!?」

　度どし難がたいほどに手遅れなタイミングでクインに背を向け、死線の上でも見せたことがないほどの必死の形相で大事なところを隠かくした。「頭隠かくして尻しり隠さず」という格言が何度も脳のう裏りをよぎったが、そんなことにまで気を回す余よ裕ゆうなど今の十影にはなかった。

　クインは先程よりも頰を紅潮させながらも、背を向ける十影をマジマジと見つめる。

「う～ん、やっぱり十影って細マッチョって感じよね～。……あっ、ロドリオとの戦いの傷、綺き麗れいさっぱり消えてる。今さら言うことじゃないけどクリアナの医い療りよう技術って、ほんとすごいよね～」

「じ、じっくり観察してんじゃねえッ!!　つうか、さっさと出ていけッ!!　頼たのむから迅じん速そくに出ていってくれッ!!」

　まるで命を乞こうように必死に懇こん願がんする、十影。

　当然、クインがそれを聞き入れるはずもなく、

「そんなことよりもさ、十影」

「そんなことで済ますなッ!!」

　という十影の叫びを無視して、クインはどんな強力な兵器よりも破は壊かい力のある言葉を、疑ぎ問もん符ふ付きで十影に投げつけた。

「十影のってさ……意外と、立派……？」

　頭を鈍どん器きで殴なぐられたような衝しよう撃げきを受け、十影の体が傾かしぐ。表情は、青さと赤さが入り混じった愉ゆ快かいな色合いに変じていた。

「おれに訊きくなッ!!　疑問符もつけるなッ!!　つうか、自分は隠すとこしっかり隠してるくせに見るとこしっかり見てんじゃねえッ!!」

「見るとこしっかり見てるのは、お互たがい様じゃん。それに、あたしってこう見えなくても恥はずかしがり屋だからさ、十影が相手でも大事なところまで曝さらけ出すのは、まだちょ～っと抵てい抗こうがあるのよね～」

「お前のようなアグレッシブな恥ずかしがり屋がいてたまるかッ!!」

　怒号とも悲鳴ともとれる叫さけびを聞いたクインはニシシと笑い、ヒタヒタと音を立てて、ゆっくりと十影に近づき始める。いまだかつて経験したことがない危機を前に、十影の体から寝汗とは比べものにならないほどに冷たい汗が溢あふれ出す。




「なななななにをしておるのだっ!?」




　突とつ然ぜん、第三者の叫び声が浴室に響ひびき渡わたり、十影とクインは揃そろって動きを止め、首だけを振ふり返らせ、扉の前にいる人物を、人間と至高の血族の血を引く少女──ペスティを横目で見やる。絹糸のように艶つややかな銀ぎん髪ぱつを寝ぐせでボサボサにしながら、至高の血族の特とく徴ちようたる赤い瞳ひとみに困こん惑わくを映しながら、雪のように白い肌を真っ赤にしながら、ペスティは扉の前で立ち尽つくしていた。丈たけの長いキャミソール一枚だけという、あられもない恰かつ好こうで。もっとも、今の十影とクインに比べたら余程あられもある恰好ではあるが。

　これは天の助けか、あるいは、さらなる地じ獄ごくへの誘さそいか……ますます冷や汗を垂らしながらペスティを見つめていた十影だったが、キャミソールの裾すその下で見え隠れする真白い布地が見えた瞬間、ダラダラと大おお粒つぶの汗を流しながら慌あわてて視線を逸そらした。

　十影の反応を見て今さらながら自分の恰好に気づいたのか、ペスティはますます顔を赤くしながら、涙なみだ目めでキャミソールの裾を引っ張り始める。あまりにもいじらしいペスティの仕草に強きよう烈れつな危機感を覚えた十影は、意識的に、心しんの奥伝〝無む寂じやく〟を行使。あらゆる「意」を消し去る奥伝をもって、脳内に生じかけた雑念と煩ぼん悩のうを根こそぎ刈かり取っていく。

　十影とペスティが己おのれとの闘たたかいに身を投じる中、クイン一人だけはケロッとした顔をしながら、ケロッとした声音で、浴室に入るや否いなや叫んでいたペスティの問いに、疑問符付きで答えた。

「なにをしているかって訊かれたら、ナニをしようとしてたとしか言えない、かな？」

「ナニっ!?　ナニとはいったいなんなのだクインっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声で訊たずねるペスティに向かって、クインはニヒリと笑う。

「ナニっていうのわね、こういうことを言うんだよ」

　そう言ってクインは、両手をワキワキさせながら再び歩き出す。

　限りなく裸はだかに近いクインが、裸の十影に抱だきつこうとしていることがわかった瞬間、ペスティの表情が切なげに歪ゆがむ。

「わ、わたしはっ!!」

　唐とう突とつに、悲鳴に近い大声をあげる、ペスティ。煩悩と雑念を刈り取る作業に没ぼつ頭とうしていた十影は思わずペスティを見やり、クインもまた足を止めて再びペスティに視線を向ける。




「わたしは今っ!!　ブラジャーをつけておらぬぞ、十影っ!!」




　ペスティのわけのわからない爆ばく弾だん発言を前に、十影とクインは揃って呆ほうけた顔をするも、

「な、なに言ってんのペスティ!?」

　先程のペスティよろしくクインが素っ頓狂な声をあげる中、十影は呆けた顔をそのままに、ペスティの胸に視線を向けてしまう。わずかではあるが、キャミソールの胸のあたりが二カ所ほど張っていることを視認した瞬しゆん間かん、十影は滝たきのような汗を流しながら慌てて視線を逸らした。

　十影がどこを見ていたのかわかったペスティは反射的に胸を隠し、

「ちがっ違ちがうぞっ!!　わ、わたしは十影にナ、ナ、ナニをしようなどとは、これっぽっちも思っておらぬぞっ!!　これはだなっ、クインに女としての魅み力りよくで負けたくないと思っただけで……その……その…………その………………」

　グルグルと目を回しながら、全身を熟うれたリンゴのように真っ赤にしながら、ペスティは口ごもる。どうにも、自分でもなにを言おうとしているのかわかっていない様子だった。

　その一方でクインは、

「……ペスティがノーブラなら……」

　おもむろにブラジャーのホックを外し、

「あたしだってノーブラになってやるんだからぁっ!!」

　己がブラジャーを勢いよく投げ捨てた。さすがにここまでやるのは恥ずかしかったのか、クインの顔はペスティに負けず劣おとらず真っ赤に染まっていた。

　この瞬間、ペスティの闖ちん入にゆうが天の助けではなく、さらなる地獄への誘いだったことを十影は確信する。もはや十影は、唯ゆい一いつの逃にげ道である浴室の扉に視線を向けることすらできない状じよう況きようにまで追い詰つめられていた。

「そそそれはいかんっ!!　いかんぞっ、クインっ!!」

「いかなくないっ!!　先にノーブラだったペスティが悪いんです～」

「ブ、ブラジャーを着けてたら寝苦しいから仕方がないであろうがっ！　というより、そもそもが十影にナニをしようとしていたクインが悪いのであろうがっ!!」

　ペスティの言うとおり、元を辿たどれば自分に非があることを自覚したのか、クインは表情に苦みを浮かべながら口ごもる。が、そこで引き下がるクインではなく、

「す、好きな人にナニをしようとしてなにが悪いのよ────っ!!」

　山と呼ぶにふさわしい大きな胸を押しつけんばかりの勢いで、十影に抱きつ──




「ダメぇ──────────────────────────────っ!!」




　いつもの尊大な物言いも忘れて、ペスティは悲鳴をあげながら十影とクインの間に割って入──ろうとするも、お湯に濡ぬれた床ゆかで足を滑すべらせてしまい、十影目がけて凄すさまじい勢いで床を滑ってしまう。

　ペスティのヘッドスライディングが十影に炸さく裂れつしてしまった結果、二人が組んず解ほぐれつしてしまうことを恐おそれたクインは間に割って入り、身を屈かがめてペスティを受け止めようとするも、

「きゃうっ！」

　勢いは止まらず、そのまま二人仲良く十影にぶつか──

「あ……」

　思わず──といった風ふ情ぜいで、十影は跳ちよう躍やくして床を滑る二人をかわす。やはりと言うべきか、視線を外していようとも、十影は気配だけでしっかりとペスティとクインの状況を把は握あくしていたのであった。

　十影がかわしてしまったことにより、ペスティとクインは勢いをそのまま壁かべに激げき突とつ。さらに追い打ちをかけるように、

「のわぁっ!?」「と、十影！　は、早くシャワーを止めてぇっ！」

　十影が床に落とした、いまだお湯を吐はき出し続けるシャワーヘッドの先へ突つっ込んだものだから、壁の際きわで組んず解れつしたまま倒たおれていた二人は瞬またたく間にずぶ濡れになってしまう。

　十影は慌ててバルブを捻ひねり、シャワーのお湯を止める。が、十影はこの時、自分が今こ宵よい二度目の致ち命めい的てきな失策を犯おかしてしまったことに気づいていなかった。

　もっとも、致命的な失策を犯したのは十影一人だけの話ではないが。

　ペスティは若じやつ干かん涙目になりながら上体を起こすも、

「うぅ……ずぶ濡れではない……か……」

　床に面するお尻しりがやけにひんやりとしていることに気づき、続けて、少し離はなれた位置に落ちている見覚えのある白い布にも気づき、フリーズする。

　強したたかに打った腰こしを押さえながら、クインは上体を起こすも、

「いたた……た……」

　自分とペスティが、十影と正対していることに気づき、フリーズする。

　そして十影もまた、ペスティの下半身とクインの上半身を見て、フリーズする。

　床をド派手に滑ったことにより、ペスティとクインは今、十影の前方まで移動していた。そう、背中を向けて大事なところを隠かくしていた十影の前方まで移動してしまったのだ。十影の大事なところが丸見えになる位置まで移動してしまったのだ。そして、床を滑った勢いでパンツが脱ぬげてしまったペスティと、その場の勢いでブラジャーを脱いでしまったクインもまた、大事なところが丸見えになってしまっていた。

　揃いも揃って男女の決定的な身体的特徴差を露ろ出しゆつし、目まの当たりにしてしまった三人はしばらくフリーズするも、

　二人よりも早くに我に返った十影は今さらながら二人から体を背そむけ、十影の股こ間かんを目の当たりにしたペスティは自身の股間を隠す間もなくコテンと気絶し、クインが涙目になりながら両手で胸の先せん端たんを隠す。そして、

「いや────────────────っ!!」

　どうやら本当に大事なところまで曝け出すのは恥ずかしかったらしく、クインの口から絹を裂さくような悲鳴が飛び出した。

　刹せつ那な、事態を収しゆう拾しゆうすることを放ほう棄きした十影は、神速で浴室から逃げ去っていった……。

















第一章　復ふく讐しゆう者しやの胎たい動どう









　巨きよ大だい都市クリアナは十七の街区に分かれており、中心部にある第一街区を囲う形で、北部の第二街区を起点に時計回りかつ昇しよう順じゆんに街区が配置されている。

　そんな位置的にも役割的にもクリアナの中ちゆう枢すうを担になう第一街区には、民家が一いつ軒けんもない代わりに、クリアナの生命線となりうる施し設せつがいくつも建ち並んでいた。

　クリアナの行政を執とり行う中央議局、十とお影えいたちが所属する至高の血族スプリームブラツドに抗こうするために創設された武力組織エクイテス、クリアナの防衛と治安維い持じを司つかさどる防衛機構クストス……これらの本部も第一街区に設けられている。他ほかにも、緊きん急きゆう避ひ難なん用のシェルターや、至高の血族の研究並びに対至高の血族用の兵器を開発している研究機関ラボ、クリアナ全域に人工太陽光を照射して至高の血族から人々を護まもる第零太陽塔だいゼロツリーなど、主要な施設と設備が数多く存在していた。

　朝と呼ぶにも昼と呼ぶにも中ちゆう途と半はん端ぱな時分、十影、ペスティ、クインの三人は人通りの少ない第一街区の通りを、肩かたを並べて仲良く……とはいかない風情で歩いていた。

「だ～か～ら～ほんとごめんって！」

　いつもどおりの仏ぶつ頂ちよう面づらの十影と、いつもよりも露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんなペスティに向かって、クインは今日何度目かもわからない謝罪の言葉を、若干やけくそ気味に叫さけぶ。

　主に下方向の刺し激げきが強かった昨夜の出来事は、元を辿ればクインが浴室に闖ちん入にゆうしてきたことが原因で起きたこと。そのため今朝からなにかとクインへの風当たりが強くなってしまい、それに耐たえかねたクインが、十影の家を出て地下鉄道メトロで第八街区から第一街区に移動している間中ずっと二人に謝り倒していたのだ。

　何度も謝るクインを見て、さすがに少しかわいそうに思えてきた十影は、

「しょうがねえな」

　と、わざとらしくため息をついてクインを許すも、

「昨夜のアレは、しょうがないで済む話ではないぞっ」

　浮うき世よ離ばなれした美び貌ぼうをむくれさせながら、ムスッとした声こわ音ねで、ペスティはクインの謝罪を突っぱねた。クリアナに来てすぐにペスティを虜とりこにしたスイーツを奢おごっても機嫌を直さないくらいだから、昨夜の出来事は余よ程ほど腹に据すえかねたらしい。

　頑かたくななペスティを前に、クインは助けを求めるように無言で十影を見つめる。いつまでもこんな調子でいられても面めん倒どうだと思った十影は、それこそ「しょうがねえな」と思いながらクインへの助け舟ぶねを出港させた。

「こんだけ謝ってんだから、もう許してやってもいいじゃねえか。おれとしても、昨夜のことはさっさと水に流して忘れたいしな」

「そ、そんな簡単に水に流せるわけがないであろうがっ！　わ、わたしは十影に、あ……あ……あそ…………だ、大事なところを思いっきり見られてしまったのだぞっ!!　いくらクインといえども、やすやすと許せる話ではないっ!!」

　みるみる顔を赤くしながら、ペスティは十影の言葉すらも突っぱねる。

　おれも大事なところを思いっきり見られちまったんだけどな──と、返そうとしたが、そのことも含ふくめてペスティは怒おこっているのだろうと思い直し、出かけた言葉を嚥えん下かする。なにより、見る見られたの話を蒸し返されるのは、十影としても避さけたい事態だった。

「も～う、だったらどうすれば許してくれるのよ～」

　心底困り果てた声をあげながら、クインはガックリと肩を落とす。その様を見て多少なりとも良心の呵か責しやくを覚えたのか、ペスティの表情にどこか申し訳なさそうな色合いが混ざり始める。

　ここしかない──そう思った十影は、

「そういえばペスティ、クインが購こう読どくしている電子マガジンに載のってた、最近第十六街区で評判になっているレストランに行ってみたいとか言ってたよな？」

「《クラック》のことか？　それならたしかに行きたいと言った覚えはあるが……」

「今度、クインの奢りで行ってこいよ。手打ちの条件としちゃ悪くねえだろ？」

　その言葉を聞いて「そこ……高いとこ……」と呻うめくクインは、あえて無視した。

「うむっ、それなら許してやってもよいぞ、クイン」

　至高の血族の血を引くがゆえに人間離れした聴ちよう力りよくを有しているペスティがクインの呻き声を聞き逃のがすはずもなく、いつも以上に尊大な物言いで、容よう赦しやなくクインに手打ちの条件を突きつけた。クインはしばらく「う～……」と呻きながら、財さい布ふに優やさしくない条件を提示した十影を睨にらんでいたが、

「わかったわかったわかりました！　ちゃんと奢るから許してください！」

「うむっ！」

「でも！　十影には奢らないからね！」

「端はなから行く気はないから安心しろ。そのレストラン、女性客が七割を占しめてたはずだからな。正直言って、そんなところに行きたいとは思わねえよ」

「ふむ？　《クラック》は予約をすれば個室を用意してもらえるから、あまり気にすることはないと思うぞ」

「いやいや、女性客の多い店に英えい雄ゆう殿どのが女連れで個室に入ろうものなら、半日も経たたないうちにろくでもない噂うわさがクリアナ中に広まっちゃうからダメだって」

　ろくでもない噂の元になりがちな自分のことを棚たなにあげて、クインは十影を援えん護ごする。二人分も奢るなんて絶対無理っ！──と書かれた顔を、露骨にしかめながら。

　そんなクインのことをおかしく思ったのか、ようやく機嫌を直して頰ほおを綻ほころばせるペスティを見て、十影は人知れず安あん堵どのため息をつく。心なしか自分一人だけが損をしているような気がしたが、そこはあえて考えないことにした。

　このような騒さわがしくも穏おだやかな日々を過ごすようになってから、至高の血族のトップの一角たるロドリオ・ストーカーを倒し、ペスティがエクイテスに入隊してから二カ月の時が過ぎていた。

　この二カ月間、不気味なほどに至高の血族に大きな動きはなかった。

　ロドリオの死を契けい機きに、今まで断続的に続いていた人工太陽帯サンベルト周辺の小こ競ぜり合いはピタリと止やんだ。斥せつ候こうと思おぼしき至高の血族が稀まれに人工太陽帯を抜ぬけてくることはあるが、それは今までにもあったことなので特段問題視するようなことではなかった。

　その結果エクイテスの任務が激減し、どれだけ長くても半月と経たずに最前線に送られていた十影が、正式にエクイテスの兵士になって以来初めて、二カ月という長い期間、クリアナで過ごすことができたのであった。

　ペスティとクインが傍そばにいるおかげか、十影は今までの人生で最も穏やかで、最も賑にぎやかな二カ月間を過ごすことができた。が、同時に、今までの人生で最も不安で、最も不気味な二カ月間を過ごさせられた気がしてならなかった。嵐あらしの前の静けさに思えてならなかった。

「んむ？　どうしたのだ、十影。難しい顔をしておるぞ」

　ペスティが、カラーコンタクトによって琥こ珀はく色いろに輝かがやく瞳ひとみでこちらの顔を覗のぞき込んでくる。

「いや、この二カ月でペスティの軍服姿も随ずい分ぶん見慣れたもんだなって思ってな」

　内心の不安を隠すべく、十影は軽口を叩たたいてみせるも、

「噓うそだな」

「そうね、間ま違ちがいなく噓ね。十影ってば、不安な時ほど軽口叩くところあるし」

「うむ、わたしたちに不安を伝えたくないと思っている時は、特にな」

　あっさりと心中を看破されてしまい、十影の仏頂面がますます不承な面になる。

　たった二カ月一いつ緒しよに過ごしただけで看破されるほどに自分の人間性が浅いのか、それとも、それほどまでに三人で過ごした二カ月間が濃のう密みつな時間だったのか……前者だと精神衛生上大変よろしくないので、後者のおかげで心中を看破されたのだと自分に言い聞かせた。

「それで、どうして難しい顔をしておったのだ？」

　この期ごに及およんで隠かくしても仕方がないと思った十影は、観念したように答える。

「どうにもこの二カ月の間に、至高の血族はクリアナを落とす準備を粛しゆく々しゆくと進めていたんじゃないかって思えてな」

　同じ不安を感じていたのか、ペスティとクインは揃そろって押し黙だまる。が、

「たしかに、ありえぬ話ではない。少なくともストーカー家の者の多くは、ロドリオ様を殺されて怒いかり狂くるっているはずだからな。だが──」

　ペスティは「ふふん」と笑い、力強く言い切る。

「わたしたちとてこの二カ月間、なにもしていなかったわけではないぞっ」

「だね。至高の血族が攻せめてくる頃ころには、あたしたちだって十影の足を引っ張らないくらいに……ううん、十影の力になれるくらいに強くなってやるんだから」

　そう言って、ペスティとクインは遥はるか前方を、道行く先にあるエクイテスとクストスの共同訓練施設を力強く見み据すえた。

　ペスティの言うとおり、この二カ月の間、十影たちはただ束つかの間の安あん寧ねいを享きよう受じゆしていたわけではなかった。ペスティとクインは、ロドリオとの戦いで直接的にはなにもできなかったことを悔くやみ、二人して、自ら進んで十影に鍛たん錬れんをつけてほしいと願い出たのだ。

　自分の力で二人を護るつもりでいた上、二人がなまじ力をつけたことによって無茶をしたり、己おのが力を過信したことによって取り返しのつかない事態を招いてしまったりすることを恐おそれた十影は懊おう悩のうするも、状じよう況きよう次し第だいでは常に自分が二人の傍にいられる保証はないと、彼女たちの力のみで危機的状況に立ち向かう可能性がないとは言い切れないと考え、二人の申し出を承しよう諾だくし、この二カ月間暇ひまさえあれば模も擬ぎ戦せん形式で鍛錬をするようにしていた。

（それにＢビーＩアイなしなら、ペスティとの模擬戦はおれにとってもいい鍛錬になるしな）

〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟の血を引いていることもあり、ペスティの強さは凡ぼん百ぴやくの至高の血族を大きく凌りよう駕がしている。

　ゆえに十影といえども、ＢＩ──ブラッドイグニッションによって知覚、身体能力、反射神経を増強しなければペスティに勝つのは難しく、事実、ＢＩなしでの模擬戦の戦績は三対七の割合で十影が負け越こしていた。もっとも、ＢＩありでの模擬戦だと、ペスティとクインの二人がかりでも十影は一度として負けたことはないが。

「あ～っ！　まだ不安そうな顔してるっ！」

　強くなってやるんだから──という宣言を聞いても十影の顔色が晴れていないことを不服に思ったのか、クインは唇くちびるを尖とがらせる。

「他ほかにもまだ、不安に思っていることがあるのか？」

「ペスティ、査問会の時に言ってたよな。ロドリオに近い力を持った至高の血族スプリームブラツドが三人いると」

　ペスティはコクリと首しゆ肯こうし、

「〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟……ロドリオ様直系の〝至高の中の至高〟の中でも、頭ず抜ぬけて強い力を有する者たちだ」

　口にしたがゆえに〝誉れ高き血統〟のことを意識してしまったのか、ペスティの表情がわずかに強こわ張ばる。ロドリオの超ちよう絶ぜつ的な力を思い出したのか、クインの表情も心なしか青い色合いに変じていた。

　不安を共有することは決して悪いことではない。だが、必要以上に不安を煽あおることは決して良いことではないと思った十影は、二人に覚かく悟ごを見せつけるように決然と言い切る。

「心配すんな。〝誉れ高き血統〟だろうがなんだろうが、おれがこの手でぶった斬ぎる。ロドリオの時のような心配を、お前らにかけさせないくらいに強くなってな」

　十影の覚悟を前に、ペスティは「うむ、そのだな……」と呟つぶやき、

「だったらわたしは、十影をぶっ倒たおせるくらいに強くなってみせるぞっ」

「あ、あたしだって、十影をぶっ倒せるくらいに強くなってやるんだからねっ」

　差をつけられたくないと思ったのか、ペスティの頓とん珍ちん漢かんな発言に乗っかる、クイン。なんでそんな話になってんだよ──と思いながら、十影はため息を漏もらすも、

「ったく、おれをぶっ倒してどうすんだよ」

　呆あきれた言葉を紡つむぐ口元は、どこか楽しげに綻んでいた。







　そこは地の底につくられた、クリアナも斯かくやと思えるほどに広大な空くう洞どうだった。空洞に面する地じ盤ばんを全すべて補強し、空洞の天地を結ぶ巨きよ大だいな柱を林立させることで、千年という悠ゆう久きゆうにも等しい時の間、一度も崩ほう落らくすることなく存在し続けた空洞……その正体は、もはや言に及ばない。

　この空洞は、未み曾ぞ有うの氷河期を乗り越えるために人類が建造した、巨大地底都市の一つだった。

　この地底都市は今もなお使用されており、空洞の天てん井じように埋うめ込まれた無数の照明が淡あわい光を放ち、地底都市全体を仄ほのかに照らしていた。天地を結ぶ巨大な柱は建物としての役割も果たしており、疎まばらではあるが人が出入りしているところが見てとれた。もっとも、この地底都市で見てとれる人など、人の形をした化物がほとんどだが。

　そう、ここは至高の血族の手に落ちた地底都市だった。この地底都市には四百万に及ぶ人間が住んでいたが、そのほとんどが至高の血族の手によって戮りく殺さつされ、かろうじて生き残った人間も、ただ血を吸われるだけの、至高の血族の嗜し好こう品ひんとして飼われるだけの、家か畜ちく以下の扱あつかいを受けていた。

　人間が思い描えがく地じ獄ごく絵え図ずそのものと化した地底都市……そこには今、全ての至高の血族が畏い怖ふし、全ての至高の血族が憧どう憬けいの念を抱いだく怪かい物ぶつたちが集つどっていた。

「ふん……人間どもの脆ぜい弱じやくさの象しよう徴ちようたる都市で、我々が会することになろうとはな」

　天地を結ぶ柱状の建物の、闇やみに包まれた一室で、一人がけのソファに身を沈しずめながら男は不快げに吐はき捨てる。

　くすんだ茶色の髪かみと同色の口くち髭ひげを蓄たくわえた、中老の至高の血族だった。そして、今は亡なきストーカー家の当主──ロドリオ・ストーカーを思わせる夜会服とマントに身を包み、ロドリオ・ストーカーに勝まさるとも劣おとらぬ威い厳げんと威圧感を醸かもし出した、恐ろしいほどに強い力を秘ひめた至高の血族だった。

　男の名は、ランドルフ・ストーカー。〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟の一人にして、〝誉れ高き血統〟のリーダー格にあたる男だった。が、

「人間がつくったものの中でも、この地底都市は僕たち至高の血族にとってこの上なく有用ですからね。太陽の光に怯おびえずに済むのはもちろんのこと、人間どものつくった利器が大量に手に入れられるのも大きい。人間どもの利器は、使い方さえ把は握あくすれば本当に便利ですからね。ランドルフ兄さんも父上の真似まねなどせずに、地上の古ふる臭くさい建物を捨てて地底都市に居を構えたらどうです？」

　同じく一人がけのソファに座っていた青白い髪の美青年が、慈じ愛あいに満ちた笑えみを顔に貼はり付け、挑ちよう発はつするような言い回しでランドルフに訊たずねる。

　この美青年もまた〝誉れ高き血統〟の一人だが、リーダー格たるランドルフに対して毛ほどの敬意も払はらっていない様子だった。もっとも、先の言動を鑑かんがみるに、父親であるロドリオにすらも敬意を払っていない節があるが。

　ランドルフはこれみよがしに鼻を鳴らし、窘たしなめるように言う。

「ロッドよ……うぬこそ人間如ごときがつくりし都市に住まうのはやめたらどうだね。ついでに、崇すう拝はいすべき闇とは対極の色合いをした、その服を着ることもな」

　美青年──ロッド・ストーカーは、その身に纏まとった真白いカソックの裾すそを摘つまみ、ランドルフを挑発するように笑みを深める。

「気に入ってるんですよ。時じ代だい遅おくれのローブに比べると、はるかにスタイリッシュなデザインをしていますからね」

「古くから我々を太陽から護まもりし着衣を時代遅れと評しおるか……うぬは、ほとほと我を怒おこらせたいらしいな？」

「滅めつ相そうもありませんよ。僕はランドルフ兄さんやガルビヤスくんとは違ちがって荒あら事ごとが苦手ですからね。怒らせてしまったのなら謝ります」

「ならば、いちいちこちらの神経を逆さか撫なでするような言葉を吐くのはやめたまえ。もっとも──」

　ランドルフは視線を最後の一つのソファに、そこに身を沈めてうたた寝ねしている男に向け、憎にく々にくしげに言葉をつぐ。

「存在しているだけで我の神経を逆撫でする、この男に比べればかわいいものだがな」

　直後、心臓を直接鷲わし摑づかむような暴力的な殺気が室内に吹ふき荒あれる。ランドルフが、いまだうたた寝を続ける男に向かって放った殺気だった。人間はおろか、至高の血族すらも卒そつ倒とうしかねないほどに激げき烈れつな殺気だった。だが、

「これでもまだ起きぬか……！」

　ランドルフの殺気をそよ風ほども感じていないのか、男の口元から涎よだれが垂れ始める。もはや、うたた寝を通り越して熟じゆく睡すいしている風ふ情ぜいだった。

「ガルビヤスッ!!　いつまで寝ているつもりだッ!!」

　ランドルフの大だい喝かつが部屋を揺ゆらし、ガルビヤスは「んあ？」と寝ぼけた声を漏らしながら目を覚ます。

　ガルビヤスは狼おおかみを想起させる灰色の髪をボリボリ搔かきながら欠伸あくびを漏らし、狼以上に鋭するどい双そう眸ぼうに怠たい惰だな光を燻くゆらせながら、ランドルフに視線を移した。

「なんだよ……人が気持ちよく寝てるってのに……」

「寝てどうするッ!!　今日我々はストーカー家の、至高の血族の未来を決めるために集ったのだぞッ!!　たとえ端はしくれであろうとも、少しは〝誉れ高き血統〟としての自覚を持ったらどうだねッ!!」

「知るかよ。オレはテメェと違って、好きこのんで〝誉れ高き血統〟とか呼ばれてるわけじゃねぇからな」

　小指で耳の穴をほじくりながら、ガルビヤスは気だるげに吐き捨てる。ぞんざいな態度で、〝誉れ高き血統〟としての誉ほまれすらもぞんざいに扱うガルビヤスに、ランドルフの怒ど髪はつが天を衝つく。

「貴様はいつもいつもいつもいつも…………そもそも、その着衣はなんだッ!!　〝誉れ高き血統〟でありながら人間に迎げい合ごうした恰かつ好こうをしおってッ!!　貴様は恥はじというものを知らぬのかッ!!」

　上は黒のロングＴシャツ、下はジーンズにスニーカーと、ガルビヤスはここにいる誰だれよりも人間らしい服装をしていた。どうにもそれがランドルフの神経を、より逆撫でしているらしい。

　心底どうでもいいと言わんばかりに、ガルビヤスは大欠伸をかました後、ますます気だるげに、ますますランドルフの神経を逆撫でする言葉を紡いだ。

「服なんて自分の好きなもん着りゃいいじゃねぇか。そもそも、テメェの服だって元を辿たどれば人間がつくったもんだろうが。そんなことも知らねぇで『人間に迎合した恰好をしおってッ!!』とか……ククッ……冗じよう談だんを言えるようになるとぁ、ランドルフお兄様も成長したもんだな」

　ブチッ……と、なにかが切れる音が聞こえたのも束つかの間、ランドルフは勢いよく立ち上がり、体から闇色の炎ほのおを噴ふき上げ、座していたソファを一いつ瞬しゆんにして消し炭に変える。

　ランドルフが本気で自分を殺すつもりだと確信したガルビヤスもまた勢いよく立ち上がり、怠惰な光を燻らせていた双眸が一転、獲え物ものを前にした狼さながらに獰どう猛もうに輝かがやく。

　刹せつ那な、二人の内から深しん淵えんにして強大な闇が溢あふれ出し、その余波だけで部屋が、柱状の建物全体が軋きしみをあげ、そこかしこに亀き裂れつが走っていく。

「もうよい、貴様にはほとほと愛あい想そが尽つきた。〝誉れ高き血統〟であろうとも……いや、〝誉れ高き血統〟であるからこそ貴様のような男を生かしておくことはできん！　影かげすら残さず焼き尽くしてくれるわッ!!」

「やれるものならやってみろよ。まぁ、テメェじゃオレに火傷やけど一つつけることはできねぇだろうがな」

「ぬかせ……！」




「おやおや、本当に殺し合うおつもりですか？」




　今まさにランドルフとガルビヤスが攻こう撃げきを繰くり出そうとした瞬間、ロッドがわざとらしいほどに高らかな声こわ音ねをあげて二人の出で鼻ばなをくじく。そして、

「いいですよ。負けた方の死体は僕が責任をもって預からせていただきますので、どうぞ存分に殺し合ってください」

　慈愛に満ちた笑みを顔に貼り付けながら、ロッドは宣言するように言葉をついだ。

　しばし三対ついの赤い視線が闇の中で交こう錯さくするも、興が醒さめたのかガルビヤスは欠伸をしながらソファに身を沈め、ランドルフも体から噴き上げていた闇色の炎を椅い子すの形に変え、小さくため息をつきながらそこに腰こしを下ろした。

　場が落ち着いたことを確かく認にんすると、ロッドは一ひと際きわ大きな声音で二人に告げる。

「さて、今日僕たちが集まったのは他ほかでもありません。僕たちの主あるじであり、父であるロドリオ・ストーカーを殺した〝赤い剣鬼レツドオーガ〟を、その者が住まうクリアナなる都市を誅ちゆう戮りくする算段をつけるためです」

「はん、勝手にちょっかい出して、勝手にくたばった奴やつの弔とむらい合がつ戦せんってか？　くっだらねぇな、おい」

　その言葉に、ランドルフはガルビヤスを睨にらみつけようとするも、

「オレ以外の奴に殺されてんじゃねぇよ……クソ親父おやじが」

　ガルビヤスの声音に先さき程ほどまでの覇は気きはなく、それだけで察したランドルフはガルビヤスの暴言が聞こえなかったかのように、ロッドに視線を移した。

「策など不要であろう。凡ぼん百ぴやくの至高の血族をかき集めるだけかき集め、力で押し潰つぶせば全て事足りる」

「全く事足りませんよ。クリアナと、クリアナの周囲に設けられた太陽塔ツリーと呼ばれる建造物は極きわめて厄やつ介かいですからね。人工的に太陽光を生み出した都市は今までいくつも潰してきましたが、クリアナのつくりし人工太陽の力はそれらとは比ひ較かくになりません。太陽光に抗あらがう術すべの乏とぼしい凡百をかき集めたところで、太陽塔を利用した戦術で一いち網もう打だ尽じんにされるのがオチでしょう」

　ロッドの言葉に、ランドルフは片かた眉まゆを上げる。

「ロッドよ……うぬは随ずい分ぶんクリアナの内情に詳くわしいな」

「なに、クリアナの外で農業を営んでいた人間を二人ほどかどわかして、少し話を聞かせてもらっただけですよ」

「少し、か」

　冗談にしか聞こえんな──と、付け加え、ランドルフは鼻を鳴らす。ロッドの言う「少し話を聞かせてもらう」が、地獄の責苦にも似た拷ごう問もんを受けることと同義であることは、至高の血族の間では周知の事実となっていた。

「まず頭に入れていただきたいことは、クリアナを囲うようにしてつくられた太陽塔による防衛ライン──人工太陽帯サンベルトの存在です。この人工太陽帯は広大であるがゆえに要所要所に配備された人員は少なく、こちらの侵しん攻こうを事前に察知し、攻せめられた箇か所しよに逐ちく次じ戦力を投入することでなんとか防衛ラインを維い持じしている様子でした。ゆえに、先程ランドルフ兄さんが言ったとおり、数で押せば人工太陽帯の突とつ破ぱは難しいことではありませんが、やはり先程僕が言ったとおり、太陽塔を利用した戦術次し第だいでは、こちらも甚じん大だいな被ひ害がいを被こうむることになりま──」

「回りくでぇ」

　ロッドの言葉を遮さえぎったガルビヤスが、退たい屈くつそうに欠伸を漏もらし、言葉をつぐ。

「クリアナを落とす算段をつけるとか、まるでオレたちに意見を求めているようなことを言ってっけどよぉ、本当はすでにアンタの頭の中にはクリアナを落とす算段があって、オレたちにはその合意を求めてるだけなんじゃねぇのか？」

　ガルビヤスに睨まれたロッドは、わざとらしく肩かたをすくめ、

「やれやれ、ガルビヤスくんの勘かんの良さは相変わらずのようですね」

　口の端はしを吊つり上げ、悪あく魔まめいた笑みを浮うかべた。

「いいでしょう。先に結論を……僕が考えたクリアナを誅戮する算段をお二人に聞かせて差し上げましょう」







　エクイテスとクストスの共同訓練施し設せつは、クリアナでも屈くつ指しの敷しき地ち面積を誇ほこるラボに勝まさるとも劣おとらぬ巨きよ大だい施設だった。名目どおりエクイテスとクストスの兵士が利用するのはもちろんのこと、彼らの卵にあたる訓練兵もこの訓練施設を利用している。施設の敷地面積が広大なのも、そうした理由があってのことだった。またＢＩ摂せつ取しゆ時の跳ちよう躍やく力を考こう慮りよし、訓練施設は通常の建物の五倍近い高さで造られていた。太陽塔のお膝ひざ元もとにあって、なおかつ民家が一いつ軒けんもない第一街区ならではの、広大かつ巨大な施設だった。

　訓練施設に到とう着ちやくした十影たちは建物の中に入り、事前に押さえておいた練武場を開けてもらおうと受付を訪ねるも、

「申し訳ございません！」

　事務員は受付カウンターに頭をぶつけんばかりの勢いで、十影たちに謝罪した。

　どうにも、エクイテスの中でも極めて地位の高い人間が、事務員の意向を無視して、無理矢理割って入る形で十影たちが使うはずだった練武場を使用しているとのことだった。

「ふむ……これが噂うわさに聞く『しょっけんらんよう』というやつか」

「そうね、職権乱用の見本になりそうなくらいに見事な職権乱用ね」

　得心したように頷うなずくペスティと、顔を引きつらせながら応じるクインをよそに、十影は怒いかりを抑おさえ込むために無理矢理感情を消し去ったような表情で事務員に訊たずねる。

「ちなみにだが、職権乱用をしたバカはどこの最高司令官殿どのだ？」

「あの……十影さんのご想像どおりだと思います」

　恐おそる恐る答える事務員に対し「そうか」と一言だけ返すと、十影はいやに速い足取りで、件くだんの練武場に繫つながる廊ろう下かに向かって歩き出した。慌あわてて後を追うペスティとクインに構わず、十影は肩をいからせながら廊下を行き、目的の練武場に到着するや否いなや両開きの扉とびらを勢いよく開ける。

　練武場では、髪かみと瞳ひとみが鳶とび色いろの、若々しくも精せい悍かんな顔立ちをした大男が、三人のエクイテスの兵士を相手に、殺傷力を抑えた訓練用の武器を手に模も擬ぎ戦せんを繰り広げていた。

　剣けん、拳けん銃じゆう、ナックル……三者三様の武器を持った兵士たちが、練武場の中央でハルバードを構える大男を攪かく乱らんすべく、一辺が二百メートルもある正方形状の空間を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回る。音速に迫せまる速さで疾しつ駆くする三人の身体能力はＢＩの力を差し引いても高い水準にあるのは間ま違ちがいなく、また、派手に動きまわっているようでその実無む駄だの少ない動きからは、彼らが熟練の兵士であることを窺うかがい知ることができた。

　不意に銃声が二度轟とどろき、銃兵の拳銃から吐はき出された二発の弾だん丸がんが前後から大男に襲おそいかかる。音速に迫る走力を利用した一人交差射しや撃げきだった。

　大男はその身に纏まとった純白のコートを翻ひるがえしながら、重量を感じさせない挙動でハルバードを軽々と振ふり回し、斧ふ刃じんと石いし突づきで銃弾を薙なぎ払はらう。瞬間、訓練用につくられた特とく殊しゆ弾だんが爆ばく竹ちくにも似た甲かん高だかい音を立てて破は裂れつ。ほぼ同時に、挟はさみ込む形で剣兵とナックル兵が大男に肉にく薄はくする。

　大男の左右から剣兵の刺し突とつが、ナックル兵の拳けん打だが迫る。たとえ攻撃をかわされようとも同士討うちにならない自信があるのか、剣兵とナックル兵の挟きよう撃げきには微み塵じんの躊ちゆう躇ちよも見受けられなかった。が、

「悪手だな」

　大男は淡たん々たんと呟つぶやきながら、ナックル兵に一いち瞥べつもくれることなくハルバードの石突で拳打を弾はじき、同時に、空いた手で剣の腹を押して剣兵の刺突をいなし、挟撃を容易たやすく凌しのいでみせる。だけに留とどまらず、いなされた刺突は勢いをそのままに、拳打を繰り出した直後の隙すきを突つく形でナックル兵の胴どうに突き刺ささり、吹ふき飛ばした。大男は剣兵とナックル兵の自信を逆手にとり、刺突の軌き道どうを変えることで、起きるはずのなかった同士討ちを誘ゆう発はつさせたのだ。

　まさかの事態に剣兵は動どう揺ようを露あらわにするも、精神的にも熟達していた剣兵は一秒と経たたずにそれを封ふう殺さつする。だが、たとえ一秒未満であっても、大男の前で動揺を見せることは度どし難がたいほどの隙を晒さらすことと同義だった。

「かはッ……！」

　石突が鳩尾みぞおちにめり込み、崩くずれ落ちるように剣兵は倒たおれ伏ふす。刹那、大男は床ゆかに伏した剣兵の襟えり首くびを摑つかみ、

「ふッ！」

　鋭するどい呼気を吐き出しながら、銃兵に向かってぶん投げた。

　射線と肝きもを潰された銃兵は、砲ほう弾だんさながらの勢いで飛んできた剣兵を慌ててかわすも、

「ぐふッ!?」

　その隙に間合いを詰つめていた大男にハルバードの柄えで殴なぐり飛ばされ、ぶん投げられた剣兵とともに背中から壁かべに叩たたきつけられ、倒れ伏してしまう。

　大男は視線を巡めぐらせ、床に伏した兵士たちがすぐには起き上がれそうにないことを確認すると、耳を疑うような言葉を、失望を滲にじませた声音で呟いた。

「また己おれの勝ち、か。やれやれ、ＢＩなしのハンデ戦でもこのザマとは……上に立つ者としては、なんとも頭が痛くなる結果に終わったものだな」

　そう、大男はＢＩを摂取せずに模擬戦に臨のぞんでいたのだ。事実、剣兵をぶん投げた膂りよ力りよくも銃兵との間合いを瞬しゆん時じに詰めた脚きやく力りよくも人間のそれを大きく凌りよう駕がしていたとはいえ、そのどちらもＢＩを摂取した兵士たちに比べたら数段見み劣おとりしていた。

　ＢＩを摂取した熟練の兵士三人を相手に、ＢＩを摂取することなく単独で圧あつ倒とうする大男のデタラメな強さに、クインはもちろんのこと、至高の血族スプリームブラツドの血を引くペスティすらも、ただただ啞あ然ぜんとするばかりだった。

　三人の兵士が苦く悶もんに満ちた表情を浮かべながらも立ち上がる中、十影は肩をいからせながら大おお股またで大男に歩み寄っていく。模擬戦の余よ韻いんなどおかまいなしな十影に兵士たちが目を丸くする中、十影は真正面から大男を睨みつけ、敬意が欠片かけらほども感じられない敬語を大男にぶつけた。

「これはこれは職権乱用した挙句部下いじめに勤いそしむ、くそったれ最高司令官殿じゃあございませんか」

　十影に最高司令官と呼ばれた大男は、露ろ骨こつに十影を見下した表情で、露骨に十影を馬ば鹿かにした言葉を返す。

「生あい憎にくだったな。先の模擬戦は彼らに頼たのみ込まれて引き受けたものだ。それが部下いじめに見えてしまうとは……この世に生まれ落ちた時からずっと目が節穴なお前には、同情を禁じ得んよ」

「生憎ですが、この世に生まれ落ちた時からずっと脳筋野や郎ろうなあんたに比べたら余程見る目はあると思いますよ」

「はっはっはっ、エクイテスの最高司令官の目を節穴扱あつかいするとは、いよいよお前も落ちぶれたな。いっそのこと渾あだ名なを〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟から〝黄昏たそがれの英雄〟に変えたらどうだ？　沈しずむ一方のお前にはお似合いだぞ」

「別にかまいませんよ。〝闘とう神しん〟なんて、いかにも脳筋な渾名で呼ばれるよりは万倍マシですからね」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐き出したあと、チンピラを思わせるほどのガラの悪い目つきで、〝暁の英雄〟とエクイテスの最高司令官が睨にらみ合う。

　仲が良いのか悪いのかよくわからない二人のやりとりに誰だれも彼もが呆あつ気けにとられる中、ペスティは一人、得心したようにポンと両手を打ち鳴らし、声を弾はずませた。

「うむっ、思い出したぞっ。あそこにいる最高司令官殿は査問会にも出席していた御ご仁じんだなっ。査問会の時も白いコートを着ていたから間違いないであろう？」

　最後の言葉は、クインに向けられた言葉だった。

　他ほかの者たち同様呆気にとられていたクインは「え？」と間の抜ぬけた声を漏らしたあと、我に返ったようにペスティの質問に答える。

「う、うん……クストスの統合司令官もそうだけど、エクイテスの最高司令官は専用のコートを羽織ってるから、間違いないよ」

「うむうむっ、やはりそうか。あの御仁がエクイテスわたしたちのトップ、クルスシュキュ──」

　盛せい大だいに最高司令官殿の名前を嚙かんでしまい、時が止まったようにフリーズする。

　相変わらずすぎるペスティに毒気を抜かれたのか、十影は苦く笑しようしながら大男から一歩離はなれ、大男もまた一笑を漏らしながらペスティに向かって芝しば居いがかった所作で一礼し、わざとらしいほどに慇いん懃ぎんにペスティの言を訂てい正せいした。

「クルススク・サリヴァンでございます、お嬢じようさん。退屈な査問会を面おも白しろおかしくしてくれた手しゆ腕わん、相変わらずなようでなによりです」

　査問会にて、ペスティはいつもどおりに無駄に上から目線で応じていながらも、今のように盛大に言葉を嚙んでしまい、その後は臆おく病びような小動物よりも縮こまってしまった挙句、査問を終えて下がる時に緊きん張ちようで足がもつれて派手にすっ転ぶという、喜劇じみた活躍を十影たちに見せつけてくれた。その活躍を思い出したのか、十影とクインは揃そろって噴ふき出してしまい、ペスティは顔を真っ赤にしながら「ぐぬぬ……」と呻うめく。




「ということは、その娘むすめが噂に聞く、人間と至高の血族のクォーターなのですね？」




　突とつ然ぜん、憎にくしみに満ちた声が練武場に反はん響きようする。クルススクと模擬戦をしていた、剣兵が発した言葉だった。

　わずかな沈ちん黙もくを挟み、クルススクが「そうだ」と答えると、剣兵は双そう眸ぼうに殺意を滲ませながらペスティを睨みつける。ペスティに憎ぞう悪おを向けているのは剣兵だけではなく、銃兵も、ナックル兵も、殺意に滲んだ目でペスティを睨んでいた。

　十影とクルススクの子供じみた口くち喧げん嘩かとは比べるべくもない、息が詰まるほどに張り詰めた空気が練武場を支配する。その空気に、視線に耐たえかねたのか、ペスティは赤く染まっていた顔色を一転して青くさせながら、天敵を前にした小動物のように震ふるえながら、隣となりにいたクインに縋すがりつくように、彼女の軍服の裾すそを握にぎり締しめた。

　しばし、重い沈黙が皆みなの肩かたにのしかかるも、

「……これ以上至高の血族と同じ空気を吸うのは我が慢まんなりませんので、これで失礼させてもらいます」

　そう言って、剣兵はクルススクに一礼すると、銃兵とナックル兵とともに練武場から立ち去っていった。

　去りゆく三人の背中を見つめながらクルススクはボリボリと頭を搔かき、ペスティとクインのもとに歩み寄る。

「あいつらみたいに長く兵士をやっていると、それこそ数えきれないほどの仲間の死に直面する。ゆえに、あいつらの態度を非礼と断ずることは己にはできん。酷こくな話だが、こればかりは耐えてくれとしか言えん」

「……わかっておる。人間から見れば、わたしは至高の血族そのもの……人類の敵そのものだからな。それに、あのような態度をとられることは今に始まったことではない……いい加減、慣れてきたくらいだ」

　とは言いながらも、仲間であるはずのエクイテスの兵士から憎悪と殺意を向けられたショックは隠かくしきれておらず、ペスティの顔色は依い然ぜん青いままだった。

「本当に、ペスティはわかりやすいよな」

　クルススクに遅おくれてやって来た十影は、ペスティを安心させるためか、微び笑しようを浮うかべながら言葉をつぐ。

「泣き言を言いたくなったらいつでも言えよ。ペスティの気が済むまで聞いてやるから」

「泣き言聞くんじゃなくて、ああいった人たちから直接ペスティを護まもってあげた方がいいと思うんですけど」

「そう言ってやるな」

　クインの言葉に応じたのは、十影ではなくクルススクだった。

「十影こいつは常に最前線に身を置いているのだ。経験した仲間の死の数は、先さき程ほどの三人の比ではない。そんな男に、仲間を失った悲しみと憎しみを抱かかえる者たちに異を唱えろと言うこともまた酷な話だ。そこは察してやれ。もっとも──」

　クルススクは十影に向き直り、挑ちよう発はつするように鼻で笑う。

「あの三人の誰かがペスティ君に危害を加えようとした時は、大喜びでぶった斬ぎるつもりでいたようだがな。そんなろくでなしが英雄扱あつかいされているのだから、クリアナの未来はあまりにも暗い」

「最高司令官殿どのの目は本当に節穴ですね。ちゃんと峰みね打うちで済ませるつもりでしたよ」

「本当に節穴なのはお前の方だ。峰打ちでも当たり所次し第だいでは余よ裕ゆうで死ぬぞ」

「おれがそんなミスをするとでも？　最高司令官殿の目はどうしようもないほどに節穴ですね」

「自分の実力もわからん節穴が、なにを言っているのだか」

　節穴を巡るなんとも低次元な罵ののしり合いを前に、クインは顔を引きつらせながら「ユラギさんの時みたいに険悪じゃないだけマシか」と呟き、ペスティは「うむ、これが喧嘩するほど仲が良いというやつだな」と、一人勝手に納なつ得とくしながら何度も頷うなずいた。

「つうか、さっきから他人ひと事ごとのように言ってるけど、最高司令官であるあんたはペスティのことどう思ってるんですか？」

「おいおい、妻帯者に向かってそんな質問するもんじゃないぞ」

「そういう意味で訊きいてんじゃねえ！　ペスティのこと、少しも憎んでないのかって訊いてんだ──訊いてるんですよ！」

「おうおう、無理すんな。己に向かって敬語を使うことに拒きよ絶ぜつ反応が出始めてるぞ」

「…………そうだな、ここにはもう示しもへったくれもない奴やつしか残ってねえから、お言葉に甘えさせてもらうわ」

「そうしろそうしろ、敬語で話すお前は正直言って気持ち悪いからな」

「周りに示しをつけるために敬語使ってやってんのに気持ちわりぃとは随ずい分ぶんだな、おい。それより、さっさと質問に答えろよ。気になってんのは、おれだけじゃねえんだよ」

　そう言って、十影はペスティとクインを視線で示す。二人とも、クルススクの答えを固かた唾ずをのんで待っている風ふ情ぜいだった。

「そのようだな。というか、そもそも答える必要があるのか？　その質問」

「あるに決まってんだろ」

　即そく答とうする十影に向かって、クルススクはこれみよがしにため息をつく。

「まさかお前がここまで阿あ呆ほうだったとは……あのな、たしかにお前は剣けんしか取り柄えのないあらゆる意味でどうしようもない男だが、同時に信しん頼らいに値あたいする男でもある。この己が信頼している男が掛かけ値ねなしに信頼しているのだ。まかり間ま違ちがっても、他の至高の血族と同じように憎むことなどできはせんよ」

　あまりにも直球すぎる物言いに、ペスティとクインは感かん銘めいを受けたように喜色に満ちた表情を浮かべ、十影はバツの悪そうな表情を浮かべながら決まり悪そうにそっぽを向く。

　精せい悍かんかつ若々しい顔立ちをしているが、クルススクの年ねん齢れいは三十八歳と、十影よりも二回りほど上をいっている。大人の余裕という点では、いまだ未成年の〝暁の英雄〟では太刀たち打うちすらできなかった。もっとも、十影と口喧嘩をしている時のクルススクは三十八歳とは思えないほどに大人げないが。

「さて、己おれはそろそろお暇いとまさせてもらうとしよう。なにぶん忙いそがしい立場にあるのでな」

　場を辞そうとするクルススクに向かって、ペスティは「んむ？」と小首を傾かしげる。

「もう帰るのか？　わたしとしては、最高司令官殿が十影相手にどの程度戦えるのか見てみたかったのだが」

　なんの気なしに出てきたペスティの言葉に、クインただ一人だけが顔をひきつらせる。そんなクインの反応にペスティが「んむ？」と、ますます小首を傾げていると、

「言い方が逆だぞ、ペスティ君。そこの阿呆が、エクイテスの最高司令官であり〝闘神〟と謳うたわれる己を相手にどの程度戦えるか……と言うのが正しい。肝きもに銘めいじておきたまえ」

　穏おだやかな口調とは裏腹に、露骨に威い圧あつ感かんを発するクルススクに気け圧おされながら、ペスティは「す、すまぬ」と、ぎこちなく謝罪する。

「謝る必要はねえぞ。ペスティの言ったことは十割十分十厘りん正しいからな」

　十影もまた露骨に威圧感を発しながら、クルススクを睨みつける。

「己は立場上忙しいからな、手早く格の違いを思い知らせてやるよ、クソガキ」

「奇き遇ぐうだな。おれも格の違いってやつを、手早くあんたに思い知らせてやろうと思ってたところだ」

　一いつ瞬しゆんにして臨戦態勢に入った二人にますます気圧されながら、ペスティは小声でクインに訊たずねる。

「わたしは、なにか言ってはならぬことを言ってしまったのか？」

「憶おぼえておいて、ペスティ。いついかなる時も、十影と最高司令官のどっちの方が強いかとか、二人の腕うでっぷしを格付けするようなこととか絶対に言わないで。たとえ噂うわさでも二人の耳に入ったら……ああなっちゃうって話だから」

　そう言って、クインは練武場の中央に視線を向ける。クインの視線の先では、壁かべに立て掛けてあった訓練用の刀を手にした十影と、同じく訓練用のハルバードを手にしたクルススクがもうすでに対たい峙じしていた。

　十影とクルススクの醸かもし出す、殺し合いを思わせるほどに緊きん迫ぱくした空気に恐きよう怖ふを覚えたペスティは、二人の模も擬ぎ戦せんを見たいと言ったことを後こう悔かいするように、

「う、うむ……本当にすまなかった」

　震えた声こわ音ねでクインに謝った。







　ガルビヤスが大口を開けて欠伸あくびを漏もらす中、ロッドの考えたクリアナを落とす算段を聞いたランドルフが、難しい顔をしながら訊ねる。

「〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟のみで構成された少数精せい鋭えいによるクリアナ急きゆう襲しゆう……たしかに、完全なる誅ちゆう戮りくを果たす布石としては悪くない策やもしれぬ。少人数であれば人工太陽帯サンベルトを抜ぬけるのは容易たやすいという話が本当であれば、だがな」

「本当も本当ですよ。人工太陽帯は広大であるがゆえに、人間たちも少人数による突とつ破ぱを完かん璧ぺきに阻そ止しするのは不可能だと割り切っているようですしね。そのかわり、人工太陽帯を突破した至高の血族スプリームブラツドの数はしっかりと把は握あくし、人工太陽帯を内側から抜け出そうとする者には容よう赦しやない追つい跡せきをかけるため、僕が派は遣けんした斥せつ候こうもかなりの数がやられてしまいましたが……おっと、少々話が脱だつ線せんしてしまいましたね。とにかく、少人数ならば人工太陽帯を突破できることは、人間をかどわかした時点で証明は済んでいます。〝至高の中の至高〟ならば、なおさら確実に突破できることでしょう」

「なるほどな……して、クリアナ急襲の任を担になう者は、どのようにして選出する？」

「それについてですが、お二人に提案がございます」

「提案？」

「はい。僕たち〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟の、各おの々おのの陣じん営えいから三人ずつ、クリアナ急襲の任を担う人員を出すというのはどうでしょうか？」

「やなこった」

　即答する、ガルビヤス。同意しようと口を開きかけていたランドルフが、忌いまわしげにガルビヤスを睨にらみつける。

「貴様という男は、どこまで愚おろかでいれば気が済むのだ……！」

「あーうるせぇうるせぇ。こっちはテメエらみてぇに大所帯じゃねぇんだよ。まぁ、それ以前に、こんな使い捨て前提の作戦にオレのツレを巻き込むつもりはサラサラねぇけどな」

「ふん……使い捨てる以前に、命を差し出すほどに貴様に忠義を尽つくす配下がいないだけの話ではないのかね？」

「そんな奴ぁ一人もいねぇな。テメェと違って、オレはイカれた考え方をツレに押しつけたりはしねぇからな」

　ランドルフの嘲ちよう笑しように対して、ガルビヤスもまた嘲笑で返した。ランドルフのこめかみに浮かんだ青筋を見るに、嘲笑対決がどちらに軍配が上がったのかは論ずるまでもない。

「はいはいストップストップ。喧嘩ばかりしていては、いつまで経たっても話が終わりませんよ」

　一いつ触しよく即そく発はつの状態になりかける直前の、絶ぜつ妙みようなタイミングでロッドが割って入る。

「仕方ありませんね。僕のところから五人出しますので、ガルビヤスくんのところからは一人だけ、人員を出してください」

「あのなぁ、この際だからはっきりと言っておくが、オレんところには使い捨ての作戦に乗る奴なんざ一人も──」

「乗る奴ならいるでしょう。一人だけ」

　慈じ愛あいに満ちた笑え顔がおをそのままに、ロッドの双そう眸ぼうが底光りする。

「ランス・ロランス……彼がつい最近、闇夜獄テネブリスから出てきたこと……僕は知ってますよ」

　ランスの名を聞き、鋭するどさの増した双眸でロッドを睨みつけるガルビヤスをよそに、

「ほう……闇夜獄を乗り越こえるとはたいしたものだな」

　ランドルフは心底感心した物言いで、ランスなる至高の血族を褒ほめ称たたえた。

　闇夜獄──それは、人間にとってはなにもない闇やみの中であり、至高の血族にとっては闇以外になにもない、穢けがれなき闇に閉とざされた牢ろう獄ごくだった。穢れなき闇には至高の血族の心身に強い影えい響きようを与あたえるほどの「重さ」があり、至高の血族の命を削けずり、正気を奪うばうほどの「力」があった。それゆえに闇夜獄は重い罪を犯おかした者を閉じ込め、罰ばつするために使用されることが通例となっていた。

　だが、本当の意味で至高たる者たちにとって、闇夜獄はただの牢獄ではなかった。

　一年の間、穢れなき闇の圧力に耐たえ抜くことで、その者の内に秘ひめられた〝闇〟が増大し、〝至高の中の至高〟ならば闇闘技コンフリクトの力が飛ひ躍やく的に上がり、凡ぼん百ぴやくの至高の血族ならば闇闘技を使えるようになる、命を賭とした修練の場にもなっていた。

　もっとも〝至高の中の至高〟といえども闇夜獄に入って生きて帰れた者は極きわめて少なく、よしんば帰れたとしても、正気を失っている者がほとんどだった。凡百の至高の血族に至っては、未み曾ぞ有うの氷河期が訪おとずれた千年前から現在に至るまでの間、闇夜獄を乗り越えた者は一人としていなかった。

〝誉れ高き血統〟は一人の例外もなく闇夜獄を経験し、乗り越え、比類なき力を得ている。そのため闇夜獄の過か酷こくさは誰だれよりもよく理解しており、だからこそランドルフも、犬けん猿えんの仲とも言えるガルビヤスの身内であるにもかかわらず、闇夜獄を乗り越えたランスを素す直なおに褒め称えたのだ。

　ガルビヤスは、ますます双眸を鋭くさせながら、

「人のことを相変わらずだとか言ってたが、テメェの方こそ、ろくでもない性格は相変わらずみてぇだな」

「相変わらずではありませんよ。より、ろくでもなくなったと自負しています。なにせもう、ランスくんのことは全すべて調べ終えてますからね」

「全てだぁ？」

「ええ。全てです。ランスくんが闇夜獄を出るや否いなや、ボロボロの体のまま〝赤い剣鬼レツドオーガ〟を討うちに行こうとしていたことを知ってますし、ガルビヤスくんがそれを力ずくで止めたことも知ってます。もちろん、クリアナを誅戮するために開かれた、僕たちの会合の内容をいち早く知るために、ランスくんが階下でガルビヤスくんの報告を待っていることも知ってます。みんなみんな知ってた上で、僕はこういうろくでもない言葉が出せるわけですよ……『貴方あなたのご友人に仇かたきを討つ機会を与えてやったらどうです』……とね」

　余よ程ほど痛いところを突つかれたのか、ガルビヤスはロッドから視線を外すと、苦く渋じゆうに満ちた表情を浮うかべて天を仰あおぐ。

「……少し、待ってろ」

　一方的にそう告げると、二人の返事を待たずに、ガルビヤスは部屋から出て行った。







「もちろんＢＩありだよな？」

「当然だ」

　十影の問いに、クルススクは愚ぐ問もんだと言わんばかりに鼻で笑いながら即答する。

　二人は腰こしに吊つり下げたケースからＢＩの入ったアンプルを取り出すと、揃そろって一息に飲み干した。直後、二人の醸し出していた威圧感が爆ばく発はつ的てきに増大し、練武場の隅すみに退たい避ひしていたペスティとクインは思わず後ずさってしまう。

　転瞬、開始の合図もなしに、二人は全く同時に床ゆかを蹴けった。

　互たがいの間合いに入るまでの刹せつ那なよりも短い時間の中、十影は刀を持つ腕を稼か動どう域いき限界まで捻ねじり、引き手を利用して腰に加えた軸じく回かい転てんのエネルギーを、肩かたに、肘ひじに、手首に伝え、極限まで捻じった腕を解放することでさらなるエネルギーを刀に集約させる。

　繰くり出されるは、螺ら旋せんの刺し突とつ──

「穿せんの奥おく伝でん〝砕さい華か〟ッ！」

　微み塵じんの出し惜おしみもない十影の初手に対し、クルススクはミシリと呻うめき声をあげるほどに強くハルバードを握にぎり締しめ、

「せいッ！」

　裂れつ帛ぱくの気を吐はき出し、渾こん身しんの突とつ進しん突づきを繰り出した。

〝砕華〟と突進突きが衝しよう突とつした瞬しゆん間かん、硬こう質しつの悲鳴が練武場に響ひびき渡わたり、衝突点を中心に起こった突風じみた衝しよう撃げき波はが二人の髪かみを揺ゆらす。威い力りよくが完全に拮きつ抗こうしていたのか、十影とクルススクは切っ先と穂ほ先さきを突き合わせたまま練武場の中央で固まっていた。のも束つかの間、クルススクはさらに一歩前に踏ふみ込んでハルバードを押し込み、力負けした十影が一歩後ろに下がってしまう。刺突対決は技わざでその差をカバーできたが、純然たる力勝負では体格に勝まさるクルススクが圧あつ倒とう的てきに優勢だった。

　そんなことは百も承知していた十影は力勝負を放ほう棄きし、ハルバードの下を潜くぐるほどに身を沈しずめ、前方に重心が傾かたむいていたクルススクの脛すね目がけて刀を振ふるう。刃は引びきされた刀とはいえ、ＢＩを摂せつ取しゆした十影の斬ざん撃げきをまともにくらえばただでは済まない。そんなことは百も承知していたクルススクは、前方に重心をかけていた体勢から強ごう引いんに後ろに飛んで斬撃をかわした。

　すかさず追撃をかけようとした十影だったが、

「ちぃ……ッ」

　後ろに飛びながら、バランスを崩くずしながら振るわれた横よこ薙なぎに出で鼻ばなをくじかれ、踏み止とどまりつつ上半身を反らしてそれをかわす。

　出鼻はくじかれた。が、それでもまだ十影が優位──誰もがそう思う場面だった。

　事実、クルススクは横薙ぎを振るったことでますますバランスを崩してしまい、それを見たペスティとクインも、まだ十影が有利な状じよう況きようだと確信していた。だが、

「ふッ！」

　鋭い呼気を吐き、バランスを崩したまま、クルススクは右みぎ腕うでの力だけで再びハルバードを真横に振るう。これなら楽に捌さばけると判断したのか、十影は刀を縦に構えて横薙ぎを受け止めるも、

「……ッ!?」

　想定をはるかに上回る横薙ぎの威力に、十影は思わずたたらを踏んでしまう。腰の入っていない、紛まごうことなき片腕のみの力で振るわれたものとは思えない重い一振りだった。

「馬ば鹿か力ぢからが……！　またさらに強くなってんじゃねえか……！」

「生あい憎にく、万年成長期なものでな」

　体勢を立て直したクルススクは、忌いま々いましげに吐き捨てる十影に向かって、軽口とともにハルバードを振り下ろす。防ぼう御ぎよ不可の重撃を十影は半身になってかわすも、ハルバードは床に触ふれる寸前に勢いを落とすことなく袈け裟さがけに斬きり上がり、再度十影に襲おそいかかる。十影は刀を斜ななめに寝ねかせ、刀身に斧ふ刃じんを滑すべらせて斬り上げを受け流すも、斬り上がったばかりのハルバードの軌き道どうが再び変化し、今度は刎はね飛ばさんばかりの勢いで十影の首に迫せまる。刹那、十影は身を沈めて事なきを得た。

　長物にあるまじき圧倒的な手数で、クルススクは一方的に十影を攻せめ立てていく。圧倒的なのは手数だけではなく、一振り一振りに込こめられた力もまた圧倒的としか言いようがなく、ハルバードが振るわれるたびに生じた風圧が、練武場の隅で観戦するペスティとクインの髪を嬲なぶる。

　ペスティは風圧に巻かれて踊おどり狂くるう銀ぎん髪ぱつをそのままにしながら、荒あれ狂う嵐あらしさながらにハルバードを振るうクルススクを、プルプルと震ふるえた指でさし示した。

「化物がおる……十影以外にも化物がおるぞ……」

「そ、そうだね……」

　実際にクルススクが戦うところを初めて目まの当たりにしたクインは、半ば呆ぼう然ぜんとしながらペスティに同意する。

　クルススクの強さの源泉は、言葉どおりの意味で人にん間げん離ばなれした身体能力にあった。

　先の模も擬ぎ戦せんで、クルススクはＢＩなしで、ＢＩを摂取した兵士たち相手に普通に戦っていた。力も速さも及およばないまでも、たしかにクルススクはＢＩなしで、ＢＩを摂取した兵士たち相手に普通に戦っていた。それは、十影から見てもありえないことだった。なぜなら、極限までその身を鍛きたえた十影であっても、ＢＩなしの状態だと、ＢＩを摂取した者との身体能力の差は大人と子供以上の開きがあるからだ。後の先をとることに、相手の隙すきを突くことに徹てつ底ていしなければ埋うめることができないほどの差があるからだ。クルススクのように、真正面から渡り合えるような差ではないのだ。
















　クルススクの猛もう攻こうに耐えかねた十影は、床を蹴り、トップスピードで間合いを離そうとするも、

「だよな……！」

　瞬時に追いつかれてしまい、引きつった笑えみを漏もらしながらクルススクが放った刺突をかわす。凡百の至高の血族スプリームブラツドでは捉とらえることすらできない十影の脚きやく力りよくも、クルススクの前では形無しだった。

　だが、だからといってこのまま押され続ける十影ではない。

　十影は斜め上方から襲い来る斧刃を受け流しながら前進し、刀もハルバードも振るえない至近までクルススクに肉にく薄はくする。刀身による攻こう撃げきのみを警けい戒かいしていたクルススクは「悪手だな」と呟つぶやきながら膝ひざ蹴げりを放ち、十影の体が「く」の字に曲がる。

「そうでもねえよ……！」

　苦しげに呻きながらも、十影は腰を落とし、柄つか頭がしらをクルススクの鳩尾みぞおちに添そえる。

　刹那、




　クルススクの巨きよ体たいが砲ほう弾だんさながらに吹ふき飛んだ。




　ペスティとクインが瞠どう目もくする中、十影は吹き飛ぶクルススクに追いすがって刀を振り下ろす。クルススクは両足で床を嚙かんで吹き飛ばされた際に生じたベクトルを残らず殺し切り、頭上から迫りくる斬撃をハルバードの柄えで受け止めた。

「今のは初めて見る技だな」

　先の一撃が利きいたのか、余よ裕ゆうに満ちた声こわ音ねとは裏腹に、クルススクの表情には苦く悶もんが見え隠かくれしていた。

「甲こうの奥伝〝屠と伐ばつ〟……柄頭を使った寸すん勁けいだ。前にも一度見せたってのに忘れちまってるとは、脳筋化もいよいよ深刻なレベルまで進んじまってるみてえだな」

　刀とハルバードを迫せり合わせながら、十影は不敵に笑う。先の膝蹴りが利いたのか、クルススク同様その表情には苦悶が見え隠れしていた。

「最高司令官ともなると、頭に留とどめておくべき事案が星の数ほどもあってな。どうでもいいことは意図的に忘れるようにしているのさ」

「今まさに、そのどうでもいいものに負けるんだよ、脳筋……！」

「できないことは口にするもんじゃないぞ、クソガキ……！」

　直後、二人は弾はじかれたように間合いを離し、刹那にも満たぬ間に、再び互いの得物が届く間合いに舞まい戻もどる。続けて硬質の絶ぜつ叫きようが轟とどろき、重唱となってペスティとクインの耳じ朶だを叩たたき続けた。刀技とハルバード力が織りなす災害さながらの激げき烈れつな刃じん戟げきに、二人はただただ圧あつ倒とうされるばかりだった。

「ペ、ペスティはさ、二人の動き……追える？」

「も、もちろんだっ。……うむ……もちろんだ……」

　自分に言い聞かせるように、自信なさげに答える、ペスティ。至高の血族の上位種にあたる〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟の血を引くペスティの知覚をもってしても、二人の動きを完かん璧ぺきに追うのは、どうやら難しいらしい。ＢＩを摂取していない新兵クインともなると、なおさら困難を極きわめていた。

「十影に鍛えられたおかげで、最近はそこそこ強くなってきたって実感があったのに……う～……自信なくすな～」




「いやいや、あの二人を基準にしてたら九割以上の人間が自信なくすから」




　背後から軽けい薄はくそうな男の声が聞こえてくる。

　いつの間にか、練武場には見知らぬ青年が紛まぎれこんでいた。金色の髪を逆立てた、年の程ほどが十影と同じくらいの、黒色クストスの軍服に身を包んだ青年だった。

　青年は軽薄な声音以上に軽薄な笑顔を浮かべながら、ペスティとクインに向かってバチリとウィンクするも、その仕草が二人の視界に入ることはなかった。なぜなら、ペスティとクインの視線は青年の右腕に固定されていたからだ。

「ああ、これ？　三年程前にちょいとドジっちまってな」

　冗じよう談だんめかして言いながら、青年は右腕あるじのいない袖そでをヒラヒラと振ってみせる。軍服で隠れているため正確にどのあたりからなのかはわからないが、青年の右腕は、少なくとも肘より下が失われた状態になっていた。

　同情されるのを嫌きらったのか、隻せき腕わんの青年は殊こと更さら軽薄な声音で話題を変える。

「そりゃそうと、クインちゃんはあの二人の動き、どの程度追えてんの？」

「多少、かな。十影に視覚以外での追い方を教えてもらってなかったら、それこそ全く追えなかったと思う。ていうか、なんであたしの名前知ってんのよ？」

　というクインの疑問を無視して、青年は一つ膝を打ち、

「ＢＩ飲まずに多少なりとも追えてるなら上出来すぎるってもんだ。至高の血族でも雑ぞう兵ひようレベルだと、ＢＩを飲んだあの二人の動きは全く追えないからな」

「そ、そうなんだ……」

　少し嬉うれしそうにクインは呟くも、ほどなく仏ぶつ頂ちよう面づらを浮うかべ、

「それより、あんた本当に何者なの？」

「もちろん曲くせ者ものであろう」

　と、ドヤ顔でペスティがのたまい、青年は思わず噴ふき出してしまう。

「いやー、話に聞いていたとおり面おも白しろい娘こだな、ペスティちゃんは。それに話に聞いていた以上に美しい……俺の心を一いつ瞬しゆんで魅み了りようしてしまうほどに」

　歯の浮くような言葉をキメ顔で口走る青年に対し、ペスティは「そうであろうそうであろう」と、ますますドヤ顔を浮かべながら喜ぶ。想定していた喜ばれ方と違ちがっていたのか、青年はガックリと肩かたを落とし「話に聞いていた以上に手て強ごわいな……」と独りごちた。

　話の腰こしを盛せい大だいに折られたクインは、気を取り直して、

「だから、いい加減何者か教え──」




「コートス・テレス。十影の同期で、ボクの後こう輩はいにあたる子だよ」




　突とつ然ぜん少女の声が、感情のこもらない棒読み気味の声が前方から聞こえ、ペスティとクインはおろか、青年──コートスすらも度ど肝ぎもを抜ぬかれながら後ずさる。

　本当に、いつの間にかだった。いつからそこにいたのかすらもわからないほどに、いつの間にか、こちらに背を向けた小さな少女が三人の眼前に立っていた。同性と比べても背の低いクインよりもさらに小さい、子供と見み紛まがうほどの矮わい軀くが三人の眼前に立っていた。

　コートス同様クストスの軍服に身を包んだ少女は、肩に背負った、己おのが背せ丈たけほどもある細長いケースを揺ゆらしながらこちらに振ふり返る。

　ショートボブの髪かみと、伏ふし目がちの左目は、どちらも鮮あざやかな藍あいの色をしていた。コートスを後輩扱あつかいするにはあまりにも無理がある幼い顔立ちは、稀き代だいの芸術家が一生をかけて創つくりあげた神品を思わせるほどに整っていた。身長の低さと無感情な表情が相まって、精せい巧こうな人形を思わせる、美しくも愛らしい容姿をした少女だった。

　そして、

　コートス同様、決して癒いやされない深い傷をその身に刻んだ少女だった。

　コートス同様、三年程前に失った少女の右目は、眼帯で覆おおい隠されていた。

「キミがペスティ・アーヴィングで、キミがクイン・クインだね？　ボクはクラリタ・ムーニャ。不出来な後輩が迷めい惑わくをかけたっぽいから、とりあえず謝っとく」

　そう言って、クラリタはペコリと頭を下げ、釣つられたようにペスティとクインも頭を下げ返す。

「気配断たつの、ますます上手うまくなってねーか？」

「紅く蛇じや老ろうに鍛えてもらってるから」

　感情の起き伏ふくを感じさせない表情と声をそのままに、どこか得意げな輝かがやきを左目に宿しながら、クラリタはコートスに向かって答えた。

「で、その紅蛇老はまだ来てねーのかよ？」

「ボクのＰピーＤデイーに、十影とクルススクさんが同じ練武場に入ったというキミからの通信が入って、それを転送してからそこそこ時間が経たってるから、もう少ししたら来ると思うよ」

「もう少しって……今すぐ来てくれねーと、ちょっとやばくね？」

　頰ほおに冷ひや汗あせを垂らしながら、コートスは練武場の中央で、肩で息をしながら睨にらみ合う十影とクルススクに視線を移す。

　二人はもはや外野がいることも忘れて、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべながら、眼前の天敵を嚙み殺さんとする獅し子しさながらに獰どう猛もうな視線をぶつけ合っていた。

「完全にエスカレートしてやがんな……紅蛇老が間に合わなかったら誰だれが止めんだよ、アレ。言っとくけど俺は無理だからな」

「わたしはできなくもないぞっ！」

　そんな頼たのもしい言葉が聞こえ、コートスは喜色を浮かべながらペスティを見やるも、頼もしさの欠片かけらも感じられないほどに怯おびえた表情をしながら胸を張る彼女を見て、思わず肩を落としてしまう。どうやら、先の言葉はただの虚きよ勢せいだったようだ。

　コートスは続いてクインを見やるも全力で首を横に振られ、それならばとクラリタに期待の視線を向けるも、

「無理」

　即そく答とうされて、ガックリと肩を落とした。が、

「でも大だい丈じよう夫ぶ。間に合ったから」

　その言葉に、コートスは安あん堵どのため息をつき、全く話が見えていないペスティは小首を傾かしげ、話が見えたクインは胸を撫なで下ろす。

　一方、練武場の中央では、呼吸を整え終えた十影とクルススクが、必殺の一撃を繰くり出すべく各おの々おのの得物を構え直していた。

「クソガキ、なにか言い残すことはないか？　冥めい土どに旅立つ前に聞いておいてやるぞ」

「そっちこそいいのか？　今の間ま抜ぬけな言葉が辞世の句になっちまうぞ？」

　数瞬、二人の間に沈ちん黙もくが横たわる。

「ぶった斬ぎるッ!!」「ぶっ殺すッ!!」

　二人の口から物ぶつ騒そうな言葉が飛び出した瞬間の出来事だった。




「やれやれ……本当に君たち二人は、落ち着きというものが足りませんね」




　場違いなほどに穏おだやかな、好こう々こう爺や然とした老人の声が二人の耳朶に触ふれる。

　刹せつ那な、十影の持つ訓練用の刀が刀身の根元から斬ざん断だんされ、続けてクルススクの持つ訓練用のハルバードが先せん端たん部分を斬断され、斧ふ刃じんと鉤かぎ爪づめの付いた穂ほがゴトリと床ゆかに落ちる。

　いつの間にか二人の周囲には、ＢＩによって高められた視力をもってしても視し認にんが難しい、極ごく細ぼその銀糸が張り巡めぐらされていた。下手に動いたらどうなるかは、斬断された二人の得物が雄ゆう弁べんに物語っていた。

　練武場にいる誰も彼もが入口に視線を向ける。

　皆みなの視線の先には、黒色のコートを羽織った、目の細い、白髪しらがの老人の姿があった。

　この、少し腰の曲がった、杖つえのお世話になっている老人こそが、クストスの統合司令官であり、クリアナにおいて十影とクルススクの模擬戦ケンカを止めることができる唯ゆい一いつの人間、紅蛇その人だった。

　鮮やかな手並みで模擬戦を止めた紅蛇は笑い皺じわを深くしながら、十影とクルススクの周りに張り巡らせた銀糸を解きながら、相も変わらぬ穏やかな声こわ音ねで二人に言う。

「それでは、とりあえず二人にはそこで正座していただきましょうか」

　十影とクルススクは揃そろって「はい」と答えると、紅蛇に言われたとおりに、練武場の中央で、並んで正座した。紅蛇老に正座をさせられた〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟と〝闘とう神しん〟の姿は、練武場にいる誰の目から見ても、先程までに比べてあきらかに小さく見えた。







「君たち二人は兵士たちの範はんとなるべき立場にあります。そのことをゆめゆめ忘れぬよう何度も言い含ふくめてきたつもりでしたが……どうにも私如ごときの言葉では、君たちの心には響ひびかないようですねぇ」

　どこまでも穏やかに説教をする紅蛇に対し、十影とクルススクは背筋を正して正座したまま「いえ、紅蛇老に非はありません」だの「己おれの不徳が招いたことです」だの、ひたすら畏かしこまっていた。

　その様子を練武場の隅すみで眺ながめていたペスティは「ふむむ」と眉まゆをひそめ、

「十影と最高司令官殿どのが大人しくなっておる……ま、まさか!?　あの御ご老人は、あの二人よりもさらに強いのか!?」

「さすがに紅蛇老も、あの二人相手にまともに戦ったら勝つのは難しいって言ってた」

　クラリタの言葉を聞いて、ますますペスティは「ふむむ」と眉をひそめる。

「まともに戦わなければ勝てると言っているようにも聞こえるぞ」

「実際そうだと思うよ。それくらいの実力がなければ、あの二人のじゃれ合いは止められないから」

「じゃれ合いってレベルじゃないでしょ、アレは」

　ため息混じりに言うクインに、コートスは「いやいや」と首を横に振る。

「本質的には、じゃれ合いみたいなもんだぜ？　如何いかんせん、あの二人の強さはぶっ飛んでるからな。ＢＩを摂せつ取しゆした状態で全力で戦やり合える相手が他ほかにいねーから、模擬戦になると必然的にマジになって、必然的にムキになって……『シャレにならない』じゃれ合いに発展しちまうんだよなー……」

　遠い目をするコートスの言に付け加えるように、クラリタは言う。

「紅蛇老は模擬戦を全くやらないから、なおさらだね」

「ふむ……ということは、十影と最高司令官殿は唯一無二のライバルになるわけだな」

「ライバルなんて高こう尚しようなものじゃない気がするんですけど」

　十影とクルススクの低次元な罵ののしり合いを思い出したのか、クインはどこかうんざりとした口調でぼやき、コートスを見やる。

「コートスってさ、十影と同期なんだよね？　そのあたりの事情知らない？」

　コートスは「そうだな……」と独りごち、小さな体に反比例して大きなクインの胸に視線を落とす。

「近くで見るとマジスゲーな……クラリタとペスティちゃんのおっぱいを合体させても圧勝できるくらいデケーぞ……」

　下げ卑びた笑えみを浮うかべながら、下卑たことをブツブツと呟つぶやく、コートス。思わず、クインは胸を隠かくしながら後ずさってしまう。

「ぐへへ……クインちゃんのおっぱいを揉もま──触さわらせてくれるのなら、二人の間になにがあったか教えてやっても──」

　不意に、コートスの言葉が途と切ぎれる。

　いつの間にかコートスの背後に移動していたクラリタが、いつの間にか懐ふところから取り出した拳けん銃じゆうで、コートスの背中に、心臓のある位置に銃口を押しつけていたからだ。

「……誰の胸が成長してないって？」

　無感情という表現すら生なま温ぬるいほどに感情のこもらない声音で、クラリタは訊たずねる。

「だ、誰もそんな話はして──」

「そうだな……本当に成長していないのは……わたしだものな……」

　曇どん天てんを思わせるほどに重く、暗い空気を漂ただよわせながら、ペスティはコートスの言葉を遮さえぎる。夢の欠片すらも詰つめられないほどに胸の貧しい二人が醸かもし出す羨せん望ぼうと嫉しつ妬とに淀よどんだオーラを前に、この中で一番の被ひ害がい者しやであるはずのクインが、この中で一番居い心地ごこちの悪そうな顔をしていた。

　ようやく地じ雷らいを踏ふんでしまったことを自覚したコートスは、声を裏返らせながら、滝たきのような冷や汗を流しながら、必死になって話題を変える。

「そうだそうだ！　十影とクルススクの旦だん那なの間になにがあったかって話だったな！」

　あまりにも必死すぎるコートスを見て反省したと判断したのか、クラリタは銃を収め、元いた位置に戻もどる。一方ペスティは話に耳を傾かたむけているものの、完全に立ち直るにはもう少し時間がかかりそうな様子だった。

　コートスはわざとらしく「コホン」と一つ咳せき払ばらいをし、

「訓練兵の時から十影の奴やつはそりゃーもうふざけた強さでよ、模擬戦で教官を打ち負かすなんざ日常茶さ飯はん事じだったわけよ。エクイテスにしろクストスにしろ、これほどの逸いつ材ざいをほっとくわけにはいかなかったが、如何せん十影を導けるほどの教官が見当たらない……ってなわけで、当時まだ最高司令官じゃなかったクルススクの旦那に白羽の矢が立ったわけよ。というより、どっちかって言うと、十影に白羽の矢が立ったと言うべきかもしんねーけどな」

「なんとなく、なにがあったか想像できちゃったんですけど」

　顔を引きつらせるクインに、コートスは肩かたをすくめてみせる。

「ま、言わなくてもわかるわな。旦那は赴ふ任にんしてすぐに十影の鼻っ柱をへし折ったんだよ。模擬戦でボコボコにすることでな。いくらバカ強いと言っても当時十歳そこそこだった十影の身体能力じゃ、人間やめてる旦那に太刀たち打うちできるはずもなくてよ、そりゃーもうひどかったもんさ。いい年した大人がガキをボッコボコにする絵え面づらも含めてな」

　遠くを見つめ、乾かわいた笑いを漏もらしたあと、コートスは言葉をつぐ。

「十影は、口ではご先祖様のことを剣けんにトチ狂くるった人間ばかりだとかなんとか言ってっけど、なんだかんだでご先祖様から受け継ついだ技わざにプライドを持ってるからな。ボコボコにされたあとの悔くやしがり様は、そりゃーもう凄すごかったぜ。でもって、暇ひまさえあれば旦那に模擬戦を挑いどんで、そのたびにボコボコにされたってわけよ。そんな感じで訓練兵時代に人外と模擬戦をやり続けたもんだから、新兵になった頃ころには十影の奴もいい感じに人にん間げん離ばなれしちまってよ、一年くらい前からは旦那と実力が拮きつ抗こうし始めたってわけよ」

「それって……順当にいけば、十影は近いうちに最高司令官よりも強くなれるっぽい感じ？」

　クインの問いに、コートスは首を横に振ふる。

「実力の近い相手が現れたせいか、旦那もますます強くなっちまってな。いつまで経たっても十影は旦那を追い越こせず、旦那は十影を突つき離すことができないもんだから、意地の張り合いがエスカレートしちまって……今じゃ、あのザマよ」

　そう言ってコートスは紅蛇の説教が終わって立ち上がる十影とクルススクを顎あごで示した。

　組織のトップ同士で話があるのか、紅蛇の元に留とどまるクルススクをよそに、十影はのんびりとした歩調でこちらに近づいてくる。

　十影はコートスとクラリタを一いち瞥べつし「どうりであんな夢を見たわけだ」と独りごちたあと、どこか懐なつかしそうに、どこか哀かなしそうに、複雑な感情がこもった声音で二人に話しかけた。

「三人揃って顔を合わせるの、久しぶりだな」

「ボクが紅蛇老に弟で子し入りして以来だから……少なくとも二年は過ぎてるかも」

「ま、俺はお前ら二人と違ちがって個別でちょくちょく会ってるから、そんなに久しぶりって感じはしねーけどな。つうか十影……お前、クインちゃんとペスティちゃんに俺のこと紹しよう介かいするって約束忘れてたろ？」

「わりぃ、意図的に忘れてた」

「意図的かよ!?」

「そんな約束してたら、ボクでも意図的に忘れてると思う」

「お前ら揃いも揃ってひどくね!?」

「いいじゃねえか。飯の方はちゃんと奢おごったんだからよ」

　やけに親しげに会話する三人を前に、状じよう況きようがさっぱりわからないペスティとクインは、揃って説明を求める視線を十影に投げかける。

　十影は「わかったよ」と言わんばかりに小さくため息をつき、

「おれとコートスとクラリタは、元リアリ小隊の小隊員だったんだよ」

　その言葉にクインは瞠どう目もくし、やっぱりさっぱり話がわからないペスティの首が斜ななめに傾いていく。

「十影ってば〝純白の聖女〟の部下だったの!?」

　わずかな沈ちん黙もくを挟はさんで首しゆ肯こうする十影を見つめながら、ペスティはますます首を斜めに傾ける。

「その……〝純白の聖女〟？……とは何者なのだ？」

「わかりやすく言えば、十影の前にクリアナで英雄視されていた女性だよ」

　そう答えたあと、クインは説明を付け加えるよう無言で十影に催さい促そくする。

「さらに言えば、おれとコートス、クラリタの上官で、おれにとっては第二の剣の師にあたる人だ」

「そんでもって〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟様の初はつ恋こいの人になるってわけよ」

　心底愉ゆ快かいそうに笑いながら付け加えたコートスの一言に、ペスティとクインが揃そろって目を見開く。

「……適当なこと言ってんじゃねえよ」

　と、コートスを窘たしなめる十影の声こわ音ねは、心なしかいつもほどの覇は気きは感じられなかった。







　部屋を出たガルビヤスは柱状の建物の地下に降り、その最奥にある扉とびらをノックもせずに開け、全く遠えん慮りよのない足取りで闇やみに閉とざされた部屋の中に入る。

「入るぞ、ランス」

「ガルビヤス……それは入る前に言うべき言葉だぞ」

　無遠慮すぎるガルビヤスに呆あきれているのか、闇の奥から返ってきた、理知を感じさせる男の声音には苦く笑しようが入り混じっていた。

「〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟の会合はどうなった？」

「それなんだがな……」

　伝えていいものかどうか迷ったのか、わずかな沈黙を挟んだあと、ガルビヤスは少数の〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟でクリアナを急きゆう襲しゆうする作戦について、使い捨て前提であることを殊こと更さら強調した物言いでランスに伝えた。

「使い捨て……大いに結構じゃないか。今の今まで我が慢まんした甲か斐いがあったというものだ」

　闇の奥でランスが口の端はしを吊つり上げる気配を感じ取る。その笑みは、部屋の闇を満たして有り余るほどの狂きよう気きに充みち満ちていた。

「作戦に参加するつもりなのか？」

「ああ。ロッド殿どのは言外に、責務さえ果たせば、後は好きにしていいと私に言ってくださっている。クリアナ急襲の任を完かん遂すいさせるために、私に極ごく上じようの餌えさを用意してくれている。渡わたりに船とは、まさにこのことだ。なにより少数による襲しゆう撃げきだと、他の者に奴を討うたれる心配が減るのが大きい」

　もはや先さき程ほどまでの理知の響ひびきは露つゆと消え去り、言葉とともに狂気を吐はき出しながらランスは語る。そんな友の様を見てガルビヤスは「死に急ぎやがって」と舌打ちするも、ランスの意志を尊重しているのか、作戦参加を止める素そ振ぶりは一いつ切さい見せなかった。

「私とて至高の血族スプリームブラツドの端はしくれ。与あたえられた責務はきっちりと果たしてみせるさ。その後で奴を……〝赤い剣鬼レツドオーガ〟を……ころして、コロして、殺し尽つくしてやるッ!!　ガルビヤスおまえの妹を……私の片かた翼よくを奪うばったあの男を、この手で殺す……！　この手で殺させろォオおおオオおおおォォおオおぉッ!!」

　凡ぼん百ぴやくの至高の血族ならば心が押し潰つぶされかねないほどの、闇よりも闇くらい憎ぞう悪おと狂気がランスの口から吐き出される。それを真正面から受け止めるガルビヤスは眉まゆ一つ動かすことなく、代わりに諦あきらめに満ちた声音でランスに言った。

「骨は、拾ってやれねぇぞ」

「元より覚かく悟ごの上だ」

　決然と断言しながら、ランスは闇の奥から姿を現す。

　金色の髪かみに、均整のとれた顔立ち、そして、中世騎き士しを思わせる礼服……闇の奥から姿を現したのは、三年前の第だい三さん十じゆう三さん太陽塔ツリー設営戦で、〝純白の聖女〟にその身を両断され、絶命したはずの男だった。この男こそが、ランス・ロランスだった。

「オレとしちゃ、オマエには妹ローラの隣となりで眠ねむってもらいたかったんだがな」

「それは……無理だろうな。すまない、ガルビヤス」

　ガルビヤスの過分な心こころ遣づかいに感謝するように、それに報むくいることができないことを謝るように、ランスは深々と頭を下げる。その立ち振ふる舞まいは理知に富んでおり、先程までの憎悪と狂気は露ほども感じられなかった。

　ランス・ロランス……理知の器うつわを憎悪と狂気で満たした男がクリアナに災さい厄やくをもたらすまで、もはや幾許いくばくの時も残されていなかった。








第二章　災わざわい来たりて









（ほんと、いちいち絵になるよな）

〝純白の聖女〟──リアリ・アラングレイスと剣けんを交えながら、十五歳の十とお影えいは心の中で独りごちる。

　訓練用の長剣でこちらの攻こう撃げきを次々と受け流していくリアリの姿は、模も擬ぎ戦せんの最さ中なかにあってなお十影の心を揺ゆり動かすほどに美しかった。

　模擬戦をやるということで今は髪ゴムで一本にまとめられた長い髪は、雲一つない青空を思わせる透すき通った色しき彩さいを放っており、その身を躍おどらせる度たびに十影の視界を色いろ鮮あざやかに彩いろどっていく。どこか物もの憂うげな瞳ひとみは紫むらさき水ずい晶しようのように美しく、視線が重なるたびに十影の動どう悸きを早まらせていく。左側の紫水晶の下にある泣きボクロが、聖女としての気品を保ちつつも彼女をより艶あでやかに魅みせ、ますます十影の心を魅み了りようしていく。

　美しい容姿ゆえか、肌はだの白さゆえか、今すぐ抱だき締しめなければ泡沫うたかたの如ごとく消えてしまいそうな儚はかなさを醸かもし出すリアリを前に、十影はいまいち上がりきらない戦意を無理矢理奮い立たせた。

（いい加減慣れろ……！　儚いのは見た目だけだってわかってんだろうが……！）

　そう自分に言い聞かせながら、心しんの奥おく伝でん〝無む寂じやく〟で「意」を完全に消しさった剣撃を次々と繰くり出し、リアリはそれを次々と先読みし、次々と捌さばいていく。

　まるで未来が見えているかのような尋じん常じようならざる洞どう察さつ力に、流水を思わせるほどに捉とらえどころのない「柔じゆう」に特化した剣術……十影は剣を合わせるたびに〝純白の聖女〟の超ちよう絶ぜつ的な技量に舌を巻いていた。

　だが、リアリの最も恐おそろしいところは、それらとは別のところにあった。

　刹せつ那な、十影の首に、胴どうに、右みぎ腕うでに、リアリから発せられた敵意が刺ささる。十影はそれらの「意」に惑まどわされることなく、されど、一いつ瞬しゆんながらも判断を遅おくれさせられたことに戦せん慄りつしながら、左腕に迫せまった長剣をかろうじて受け止めた。

『お見事』

　攻撃を凌しのがれたにもかかわらず、リアリは嬉うれしそうにニコリと笑う。

　リアリの最も恐ろしいところ……それは「意」を自在に操あやつることにあった。

　心の奥伝〝無寂〟のように「意」を消し去るのはもちろんのこと、ダミーの「意」をわざと相手に察知させ、本命の一撃を相手から隠かくすという、三年後の十影でもできない芸当を、リアリは息をするように行使することができるのだ。おまけに、リアリから発せられたダミーの「意」は、命のやりとりを経験したことがない者ですらも感じ取れるほどに鮮せん烈れつで、なおさら本命の一撃を見切るのを困難にしていた。

　十影はこのまま鍔つば迫ぜり合いに持ち込んで力で押し込もうとする。が、リアリはそれを受け流しながら横に逃にげ、一寸十影の視界から姿を消す。

　傍かたわらから感じるリアリの「意」。その「意」をダミーだと断じた十影は、その身を旋せん転てんさせて、リアリの発した「意」をもろとも斬きり裂さきながら背後に向かって刀を振るう。

　響き渡るは硬こう質しつの調べ。背後をとろうとしたリアリが、その手に持った長剣で斬ざん撃げきを受け止めた音だった。

　直後、下腹部を狙ねらうリアリの「意」を、十影は察知する。

　刀と長剣を打ち合わせたこの状況、どう変化させてもそんなところを攻撃するのは不可能だと判断した十影は、その「意」を無視す──

『ッ!?』

　下腹部──のさらに下、股こ間かんを鷲わし摑づかみにされた十影は喉のどの奥底から込こみ上げてきた悲鳴を強ごう引いんに飲み込んだ。致ち命めい的てきなまでの隙すきを晒さらすことと引き換かえに。

『ていっ』

　やけにかわいらしい声音で、リアリは柄つか頭がしらで十影の額を小こ突づいた。続けて、

『ダメよ～、この程度のことで隙を晒しちゃ～』

　いやらしい笑えみを浮うかべながら十影の股間を揉もみしだき、十影は半ば反射的に、刀の峰みねでリアリの頭をどついてしまう。『へぶっ!?』と、聖女にあるまじき愉快な悲鳴をあげながら、長剣と十影の一物を手放しながらリアリは後ずさり、どつかれた頭を抱かかえながら涙なみだ目めで十影を睨にらみつけた。

『ひっど～いっ。十影くんがぶった～』

『打ぶたなきゃ好き放題やろうとしていた奴やつがなに言ってんだ！』

　リアリは『チッチッチッ』と言いながら人差指を左右に振り、

『ナニ握にぎってんだ──の、間ま違ちがいよ。十影くん』

『んなこと訂てい正せいしている暇ひまがあったら、その性格を訂正しろ！』

　ナニがどうとかどこかで聞いたような言い回しだな──と思いつつも、十影は『ぜえぜえ』と肩かたで息をする。先程の模擬戦よりも、今のやりとりの方が余程体力を使っている風ふ情ぜいだった。

『そんなんだから、いつまで経たっても〝性女〟だなんて揶や揄ゆされんだろうが』

『だいじょ～ぶだいじょ～ぶ。ハメ外すのはエクイテスの中とベッドの中だけだから、一いつ般ぱんぴ～ぽ～には、まだまだ〝聖女〟で通るわよん』

　ベッドの中──この言葉の意味をうっかり理解してしまい、十影の頰ほおが火ほ照てりを帯びる。

『うんうん、その反応。十影くんは、げにかわええのう』

『う、うるせえ！　それよりもさっきの模擬戦、前回よりもこっちの攻撃が読まれていた気がしたんだが……リアリ小隊長から見て──』

　突とつ然ぜん、リアリの人差指が十影の唇くちびるに触ふれ、反射的に口を閉じる。引きかけていた頰の熱が、再び火照り始めたことを自覚しながら。

『も～う、何度言ったらわかるのっ。私は命を預け合う仲間とは堅かた苦くるしいやり取りはしたくないの。だから私のことは呼び捨てで。敬語ももちろん使ってはいけません。どぅ～ゆぅ～あんだすたん？』

　敬語で敬語を使うなと言っていることには、あえてツッコまず、十影は首しゆ肯こうを返す。素す直なおに従う十影に満足したのか、リアリはニッコリと笑い、十影の唇から指を離はなした。

『要するに、どうして前の模擬戦よりも攻撃が読まれていたのかを知りたいわけね？』

　そんな話をしていたことを今さらながら思い出したように、十影は再び首肯する。

『答えは簡単よ。ここ最近の十影くんの技わざのキレが良すぎるせいよ。それも肉体面だけじゃなくて精神面……心の奥伝〝無寂〟も含ふくめてね』
















　技のキレが良すぎることの何がいけないのか……その理由がさっぱりわからなかった十影は、無言で続きを話すよう促うながす。

『今の十影くんは〝無寂〟によって「意」が消えすぎてるのよ。それがかえって私に違い和わ感かんを覚えさせ、結果として十影くんの攻撃を読みやすくしてしまっているってわけ。「意」を消す時は、もっと場の空気と同化することを意識しなくちゃダメよ。でないと不自然になっちゃうから』

　性女然ではなく聖女然とした物言いで、諭さとすようにリアリは言う。いつもこの調子でいればいいのにな──と思うも、いつもこの調子でいられたらそれはそれで落ち着かないとも思う、十影。そんな内心を隠すように、バツが悪そうに、十影は『わかった』とリアリに返した。

（それにしても、親父おやじ以外の人間から剣けんを……戦い方を教えてもらうことになるとはな）

　贔屓ひいき目めなしに剣士としての力量はリアリよりも自分の父親の方が上だと、十影は思っている。しかし、父とリアリが戦った場合、勝つのはリアリだとも十影は思っている。十影が十歳の時に他界した父と、当時の自分の力量がほぼ互ご角かくだったという理由もあるが、父とリアリには致命的なまでの経験の差があることが、なによりも大きかった。人外と、至高の血族スプリームブラツドと戦い、今こん日にちまで生き延びてきた経験の差があることが、なによりも大きかった。

　十影と十影の父は剣を極きわめた一族の末まつ裔えいであり、繰り出される剣技は超人的の一語に尽つきるものだった。しかし、超人的な剣技を身につけた十影であっても、文字どおりの意味で人を超こえた存在と戦い勝利し続けてきた、超人すらも超ちよう越えつした者たちを超えるのは並なみ大たい抵ていの所業ではなかった。

　クルススク・サリヴァン、紅く蛇じや、そして、リアリ・アラングレイス……この三名を超えるのは、十五歳の十影でもまだまだ難しいことだった。

（逆にその経験さえ積めば、おれと親父の剣は、リアリたちを超えることができるはずだ……！）

　内心では、先祖たちが連綿と積み上げ、昇しよう華かさせ続けてきた剣技に絶対的自信と誇ほこりを持っていた十影が、確信したように独りごちた直後のことだった。

　不意に、リアリが股間を鷲摑みにしようとしている「意」を感じ取る。

　そう何度も同じ手にやられてたまるものかと、十影はすぐさま防ぼう御ぎよ態勢をとるも、

『隙あり♪』

　言葉どおりその隙を突ついたリアリが、十影の左頰に軽く口づけをする。

　半ば反射的に飛び下がった十影の顔は、耳まで真っ赤になっていた。

『その反応……ほんっとたまらんっ！　かわええのうかわええのうっ！』

　十影のあまりにも初心うぶすぎる反応に、リアリは興奮しながら喜色の声をあげる。が、誰だれかからの通信が入ったのか、顔をしかめながら懐ふところからＰＤを取り出し、『十影くんは先に戻もどってて』と言うと、不ふ機き嫌げんを隠そうともしない声こわ音ねで通信に応じた。

　そんな彼女を見つめながら、十影は口づけされた左頰を拭ぬぐ──おうとする手を止め、ますます顔を赤くしながら、口づけされた頰をそのままにしながら、その場をあとにした。







「…………」

　視界に映る自室の天てん井じようを見つめながら、十影は目を瞬しばたたかせる。

　日課の鍛たん錬れんを終え、シャワーで汗あせを流したあと、自室に戻ってなんとはなしにベッドに寝ね転ころび、

「寝ちまったってわけか」

　自分で自分に呆あきれたように独りごち、窓から差し込む茜あかね色いろの光に視線を移す。自室に戻った時点ですでに夕暮れの光は差し込んでいた。そこから鑑かんがみるに、寝ていた時間はほんの数分といったところのようだ。

「それにしても、またリアリの夢を見るとはな……」

　それもこれも四日前、コートスがリアリについて「〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟様の初はつ恋こいの人になるってわけよ」などと、根も葉もないことをペスティとクインに吹ふき込んだせいだと非難しかけるも、

「……おかげともとれるのがタチわりぃな」

　そんな自分の言葉をごまかすように、わざとらしいほどに深々とため息をついたあと、夕食の支し度たくをすべく、ベッドから立ち上がって自室を出る。

　リビングダイニングに出た十影を出で迎むかえたのは、ペスティとクインの談だん笑しよう……ではなく、耳鳴りが聞こえてきそうなほどの静せい寂じやくだった。

「女子会、か」

　ペスティとクインがこの場にいない理由を呟つぶやき、苦笑する。

「たまには一人で外食ってのも悪くねえな」

　十影はキッチンに向きかけていた足を玄げん関かんに向け直すと、のんびりとした歩調で我が家をあとにした。







　クストス統合司令官──紅蛇の執しつ務む室は、実用性を重視した簡素な内装になっていた。来客用のテーブルとソファ、各種データが保存された端末デバイスを保管した戸と棚だな、統合司令官である紅蛇の執務机、そして、彼の手伝いをしているクラリタの執務机があるだけだった。

　眼前の空間に投とう影えいされたディスプレイに映る人事報告のデータに目を通しながら、紅蛇はクラリタを一いち瞥べつする。クラリタはいつもどおり感情の起き伏ふくを感じさせない表情で、テキパキと端末の整理をこなしていた。が、

（やはり、今日は随ずい分ぶんそわそわしていますね）

　細い目をますます細めながら、孫を見守る老夫のような顔をしながら、紅蛇は心の中で断定する。

　二年程ほど前、リアリを、仲間を、右目を失ったクラリタが、紅蛇に弟で子し入りを志願したあの時もそうだった。無感情に等しい表情と声音とは裏腹に、クラリタの深しん奥おうから醸かもし出された〝氣き〟は、左目に燻くゆらせた感情の輝かがやきは、どんな言葉よりも雄ゆう弁べんにクラリタの心を表現していた。

（ある意味、クラリタくんほどわかりやすい人間もいませんね）

　笑い皺じわを深め、目いっぱい背せ伸のびをしながら戸棚の高いところにある端末を取ろうとするクラリタを見守る。

　紅蛇の実力を知る者が、紅蛇に弟子入りを志願してきたことは今まで幾いく度どとあった。紅蛇の技術は暗殺に特化しているため、戦せん闘とうスタイル的に紅蛇の技術が活いきない者、強くなるためのビジョンが明確でない者、そして、いかなる艱かん難なん辛しん苦くも乗り越こえられるほどの強い心力がない者にはどれほど乞こわれようとも弟子入りを許さず、よしんば弟子入りを許しても、紅蛇の課す過か酷こくなまでの修練に耐たえられた者は一人もいなかった。クラリタただ一人を除いて。

　若くしてあのリアリ小隊に配属されていた時点で、クラリタの才が抜ぬきん出ていたことは、紅蛇も初めからわかっていた。クラリタの戦闘スタイル的に暗殺の技術が活きることも、彼女自身それを見越したうえで弟子入りを志願してきたこともわかっていた。

　しかし、そこまで見通していた紅蛇の目をもってしても、実際にクラリタと言葉をかわすまでわからなかったことがあった。

　クラリタの内には、熱情という言葉では足りないほどの熱き想おもいが秘ひめられていることを、素っ気ない態度とは裏腹に思いやりに満ちた優やさしい心が根付いていることを、艱難辛苦すらも苦もなく乗り越えるほどの強い心力を有していることを、実際にクラリタに会い、言葉をかわすまでは紅蛇にもわからなかった。

　クラリタは紅蛇の課す過酷な修練を全すべて乗り越え、紅蛇の持つ技術のほとんどを修おさめ、しっかりと自分のスタイルに落とし込んでみせた。それだけでも充じゆう分ぶんすぎるほどに優ゆう秀しゆうだというのに、

（こうして、私の執務の手伝いまでしてくれるのだから……いやはや、よくできた孫ができた気分ですよ）

　端末の整理を終え、壁かべ掛かけ時計をチラチラ見ながら、ますますそわそわしているクラリタを見て、紅蛇はますます笑い皺を深くする。

　紅蛇は「やれやれ」と呟き、

「クラリタくん、今日はもうお上がりなさい」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、クラリタの左目に喜色が浮うかび、クラリタを見る紅蛇の目がますます孫を見守る老夫のそれに変じていく。

「でも、まだ報告データの整理が──」

「それくらいなら私一人でやっておきますよ」

　遠えん慮りよしているようには聞こえないほどに無感情なクラリタの言葉をわざと遮さえぎる、紅蛇。穏おだやかな物言いからは信じられないほどに、紅蛇の言葉には相手を黙だまらせるほどの強制力があった。あの〝暁の英雄〟と〝闘神〟さえも黙らせるほどの強制力が。

「クラリタくんの態度を見ていればわかります。今日はなにか大切な用事があるのでしょう？　遅おくれたら大変ですから、もうお上がりなさい」

「大切なってほどの用事じゃないですよ。女子会に呼ばれただけですから」

　女子会という言葉を発した瞬間、どう見ても「呼ばれただけ」とは思えないほどの輝きがクラリタの左目に宿る。それを見て大方察しがついた紅蛇は、ほんの少し意地の悪い笑えみを浮かべながらクラリタに訊たずねた。

「間ま違ちがっていたらすみませんが、クラリタくん……もしかして君は、女子会に呼ばれたのは初めてなのではありませんか？」

　ほんのわずかだった。表情はそのままに、ほんのわずかに、クラリタの頰ほおに赤みが帯びる。左目にも、羞しゆう恥ちの色が見え隠かくれしていた。

「……紅蛇老のいじわる」

　珍めずらしくも拗すねたような口調で返すと、クラリタはさっさと荷物をまとめ、部屋の隅すみに立て掛かけていた細長のケースを肩かたに背負い、足早に執務室から出て行った。

「本当によくできた……かわいい孫ができた気分ですよ」

　いつにもまして笑い皺を深めたあと、かわいい孫のために背負った執務を終わらすべく、紅蛇は報告データに視線を戻した。







　第一街区を除き、クリアナの建物は皆みな一様にして背が低く、なおかつ円えん筒とうの形で造られている。これは至高の血族スプリームブラツドがクリアナに侵しん攻こうしてきた際、第一街区に屹きつ立りつする第零太陽塔だいゼロツリーから照射される人工太陽光を、クリアナの全域に、可能な限り行き渡わたらせるための措そ置ちだった。

　西の空が茜色に染まる時分、第二街区にある、ご多分に漏もれず円筒状かつ背の低いアパートの自室に戻ったクラリタは、肩に背負った細長いケースを玄げん関かん脇わきに置き、軍服の下に隠す形で腰こしに巻いていたバンダリアをケースの上部に収納し、軍服の上着を脱ぬぎながらリビングに入る。

　ベッドに机、クローゼットがあるだけの、殺風景という言葉がふさわしいほどに整せい頓とんされた部屋だった。と言いたいところだが、部屋の中に一つ、殺風景とは対極に位置するファンシーな物体が、強きよう烈れつなまでの存在感を放っていた。

　ベッドの上には、クラリタが目いっぱい両りよう腕うでを広げても抱かかえられそうにない、馬ば鹿かでかいクマのぬいぐるみが鎮ちん座ざしていた。

　クラリタは脱いだ上着をクローゼットのハンガーにかけると、相も変わらぬ無表情のまま、倒たおれ込むようにクマのぬいぐるみに抱だきついた。もしこの場に紅蛇がいれば、幸せオーラを発散しながらぬいぐるみに抱きつくクラリタに笑い皺を深めていたところだろう。

　一分ほどぬいぐるみとのハグを堪たん能のうしたあと、クローゼットの前に移動して、ハンガーにかかっていたカーディガンと、ゆったりめのマキシワンピースを取り出す。生前リアリがプライベートの時に好んで着ていた、大人の女性ほどよく似合うコーディネートだった。

　手早く着き替がえたクラリタは、玄関脇に置いていたケースを肩に背負い、戸と締じまりを済ませて自宅をあとにする。子供並みの矮わい軀くに、背伸び感満まん載さいの服装、とどめに身の丈たけほどもあるケースという、なかなかにカオスな恰かつ好こうで。

　それから地下鉄道メトロの駅に向かい、車両に乗って第二街区から第十六街区に移動する。その間クラリタが人々の視線を集めたのは言うまでもなく、その理由にクラリタが全く気づかなかったことも、言うまでもなかった。

　しばらくして、クラリタは第十六街区に到とう着ちやくする。車両を降り、駅の外に出ると、地下鉄道で移動している間に外はもうすっかり暗くなっていた。




「クラリタ！　こっちだぞ！」




　凜りんとした大人の女性を思わせる声が聞こえ、そちらに視線を向ける。

　視線の先には待ち合わせの場所として指定した花時計があり、その傍かたわらには今日の女子会の相手──ペスティとクインの姿があった。先の声は、凜とした大人の女性からは色んな意味で程遠い、ペスティが発したものだった。

　四日前の練武場での一件の後、クラリタはクインにせがまれてＰＤナンバーを交こう換かんした。ついでにペスティともＰＤナンバーを交換したあと、クインが割り勘での女子会を提案してきたのだ。

　おそらく十影とリアリの関係について訊ききたいがために、クインは自分を女子会に誘さそったのだろうと、クラリタは思う。

　紅蛇の手伝いをしている手前、クインが恋れん愛あい絡がらみのトラブルで後方クストスから飛ばされたことは、クインが恋こい多き乙女おとめであることは、クラリタも知っていた。そのクインが、現在狙ねらっている男性──十影に関かかわる情報を知りたいと考えるのは自明の理だった。

　そんな邪よこしまな理由で開かれることがわかっていながらも、クラリタは女子会参加を快かい諾だくした。紅蛇に揶や揄ゆされたとおり、生まれて初めて女子会に誘われたという理由もあるが、絶対的に信しん頼らいを置いている自分の目が、なにかと男関係の噂うわさが絶えないクインのことを、至高の血族スプリームブラツドの血を引くペスティのことを、信頼できる人物と視たことが大きかった。

　なにより、

（女性に対しては〝ヘタレくん〟な十影が同どう棲せいを許すくらいだからね。それだけでも信頼に値あたいする）

　同棲してても〝ヘタレくん〟なところは変わってないだろうけど──と、心の中で失礼な付け加えをしながら、クラリタはペスティとクインのもとに向かい……珍しくも、目を見開いてしまう。

　かぶっていたのだ。

　ペスティもまたクラリタと同じようにカーディガンを羽織り、ゆったりめのマキシワンピースに身を包んでいたのだ。自分の服装とペスティの服装が、見事なまでにかぶってしまっていたのだ。

（しかも、向こうの方が似合ってる……）

　例によって表情には全く出さず、心の中だけで劣れつ等とう感に満ちた呻うめき声をあげる、クラリタ。「あちゃ～」と、片手のひらで顔を覆おおうクインの横で「おおっ、お揃そろいではないかっ」と、喜色の声をあげるペスティの無む邪じや気きさが少し羨うらやましかった。自分もペスティくらいの無邪気さがあれば劣等感に苛さいなまれることはないのに──とも思った。もっとも、本当に羨ましく思ったのは、ペスティの内面ではなく外面にあったりするが。

　クラリタにはもはや手に入れることの叶かなわぬ普通の身長はもちろんのこと、〝純白の聖女〟に勝まさるとも劣おとらぬ容姿のおかげか、大人の女性ほどよく似合うはずのコーディネートをまるでペスティのためにあつらえたもののように、完かん璧ぺきに着こなしていることが心の底から羨ましかった。

　けれど、クラリタが本当に心の奥底から羨ましいと思ったのは、ペスティの外面ではなくクインの外面だった。

　膝ひざ上うえ丈たけのニットワンピースに黒いタイツと、俗ぞくに言う大人かわいいコーディネートを際きわ立だたせているかわいらしい容姿はもちろんのこと、ニットワンピースの胸部を盛り上げるクインの双そう丘きゆうが、否いな、クインの双山が羨ましくて羨ましくて仕方がなかった。なぜならクラリタの胸は、身体からだが第二次性せい徴ちようを放ほう棄きしたのではないかと思えるほどに、絶望的なまでに絶ぜつ壁ぺきだったからだ。

（……少しはあるから）

　抑よく揚ようを殺し切った声こわ音ねで自分を慰なぐさめる。十代後半にもなって胸の大きさが膨ふくらみかけ程度しかない事実は、クラリタでなくても受け入れ難がたい現実だった。

　贅ぜい沢たくは言わない。普通以下でもいいから、もう少しだけ胸が大きくなってほしいと、女性らしい凹おう凸とつが欲ほしいと、心の底から切に願う。いつもどおり、そんな感情は露つゆほども感じさせない無表情で。

　そんな羨ましくて仕方がないほどに巨きよ乳にゆうなクインは、クラリタの肩に背負われた、コーディネートという言葉をぶん投げたような大きなケースを一いち瞥べつし、苦笑いしたあと、

「とりあえず、店に移動しよっか」

　ずり落ちそうになったショルダーバッグを肩にかけ直し、先頭を切って歩き出した。女子会の会場に選んだ、最近第十六街区で評判になっているレストラン《クラック》を目指して。







　ペスティが、レストラン《クラック》に興味を持ったのは明確な理由があってのことだった。料理好きを公言するだけあってペスティの料理の腕うで前まえは相当なもので、その実力たるや十影をして「もう近場のレストランには行けねえな」と言わしめるほどのものだった。

　そんなペスティの好物であり、得意料理でもあるのがオムライスだった。そして、《クラック》の看板メニューの一角を担になうのが、まさにそのオムライスだった。

（ドライカレーを使ったオムライス……どれほどの美味か、この舌で確かめてやろうではないかっ）

　無む駄だに尊大な独白をかましながら、ペスティは眼前の建物を、レストラン《クラック》を傲ごう然ぜんと睨にらみつける。

《クラック》はクリアナでは珍しい、外がい壁へきが石で造られた箱型の建物だった。外壁の白さと背の低さは周囲のものと同じだが、外壁の素材と建物の形状が他ほかとは違ちがう、少々自己主張の強い建物だった。

　片開きの木製のドアを開いて中に入ると、カウベルの音色とともに、ウェイターたちの「いらっしゃいませ」の合唱が三人を出で迎むかえる。ウェイターたちの顔立ちは、彫ほりが深かったり、少女と見み紛まがうほどの童顔だったり、眉び目もく秀しゆう麗れいだったり……電子マガジンの情報どおり、客の七割が女性であることが納なつ得とくできるほどの美男揃ぞろいだった。

　まさかそれが理由で評判になっているのではなかろうな？──と、ペスティは不安になりかけるも、オープン席の客たちが円えん卓たくに並んだ料理をおいしそうに食べている様子を見て、人知れず胸を撫なで下ろした。

　それからほどなく、ウェイターの一人がこちらにやって来る。予約をしていた旨むねをクインが伝えると、すぐに建物の奥に、予約客限定の個室に案内された。

　チーク材でできた床ゆかと円卓……これらに関しては、オープン席と全く同じものが使用されていた。が、オープン席とは違い、個室の床と円卓は照明が反射するほどにまでピカピカに磨みがき上げられていた。そんなちょっとした特別感に満足しつつ、ペスティは円卓の奥側の椅い子すに腰を下ろす。遅おくれてクインが別の椅子に座っている間に、クラリタは肩かたに背負っていた細長のケースを、部屋の隅すみにある、荷物置きとして用意されたラックに収めた。

「ペスティとコーディネートがかぶちゃったけどさ、クラリタはクラリタで、そのケースさえなければ全然アリだと思うんだよね～。ペスティとはいい感じで方向性が違うし」

　顎あごに手を当てながら、クインはクラリタの服装を評する。直後、クラリタの左目がほんの一いつ瞬しゆん嬉うれしそうな光を放ったように見えて、ペスティは小首を傾かしげる。

「……似合ってるってこと？」

　相も変わらぬ無感情な声音で、クラリタはクインに訊たずねる。その声音を聞き、クラリタが嬉しがっているように見えたのはやはり気のせいだったのか？──と、ペスティはますます小首を傾げた。

　クインはクラリタに首しゆ肯こうを返すと、

「言ったとおり、そのごついケースがなければだけどね」

「アレを手放すのは無理」

　クラリタはラックに収めたケースを一瞥し、言葉をつぐ。

「いざという時に得物がなくて、そのせいで後こう悔かいするのは絶対にイヤ。だから、いついかなる時も得物は持ち歩くようにしてる」

　クラリタの言葉に苦く笑しようしながら、クインは椅子に引っかけていたショルダーバッグを円卓の上に置き、ファスナーを開いて中の物をクラリタに見せつける。

「十影も、同じようなこと言ってた」

　バッグの中には、財さい布ふ、メイク道具と一いつ緒しよに、ＢＩの入ったケース、自動式拳銃オートマチツクが一いつ挺ちよう、閃光手榴弾フラツシユバンと破片手榴弾フラグメンテーシヨンが一つずつ収められていた。

「わたしは武器など必要ないぞっ」

　無駄に胸を張って無意味に対たい抗こうするペスティに、クインはますます苦笑を深めながら、ファスナーを閉じてバッグを椅子に引っかける。

　それから料理を決めるべくメニュー表を拝見するも、第八街区にある簡易食堂ダイナーとは比べものにならないほどの高額料理を前に、ペスティは奢おごってもらう立場にあることも忘れて気後れしてしまう。値段をしっかり調査していたのか、奢る立場にあるはずのクインの表情は波は紋もん一つない水面みなものように落ち着いていた。もっとも、顔色も水面と同じような色合いになっているが。

　食べるものを決めた三人は、ウェイターを呼んで料理を注文する。最初に三人分のスープとサラダを注文したあと、ペスティは当初の予定どおりドライカレーのオムライスを、クインは半ばヤケクソになりながらいやに値段の高いハンバーグステーキを、クラリタはなぜか自身の胸むな元もとに視線を落としてからクインと同じものを注文した。

　注文後五分と経たたずにやってきたスープとサラダで間を持たせながらしばらく待っていると、待ちに待った料理が到とう着ちやくし、円卓に並べられる。

　ウェイターが部屋から出て行ったあと、三人は「いただきます」と同時に、眼前の料理に手をつけた。

　ペスティはその手に持ったスプーンでオムライスを割って口に運び、

「これは……！」

　思わず、唸うなってしまう。

　やけに甘く味付けされたふんわりとろとろの卵と、舌が刺し激げきされるほどに辛からいドライカレーが激しく自己主張してくるも、卵の甘さがドライカレーの辛さを、ドライカレーの辛さが卵の甘さを和やわらげ、互たがいの旨うま味みを引き立てているのだ。しかもただ美味おいしいだけではなく、甘さと辛さが織りなすハーモニーが、対極的な二種類の美味が、ペスティの舌に「旨味」だけではなく「驚おどろき」をも提供してくれるのだ。

　ペスティもドライカレーのオムライスを作ったことはあるが、《クラック》のそれは自分の作ったものよりも数段上であることを認めざるをえなかった。

「むむぅ……たしかに美味だが……美味だからこそ、ちょっと悔くやしい……」

　この味をしっかりと嚙かみしめて、これに負けないドライカレーオムライスをつくってやると心に決める。

「そのオムライス、そんなにおいしいの？」

　ペスティの反応が気になったのか、クインはハンバーグステーキを切り分けながら訊ねてくる。ペスティは「うむ」と答えると、オムライスをスプーンで一ひと掬すくいし、クインに向かって差し出した。

「食べてみるか？」

「うんっ。食べる食べるっ」

　料理と椅子ごと移動してきたクインが、ペスティの差し出したオムライスにパクリと食いつき、感かん嘆たんの声をあげた。

「おいしい！　しかもちょっと面おも白しろい！　でも──」

　クインはニヒリと笑い、切り分けたハンバーグステーキをフォークで突つき刺さし、ペスティの眼前に持ってくる。

「おいしさなら、こっちも負けてないよ」

「どれどれ……」

　今度は、ペスティがクインの差し出したハンバーグステーキにパクリと食いつき……思わず目を見開いてしまう。ハンバーグステーキが口の中で溶とけたのだ。続けて内包された肉にく汁じゆうが口こう腔こうを満たし、あまりの旨うまさにペスティは「おぉぅ」と唸ってしまう。

「こ、この世に、このようなお肉が存在するとは……」

　感動に震ふるえるペスティを見て、自分が作ったわけでもないのにクインは自じ慢まんげにニシシと笑った。

　そんな二人のやり取りをクラリタは無言でじっと見つめ、続けてハンバーグステーキを綺き麗れいさっぱり平らげた自身の皿に視線を落とし……そのまま動かなくなる。そんなクラリタの様子に気づいていたペスティは、もう一度オムライスを一掬いし、

「クラリタも食べてみるか？」

　クラリタは顔をあげ、ゆっくりと首を横に振ふる。

「ボクはもう自分のを食べちゃったから」

「別に食べているものを交こう換かんしたくてやっているわけではないぞ。わたしがクラリタにもこのオムライスを食べてもらいたいと思って勝手にやっているだけだから、クラリタは気にすることはないぞ」

「……いいの？」

「いいに決まっとるであろう」

　無駄に胸を張り「ふふん」と鼻を鳴らす。

「じゃあ、遠えん慮りよなく」

　と、言うわりには、クラリタは遠慮がちにペスティの横に移動し、差し出されたオムライスにパクついた。瞬しゆん間かん、

「……っ!?」

　仮面を思わせるほどに起き伏ふくの乏とぼしかった表情が驚きよう愕がくに彩いろどられる。クラリタの左目に、玩具おもちや箱を開いた子供のような歓かん喜きの光が宿るのを見て、ペスティは頰ほおを綻ほころばせながら訊きくまでもない質問をあえて訊ねた。

「旨いであろう？」

　コクコクと、クラリタは首肯を返す。

「お礼は、あとでちゃんと返す」

「だから気にすることはないと言ったであろう」

　苦笑まじりにそう返すと、お礼の意味を深く考えないまま、ペスティは食事を再開した。

　それから少しして、ペスティとクインは料理を食べ終える。

　すると、クラリタは唐とう突とつに、

「ボク、今のところはまだ処女なんだよね」
















　あまりにも突とつ然ぜんすぎるカミングアウトに、ペスティは「んむ？」と眉まゆをひそめ、クインは「ゲホォッ!?」と、盛せい大だいにむせてしまう。

「な、なんで今そんなこと言い出すの!?　ていうか、クラリタって十影とコートスの先せん輩ぱいだから二十歳はたち近くで処──」

「近くない。十影とコートスより一期先輩だけど、年ねん齢れいは彼らと同じ十八だからまだ全然近くない」

　無感情な声こわ音ねはそのままだが、クインの言葉を遮さえぎってまで訂てい正せいしていることを鑑かんがみるに、どうやらクラリタはまだ大人になっていないことに強いこだわりを持っている様子だった。

「んむ？　一期先輩なのに、どうして十影たちと歳としが同じなのだ？」

「ボクが生まれたの、あと半月遅おそかったら十影たちと同期になってたくらいに遅いから」

　その言葉で得心したクインは、わかったようなわかってないような顔をしているペスティをよそに、クラリタに訊ねる。

「結局、どうして今、処女だなんてカミングアウトしたのよ？」

「そうすれば、ペスティが喜ぶと思ったから」

　淡たん々たんと答えながら、クラリタは左人差指の腹を右人差指の爪つめで切りつけた。ほどなく、左人差指の腹から血が滲にじみ出し、ペスティの双そう眸ぼうに満天の星空にも似た輝かがやきが宿る。

「まさか……血を吸わせてくれるのかっ？」

　物欲しそうな顔で訊ねるペスティに、クラリタはコクリと首肯する。

「オムライスのお礼」

「それならばっ、遠慮なくいただきますっ」

　巨きよ大だいな玩具箱の中に飛び込む子供のように歓喜しながら、ペスティはクラリタの人差指にカプリと齧かじりつく。

　くすぐったかったのか、無表情をそのままにクラリタの唇くちびるから「ぅん……」と、くぐもった声が漏もれ、注視しなければわからないほどの赤みが頰に差し込む。

「……この絵え面づら、写真におさめたらすごく売れそう」

　などと、ろくでもないことを独りごちるクインを尻しり目めに、ペスティはオムライスとは別次元の美味を、今日一番の美味を心ゆくまで堪たん能のうした。







　食後に提供された紅茶に角砂糖を一つ落としながら、クインはクラリタを一いち瞥べつする。

（クラリタって、案外わかりやすい人かも）

　それが女子会を通じてクインが感じた、クラリタの印象だった。

　感情の起伏がほとんど感じられない表情と声音とは裏腹に、彼女の醸かもし出す雰ふん囲い気きからは心の底から女子会を楽しんでいる様子が見てとれた。さらに、これもまた女子会を通じて感じた──というより確信したことだが、クラリタの左目は、ある意味ペスティよりもわかりやすいほどに彼女の心中や感情を映し出していた。

　そんなことを思いながら、角砂糖の入った瓶びんをクラリタに渡わたす。それを受け取ったクラリタは、紅茶に角砂糖を一つ、二つ、三つ、四つ──

「──って、どれだけ入れるつもりなのだ!?」

　クインが口を開くよりも一いつ瞬しゆん早くに、ペスティがツッコみを入れる。基本ボケ倒たおしのペスティがツッコみを入れたことにクインが驚いているうちに、クラリタは五つ目の角砂糖を紅茶に落とし、

「これだけ入れるつもりなのだ」

　棒読み気味に、ペスティの言い回しを真似まねながら答えた。

　そんなクラリタに向かって、クインは意地の悪い笑えみを浮うかべる。

「そんなにいっぱいお砂糖を入れるなんて、クラリタってば、もしかして見た目だけじゃなくて味覚もお子ちゃまなの？」

「そんなわけないから」

　いつもどおり起伏を感じさせない声音で即そく答とうする、クラリタ。だが、

（あ、ちょっとムッとしてる）

　左目に映る感情の輝きを見て断定する、クイン。なんだか、クラリタの心の動きがわかることが段々楽しくなってくる。とはいえ、今の反応を見た限り、クラリタが見た目どおり子供だと思われることにコンプレックスを抱いだいているのは明白なので、この話題はここで終わらせようと思うも、

「うむっ。ならばここは、この中で誰だれが一番大人か勝負といこうではないか」

　そう言ってペスティはメニュー表を開き、ドリンクの欄らんにあるブラックコーヒーを指でさし示した。

「ブラックコーヒーが飲めたら大人って……その発想がお子ちゃ──」

「その勝負、受けて立つよ」

　クインの言葉を遮り、クラリタがペスティの提案に乗る。

「えぇっ!?　ちょ……あたしは嫌やだよ!?　この店、コーヒーまで無む駄だに高いし！」

「大だい丈じよう夫ぶ。コーヒー代はボクが持つから」

「おおっ、やる気マンマンではないか」

「あたしは全然やる気ないんですけど……」

　ガックリと肩かたを落とすクインに、クラリタは挑ちよう発はつ的な光を左目に燻くゆらせながら、挑発的な言葉をぶつけてくる。

「もしかしてクイン、ブラックコーヒー飲めないの？」

　なんとまあ安い挑発だとクインは思う。……そう、安い挑発なのだ。投げ売りされていそうなほどに安い挑発なのだ。が、ちょっとカチンときた。

「もっちろん飲めるよっ」

　斯かくして、三人の前にブラックコーヒーが並べられた。注文の際にペスティが「最高に苦いブラックを頼たのむぞ」と、余計な一言を付け加えたブラックコーヒーが。

「『いっせーのーで』で、一いつ斉せいに飲むというルールでよいな？」

「あたしはかまわないよ」

「ボクもかまわない」

「『いっせーのーで』の後に飲んだフリをした者は、問答無用で最下位ということでよいな？」

「いいよ」

「よいのだ」

「それではいくぞ…………いっせーのーで！」

　ペスティの音おん頭どとともに、三人は全く同時にブラックコーヒーを喉のどに流し込み……全く同時に、三人の時が止まる。

　想像をはるかに超こえた苦さだった。

　ペスティの余計な一言を、「最高に苦いブラック」という言葉を《クラック》のスタッフが真しん摯しに受け止め、全力で応じたことを確信させるほどの苦さだった。

　最初に静止した時間から解放されたクインは、ブラックコーヒーの苦みが滲み出たかのような苦々しい表情を浮かべながら、欠片かけらほども余よ裕ゆうを感じさせない声音で余裕に満ちた言葉を吐はき出す。

「こ、これくらい飲めて当然よね」

　続けて静止した時間から解放されたペスティが「うむ」と同意し、

「こ、これこそまさに……大人の味だな……」

　あまりの苦さに半べそをかきながら、張子の虎とらよりも弱々しい強がりを吐いた。

　最後に解放されたクラリタは、相も変わらぬ無表情のままブラックコーヒーを円えん卓たくの上に置くと、

「ボク、甘党だから」

　全すべてを台無しにする言葉を吐き捨て、ブラックコーヒーにダバダバと角砂糖を投入した。

　これにはもうクインもペスティも笑うしかなく、虚きよ勢せいを張るのはやめて、クラリタと同じように大量の角砂糖をブラックコーヒーに投入。ブラックコーヒー対決は勝者なしという結果で落着したのであった。

　のんびりと時間をかけて、頭から「ブラック」が抜ぬけ落ちたコーヒーを飲みきったあと、三人は口直しにもう一度紅茶を頼むも、

「……さすがに、この一いつ杯ぱいは余計だったかも」

　口直しは欲ほしかった。が、食後に三杯ばいも飲み物を頼んだのは失敗だったと、クインは軽く後こう悔かいする。ペスティも先の二杯が効いているのか、二度ほど口をつけたところで紅茶を飲む手を止めていた。

　一方、クラリタは相も変わらぬ無表情で、一杯目の時と変わらぬペースで紅茶を味わっていた。あの小さな体のどこにそんな余裕があるのか……肉体の成長が子供のままな代わりに、胃い袋ぶくろは大人以上に大きく成長しているのではないかと勘かん繰ぐりたくなってくる。

「……訊きかないの？」

　不意に、唐とう突とつに、クラリタに訊たずねられ、クインは思わず「へ？」と、間の抜けた返事をかえしてしまう。

「十影とリアリのこと、訊かないの？　そのためにボクを女子会に誘さそったんでしょ？」

　クラリタの話を聞き、ペスティが「そうだったのか？」と首を傾かしげながら訊ねてくる。

「いや、まあ、半分は、たしかにそれが理由なんだけど……」

　どうしても、言葉尻じりが濁にごってしまう。

　クラリタの言うとおり、彼女を女子会に誘った理由の半分は、クラリタが十影と同じリアリ小隊に配属されていたことに、クラリタが十影とリアリの関係について知っていることにあった。もう一人、リアリ小隊に配属されていた男がいたが、その男に訊くことは性的な意味での身の危険につながる恐おそれが多分にあったので、躊ちゆう躇ちよなく除外した。

　兎とにも角にも、半分とはいえそんな理由でクラリタを誘ったことは事実。クインはそのことに、少なからず後ろめたさを感じていた。もっとも、本当に後ろめたさを感じているのはもう半分の理由の方だが。

「半分ってことは、もう半分、別の理由があるの？」

　最短距きよ離りで的確に痛いところを突つかれ、クインは「んぐっ」と口ごもってしまう。

「あるけど……あるけどぉ……」

　一人勝手に進しん退たい窮きわまったクインは、

「……ごめんなさいっ！」

　勢いよく立ち上がり、クラリタに向かって深々と頭を下げた。

「ちょっと理由があって、この店でペスティにゴハン奢おごらなくちゃいけなくなったんだけど、詳くわしく調べてみたら本当に高くて……誰かと割り勘できたら少しは安く済むかな～と思ってクラリタのこと誘いましたぁっ！　ほんと[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]うにっ、ごめんなさいっ!!」

　静せい寂じやくが舞まい降りる。

　返事がないことに不安を覚えたクインは、恐る恐る顔をあげてクラリタを見やる。

　クラリタは身み震ぶるいしながら、無言のまま俯うつむいていた。

　なにかを我が慢まんするような雰囲気を醸し出し、震えるクラリタを見て、怒いかりを我慢しているのではないかと思ったクインはますます不安を覚える。俯いているためクラリタの感情を読む最大の指標だった左目が見えないことが、なおさらクインの不安をかき立てる。

　沈ちん黙もくに耐たえかねたのか、ペスティがおろおろとクインとクラリタを見比べ始めた、その時、




「ぶふぅっ！」




　噴ふき出した音だった。

　堪こらえ切れなくなった笑いが、クラリタの口から噴き出した音だった。

「……ん……く…………[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　クラリタはプルプル震えて突っ伏ぷしながら、円卓をペシペシと叩たたきながら、声にならない笑い声を漏もらす。割り勘のために女子会に呼ばれたという事実が余よ程ほどツボにはまったらしい。クラリタの笑いのツボが全く理解できないクインとペスティは、ただただ呆あつ気けにとられるばかりだった。

　それから一分後、クラリタはようやく顔をあげ、何事もなかったかのように、いつも以上に無表情かつ無感情に、

「紅蛇老に頼んで、クインの人事評価の備考欄に『おもしろい』って付け加えておいてあげる」

「いやいやいらないから！　しかも『おもしろい』だけじゃ意味わかんないから！」

「うむっ、たしかにクインは『おもしろい』ぞっ」

「そこ！　お黙だまんなさい！」

「…………んくく……！」

「そこ！　無表情のまま笑うのはおやめなさい！　ちょっとこわいから！」

　ひとしきりツッコんだ後、「ぜーはーぜーはー」と息を荒あらげる、クイン。後ろめたさを覚えたり、謝ったりした自分が馬ば鹿かなんじゃないかと思えてくる。

　クインは一度深呼吸したあと、どっかりと椅い子すに座り、もう完全にクラリタに対する遠えん慮りよがなくなった口調で言う。

「こうなったからには、是ぜ非ひとも聞かせてもらうからねっ。十影とリアリの関係っ」

　いったい何が「こうなったからには」なのかはさておき、初めからそのことについて語るつもりでいたのか、クラリタは二つ返事で首しゆ肯こうを返した。

「まず二人に頭に入れてもらいたいのは……」

　そう言いながら、懐ふところからＰＤを取り出し、クインとペスティに画面が見えるよう円卓の上に置く。脳波で操作したのか、ＰＤの画面には一つの単語が表示された。

「……〝性女〟？」

　小首を傾げるペスティに、クラリタはコクリと頷うなずく。

「うん〝性女〟」

「〝聖女〟でなくて〝性女〟？」

「〝聖女〟でなくて〝性女〟。しかも両刀」

〝性女〟の段階で引きつっていたクインの顔が、〝両刀〟という言葉を聞いてますます引きつる。

「そ、それ……本当なの？」

「本当。ボクも十影も被ひ害がいにあってる」

「ひ、被害ぃっ!?　ででででもでもっ、十影ってばまだ童どう貞ていだよっ!?」

　さりげなくもろくでもないクインの発言に眉まゆ一つ動かすことなく、クラリタは答える。

「リアリは『十八歳未満は食べない』って言ってたから、ボクも十影も貞てい操そうを奪うばわれるようなことまではされてないよ。……セクハラはされたけど」

　セクハラされた時のことを思い出したのか、左目に怒ど気きを燻らせる、クラリタ。それを見て、どのようなセクハラを受けたのかは訊かない方がよさそうだと思ったクインは、別の質問をクラリタに投げかけた。

「そういえばコートスの名前が出てないけど、もしかして自分から餌え食じきになりにいったの？」

「ご名答。でも、リアリに『コートスくんは絶望的にかわいげが足りないわ』って突っぱねられて、丸一日寝ね込こむくらい絶望する結果に終わってたけど」

　容易にその様子が想像できたクインは「ははは……」と苦く笑しようする。

「ふむむ……〝性女〟と呼ばれる所以ゆえんはよくわかったが、神聖なる乙女おとめという意味で〝聖女〟と呼ばれる所以はなんなのだ？」

「それは単純。リアリは黙ってさえいれば、いかにも〝純白の聖女〟って感じの見た目をしてたから。そういった意味ではペスティと少し似てるかも」

　クインは納なつ得とくしたように「あぁ」と頷き、ペスティが「ど、どういう意味だ!?」と声を裏返らせる。そんなペスティにはかまわず、クラリタは淡たん々たんと言葉をつぐ。

「なによりリアリを〝純白の聖女〟たらしめているのは、戦場に立つ姿の美しさと気高さにあるけどね」

　珍めずらしくも声こわ音ねに感情を乗せて、誇ほこらしげにクラリタは語る。〝性女〟扱あつかいしたり、セクハラされたことを憤いきどおったりしてはいても、本当にリアリを慕したっていたことがよくわかる……そんな言葉だった。

　ならば、十影はリアリのことをどう想おもっていたのか……ますます確かめたくなったクインは、四日前のコートスの言葉を思い出しながらクラリタに訊ねる。

「前にコートスが言ってた話……リアリが十影の初はつ恋こいの人だって話、本当なの？」

　直後、ペスティが少しだけ円卓に身を乗り出してくる。意識的にやったのか、無意識的にやったのかはさておき、ペスティがこの話題に興きよう味み津しん々しんなのは間ま違ちがいなく、だからこそクインは内心ため息をつかずにはいられなかった。

　十影とペスティ──二人と一いつ緒しよに暮らした二カ月の間に、クインは一つの確信を得ていた。ペスティが、完全に十影に惚ほれてしまっているという確信を。

　出会ってまだ間もない頃ころから、ペスティが十影のことを異性として意識していた節はあった。しかし、それはまだ恋とすら呼べないほどに淡あわい感情だった。その淡い感情が恋心にまで育った契けい機き……それは、ロドリオ・ストーカーと戦う前、ペスティを説得する際に十影が口走ったあの言葉にあると、クインは睨にらんでいる。




『つべこべ言わずに黙っておれの隣となりにいろッ!!　そこがお前の居場所だッ!!』




　気になっていた男の子にこんな告白紛まがいなこと言われたら、そりゃ誰だれだって惚れるよね──と、クインはもう一度心の中でため息をつく。以前はペスティのことを恋のライバル候補程度にしか認にん識しきしていなかったクインだったが、今はもう明確に、ペスティのことを恋のライバルとして認識していた。が、

（ライバルはライバルでも、ペスティってば、あたしに気を遣つかってる節があるのよねぇ）

　ペスティは言っていた。友達の好きな人を奪うようなことはしたくない、と。

　どうやらその言葉に噓うそはないらしく、クインに気を遣って十影への想いを意図的に抑おさえ込んでいる節が、ペスティからは多々見受けられた。そして、それでもなお抑えきれない想いを抱かかえていることも、多々見受けられた。四日前の深夜、ペスティが浴室で口走ったノーブラ発言は、まさにその最たる例だった。

（ペスティが、もっとストレートに十影に想いをぶつけてくれたら、あたしもやりやすいんだけどなぁ……。それに──）

　不意に、クインの胸に刺さすような痛みが奔はしる。

（もし……あたしが十影を奪とっちゃったら……ペスティの居場所まで奪とっちゃうことになるかもしれない……）

　そんな重々しい考えを振ふり払はらうように、クインは何度も首を横に振る。相手に気を遣って身を引くのはあたしの悪い癖くせだと、何度も自分に言い聞かせる。

（ていうか、クラリタはまだ答えてくれないの!?）

　あえて思考を放ほう棄きし、クラリタに視線を移すと、

「…………」

　クラリタは考え込むように顎あごに手を当てたまま、無表情のまま、彫ちよう像ぞうさながらに静止していた。いつまで経たっても答えが返ってこなかったせいか、身を乗り出していたはずのペスティはいつの間にか椅子に身を沈しずめ、ちびちびと紅茶を啜すすっていた。

「……わからないならわからないでいいよ」

　クインがそう言った瞬しゆん間かん、

「わからない」

　即そく答とうするクラリタに、今度は内心ではなく実際に、クインは深々とため息をついてしまう。が、

「けど、十影がリアリに対して憧あこがれに近い感情を抱いだいていたのは、たしかだと思う」

　続いて出てきた言葉に、今度はクインが円えん卓たくに身を乗り出してしまう。

「ど、どうしてそう思うの!?」

「一緒に過ごしてたらわかる。それに……リアリが死んだ時、誰よりも悲しんで、誰よりも嘆なげいて……誰よりも自分を責めたのは、間違いなく十影だから……」

　リアリの死を悲しんでいるのか、クラリタの左目はわずかに潤うるみを帯びていた。リアリの死を嘆いているのか、クラリタの声音は努めて無感情を装よそおっているように聞こえた。無理矢理平静を保つクラリタの心中を察したのか、ペスティもまた双そう眸ぼうを潤ませながら、遠慮がちに、遠回しに訊たずねる。

「その……〝純白の聖女〟は……？」

「……三年前の第だい三さん十じゆう三さん太陽塔ツリー設営戦で……満まん身しん創そう痍いの十影を護まもるために戦って……命を落とした……」

　まるで質量を帯びたかのような重い沈ちん黙もくが、三人の肩かたにのしかかる。

　リアリの話を聞く際、彼女の死について触ふれることになることは、クインもわかっていた。だが、リアリを慕うクラリタの想いまでは、クインはわかっていなかった。

　十影とリアリの関係について知りたい──そんな軽い気持ちで踏ふみ込んでいい話ではなかったという思いが、そんな軽い理由でクラリタにつらい記き憶おくを思い出させるべきじゃなかったという想いが、クインの心の奥底でとぐろを巻き、自責の念を駆かり立たせる。

「んん……ぐす……」

　不意に、啜り泣く声が耳じ朶だに触れ、そちらに視線を送る。当然クラリタもその声には気づいており、彼女が声の方に視線を送ったのは、クインとほぼ同時のことだった。

　双眸からとめどなく溢あふれる涙なみだを拭ぬぐっていた、声の主──ペスティは、今さらながら二人の視線を集めていることに気づき「んむぅ？」と、間の抜ぬけた声を漏らす。ほどなく、泣いているところを二人にガン見されていることに思い至った瞬間、羞しゆう恥ちの赤が顔全体に拡ひろがっていった。

「ななな泣いてなどおらぬっ!!　泣いてなどおらぬぞっ!!　ただ……わたしも大事な人を亡なくしたことがあるから、クラリタの気持ちがよくわかっただけで……断じて泣いてなどおらぬぞぉっ!!」

　拭っても拭っても止まらない涙を拭いながら、ペスティは強弁する。説得力が全くないのは言に及およばない。

　否定しながらもボロボロ泣いているペスティを見て、かえって気持ちが落ち着いたのか、クラリタはいつもどおりの無感情っぷりでペスティを指さし、クインに訊ねた。

「この子、本当に至高の血族スプリームブラツドの血を引いてるの？」

「言いたいことはわかるけど、間違いなく至高の血族の血を引いてるよ」

「そう」

　素っ気ない返事とは裏腹に、クラリタの頰ほおにはあるかなきかの微び笑しようが浮うかんでいた。リアリの死を思い出し、沈みかけていたクラリタの心を、ペスティがすくい上げたのだ。

（ペスティのこういうところ……ほんと、ずるいんだから）

　心の中で愚ぐ痴ちりながらも、クラリタに対する自責の念を軽くしてくれたペスティに、なんだかんだで感謝しているクインだった。







　まるで黒き天使が現うつし世よに舞まい降りたようだ──そんな感かん嘆たんに震ふるえながら、ランス・ロランスは頭上を、漆しつ黒こくの翼つばさで自由に夜空を舞う年若い女性を見つめていた。

　血のように真っ赤なイブニングドレスを、身の丈たけよりも長く夜空よりも黒い艶あでやかな髪かみを翻ひるがえしながら、女性は優ゆう雅がに夜空を飛ひ翔しようする。

　しばらくして、女性は空の一点に静止すると、氷を思わせるほどに冷たい美び貌ぼうを眼下に向ける。切れ長の赤い双眸に映るのは、愚おろかしいほどに広大な荒こう野やだった。

『舞い散れ、〝堕天の翼アーラ〟』

　冷たい美貌に負けず劣おとらず冷え切った声音で、女性は闇やみのオーラでできた翼に命令する。刹せつ那な、翼は勢いよく広がり、その反動で無数の羽が舞い散り、ヒラヒラと荒野に舞い落ちていく。羽が荒野に触れた瞬間、羽に凝ぎよう縮しゆくされた高密度のオーラが爆はぜて直径五メートルに及ぶ球状の爆ばく発はつを引き起こし、荒野にクレーターを刻みつける。

　羽は次々と地面に触れ、次々と爆ぜ……眼下の荒野は十秒と経たぬうちに、より荒あれ果てた、穴だらけの不毛の地に変へん貌ぼうを遂とげていた。

　女性はさも当たり前の結果だと言わんばかりに眼下から視線を外すと、〝堕天の翼〟を羽ばたかせてランスのもとに舞い降りる。地面に足をつけると同時に、背中に宿した〝堕天の翼〟が霧む散さんし、身の丈よりも長い黒髪が地面に触れる直前で重力に逆らうようにふわりと浮き上がる。陽光の下であったとしても視認できない極ごく々ごく微び量りようの闇のオーラが、髪を浮き上がらせているのだ。

　ランスは均整のとれた顔立ちに柔にゆう和わな笑えみを浮かべ、女性に向かって拍はく手しゆを送る。

『いつ見ても見事なものだな、ローラ殿どのの闇闘技コンフリクト〝堕天の翼〟は』

　前半の言葉を聞き、ローラ・ストーカーは雪が解けるように冷たい美貌を笑みの形に変えるも、後半の言葉を聞いた瞬間、笑顔を膨ふくれ面つらに変じてしまう。

『ランス様っ。二人きりの時はわたくしのことは「ローラ」と呼んでくださいと何度も言っているではありませんかっ』

　闇闘技を振るっていた時の凍こごえきった印象からは想像もつかないほどに、ローラの態度は、声音は、ランスに甘えきっていた。

『それならば、私のことも呼び捨てに──』

『無理ですっ。ランス様はランス様ですものっ』

　道理もなにもあったものではない言い分に、ランスは暖かな苦笑を漏もらす。

『とにかくっ、二人きりの時は、わたくしのことは「ローラ」と呼んでくださいませっ』

『そう何度も言わなくても、充じゆう分ぶんに承知しているさ』

『してませんっ』

『しているさ。なにせ、今私たちは二人きりではないからな』

『…………え？』

　呆ほうけた声を漏らした瞬間、ローラは頰を紅潮させながら、背後に向かって勢いよく振り返る。

　ローラの背後には、腹を抱えて笑いを堪こらえるガルビヤスの姿があった。

『クククッ……いつ見ても、ランスに甘えてる時のオマエは笑えるな……ッ』

『お、お兄様!?　い、いつからそこに!?』

『オマエが〝堕天の翼〟で気持ちよさそうに飛び回ってた時からだよ。つうか、いい加減ドレスで空飛ぶのはやめたらどうだ？　無む駄だに気合の入った黒いレースのパンツが丸見えだったぞ』

『な、なんで見えてるんですの!?　スカートの中はオーラで見えないようにしてるのに!?』

　狼ろう狽ばいするローラを前に、ガルビヤスはゲラゲラ笑いながら、ランスの肩をバシバシ叩たたく。

『おいおいマジかよ当たってたのかよッ！』

『カ、カマをかけましたわねっ!?』

『予想と言え、予想と。それよりどうするよ、ランス？　お姫ひめ様はもう準備万ばん端たんのご様子だぜ？』

　迂う遠えんな言い回しで内に秘ひめた色情を言い当てられ、ローラの顔がいよいよ真しん紅くに染まっていく。

　そんな彼女を助けるように、ランスは、

『ガルビヤス……いくらなんでも品がなさすぎるぞ』

『わりぃわりぃ、お姫様にはちょ～っと刺し激げきが強すぎたな。まあ、パンツは刺激的なやつを穿はいてるみてぇだが』

『お兄様っ!!』

　からかうような笑みを浮かべながら、ガルビヤスは両手をあげて降参の意志表示をする。全く反省の色を見せない兄に、ローラは『もう……っ』と、頰を膨らませた。

『ところでガルビヤス……〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟の目から見て、ローラの力はどう映る？』

　至し極ごく真ま面じ目めな口調で訊ねるランスに、ガルビヤスもまた真面目な声こわ音ねで応じる。

『見事なもんだ。闇夜獄テネブリスを越こえずにこれだけの力があるってだけでも驚おどろきなのに、その力がまだまだ伸のびてるときやがる。周りが言うように、百年以内に〝誉れ高き血統〟に名を連ねるのは堅かたいと思うぜ。……こいつの兄貴としては頭が痛い話だけどな』

『どうしてですの？』

『オマエの闇闘技なしの戦せん闘とう能力が、凡ぼん百ぴやくどもと大差ねぇからだよ。実際、ランスに言われるまでオレの存在に気づきもしなかったしな』

　痛いところを突つかれ、ローラは口ごもる。

『そんな穴だらけのオマエが、あぁっと……太陽塔ツリーだったか？　それを壊こわすために大軍率いて人間どものところに攻せめ入るってんだから、正直不安しかねぇよ』

『不安ならば、君が傍そばにいてやったらどうだ』

　ランスの言葉に、ガルビヤスはかぶりを振ふる。

『ムリだな。今回の戦いケンカは、〝誉れ高き血統〟としての、ローラの器うつわをはかるためにクソ親父おやじが御お膳ぜん立だてしたものだ。オレの参加をクソ親父が許すわけがねぇ。それにオレも、アレが完成するまではまだクソ親父と殺やり合うつもりはねぇしな』

『お兄様……まだお父様の命、狙ねらってらしたのですか？』

『あったりめぇよ。あのクソ親父にはもう何十回と殺されかけたからな……いつか絶対にぶち殺すッ！』

『殺されかけた理由のほとんどが、お兄様がお父様にケンカをふっかけたせいでございましょうが。まあ、実の息子むすこに命を狙われているのに楽しそうにしていらっしゃる、お父様も大たい概がいですけど。この間なんて、ここ二十年ほどお兄様が自分を殺しにこないことを愚痴ってらっしゃいましたわよ。本当に、どういう神経をしているのだか』

『やれやれ……ガルビヤスもガルビヤスなら、ロドリオ様もロドリオ様だな』

　全く同時に、ランスとローラはため息をつく。

『あーうるせぇうるせぇ。とにかく、このお姫様は闇闘技以外はどうにも危なっかしい。だから──』

　ガルビヤスは拳こぶしで、ランスの胸を軽く叩き、

『コイツのこと護まもってやってくれや、親友』

『言われるまでもない』

　即そく答とうするランスに、ローラは切れ長の双そう眸ぼうを輝かがやかせる。

　ガルビヤスは、文字どおりお姫様な反応を見せる妹を鼻で笑うと、

『しょうがねぇから、オレはここらで消えてやるよ。さっきから、お姫様が目で邪じや魔まだ邪魔だと訴うつたえてくるからな』

『訴えてませんっ！』

　という妹の訴えを無視して、吹ふき抜ける風の如ごとく、ガルビヤスはこの場から忽こつ然ぜんと姿を消した。

　ローラは『もうっ！』とむくれるも、なぜか、急にモジモジし始め、

『ランス様……その……お兄様は、本当にもうどこかに行ってしまわれたのですか？』

『ああ、間ま違ちがいなくな。もうガルビヤスの気配は感じない』

『でしたら──』

　背せ伸のびをし、ランスに顔を近づけると、『ん……っ』と目を瞑つぶりながら、キスをせがむ。ランスは思わず苦笑を浮かべるも、すぐに愛いとおしげに両りよう腕うででローラを抱だき締しめ、続けて、彼女の唇くちびるに己おのが唇を重ね──




「ランス殿どの」




　一いつ聴ちようして堅かた物ぶつだとわかる男の声が耳じ朶だに触ふれ、浅い眠ねむりから覚めたランスはゆっくりと瞼まぶたを開く。露あらわになった赤い瞳ひとみにはローラに向けていた暖かみの残ざん滓しすらなく、凍いてつくほどの憎ぞう悪おと狂きよう気きだけが瞳の奥底に沈ちん殿でんしていた。

　巨きよ岩がんを背に座していたランスは、眼前に立つ、白色のカソックの上に白色のローブを羽織ったスキンヘッドの男を見上げる。

「モロ殿か……揃そろったのか？」

「うむ。我と貴君を含ふくめて九人、人工太陽帯サンベルトを抜ぬけた者たちは一人も欠けることなく揃っておる」

「時間は？」

　モロは無言で、左腕につけた、クラシカルな腕時計をランスに見せた。

「二十時五十五分……頃ころ合あいだな」

「うむ。斥せつ候こうの情報が正しければ、今この時が、クリアナの人間どもが最も外を出歩く時間帯になっているはずだ」

　ランスはモロに一つ頷うなずき返したあと、立ち上がり、この場にいる精せい鋭えいたちに、〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟たちに視線を巡めぐらせる。

　モロを含む、白いカソックと白いローブに身を包んだロッドの配下が五人。天敵である太陽の光から身を護るために作られた、黒色のローブを身に纏まとったランドルフの配下が三人。そして、ガルビヤスの陣じん営えいから唯ゆい一いつクリアナ急きゆう襲しゆうの作戦に参加したランスが一人……合計九名の〝至高の中の至高〟が、クリアナから五キロメートルほど離はなれたところにある岩場に身を隠かくしていた。

「ではランス殿、手て筈はずどおり壁かべの破は壊かいをお頼たのみ申す」

「承知した」

「いーや承知しねえな」

　ランスの言葉に間かん髪はつを入れずに、黒色のローブを纏った瘦やせぎすの男が作戦の進行に水を差してくる。

「モロっつったっけ？　さっきから気になってたんだけどよ、どうしてこのスカした野や郎ろうを、この中で一番つえー奴やつ扱あつかいしてんだよ？」

　モロは小さくため息をつき、相も変わらぬ堅い物言いで瘦せぎすの男に応じる。

「貴君はたしか、ランドルフ殿の配下のデルボア殿だったな。質問を質問で返す無礼を承知で訊たずねるが、貴君は本当にわからないのか？」

「はぁ？　わからない？　どういう意味だよ？」

「言葉どおりの意味だ」

「はぁああああぁっ!?　なに言ってんだ手て前めえ？　殺されてえのか？」

「……なるほどな」

　得心したように呟つぶやくランスに過か敏びんに反応したデルボアは、「あぁん!?」と粋いきがった声を上げながらランスに近づき、吐と息いきがかかる距きよ離りまで顔を近づけ、睨にらみつける。が、

「…………ッ!?」

　ランスと視線を交かわした瞬しゆん間かん、蛇へびに睨まれた蛙かえるのように、顔を真っ青にしながら立ち竦すくんでしまう。

　わかってしまったのだ。

　ランスと視線を交わした瞬間に、己おのれと相手との間にある、絶望的なまでの力の差をわかってしまったのだ。ランスが抱かかえる、絶望的なまでの闇やみの深さをわかってしまったのだ。

　震ふるえるデルボアには構わず、ランスは独り言のように言葉をつぐ。

「秩ちつ序じよを保つためとはいえ……ランドルフ殿も存外人が悪い」

　ランドルフ・ストーカーは秩序と伝統を重んじる〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟。ゆえに、秩序と伝統を蔑ないがしろにしがちなガルビヤスとは、とことん折り合いが悪いことをランスは熟知していた。

　態度を見た限り、デルボアが秩序と伝統とは縁えん遠どおい性格であることは明白。なのに、ランドルフはクリアナ急襲作戦にデルボアを選んだ。その理由は、デルボアが力のある〝至高の中の至高〟であると同時に、使い捨てに適した人材であるからに他ほかならなかった。おそらくデルボアには、好き放題人間を殺せる作戦だという程度の情報しか伝えられていないはずだ。

　ランスの言葉の意味がわからず、ただただ気け圧おされていたデルボアを視界から外し、デルボア以外の、ランドルフの配下の二人に視線を移す。この二人は本作戦がどういうものであるのか正しく理解しているらしく、その表情は悲ひ壮そうなまでの覚かく悟ごに充みち満ちていた。

「……ランス殿」

　モロはランスに向かって一つ頷く。ランスもまたモロに向かって頷き返し、

「襲しゆう撃げきに気づいた人間どもは間違いなく太陽塔ツリーを起動する。壁の破壊と同時に、モロ殿は〝永劫の夜センペルノツクス〟の展開を」

「相分かった」

　直後、ランスはこの岩場にある最も大きな岩の上に飛び移り、直上の満月に向かって掌てのひらをかざす。

「〝千夜を征く大隊ミリアアルマ〟」

　己が闇闘技コンフリクトの名を告げた瞬間、夜空よりも闇くらい、無数のオーラがランスの頭上で凝ぎよう縮しゆくし、全長十メートルに及およぶ巨きよ大だいな投槍ジヤベリンに変へん貌ぼうする。

　ランスが具現した、闇のオーラでできた投槍の数はちょうど百。大隊と呼ぶに相応ふさわしい威い容ようを前に、デルボアはもちろん、モロも、他の〝至高の中の至高〟も、ただただ圧あつ倒とうされていた。

　ランスは目を細め、地平の果てに映るクリアナを凝ぎよう視しする。

「見ていてくれローラ……貴方あなたの仇かたきは、必ず、この手で討うつ……！」

　瞳の奥底に沈殿していた憎悪と狂気が燃え上がった瞬間、ランスは満月に向かってかざしていた掌を振り下ろし、クリアナを征せい圧あつすべく放たれた投槍の大隊が夜の闇を切り裂さいた。








第三章　闇やみは舞まい降りる









　女子会を終えたペスティたちは、いまだ解散することなく、レストラン《クラック》の外でおしゃべりに花を咲さかせていた。

「ふむふむ、リアリ小隊は本当に愉ゆ快かいな小隊だったのだな」

「上官からのセクハラを、愉快の一言で片づけるのはどうかと思うんですけど」

「そ、そこは愉快だとは言っておらんぞ!?」

「ちなみにだけど、ペスティが小隊にいたら確実にリアリの餌え食じきになってたと思う。リアリ、貧ひん乳にゆうの女の子が大好物だから」

「そ、そんな情報は聞きたくなかったぞ!?」

　狼ろう狽ばいするペスティに、クインはケタケタと笑い、クラリタも左目に楽しげな輝きを燻くゆらせる。《クラック》の個室は最長二時間まで利用できるわけだが、どうにもその程度の時間では三人ともしゃべり足りない様子だった。

「それにしても十とお影えいめ……血ち塗ぬられた場所にしか居場所がないとかなんとか言ってたくせに、ちゃんと居場所になりうる者たちがおるではないか」

「だね。クラリタとコートスと話してる時の十影、あたしたちと話してる時とはなんか感じが違ちがってたし」

　どこか愚ぐ痴ちるような二人の言葉に、クラリタはゆっくりとかぶりを振ふる。

「ボクとコートスの存在が、十影の居場所になるなんてことはありえないよ。十影はボクたち二人に対して罪悪感を抱いだいているからね。キミたちといる時と違う感じがしたのは、たぶんそのせいだと思う」

「ふむ？　どうして十影は、クラリタたちに罪悪感を抱いておるのだ？」

「……クラリタもコートスも、復元治ち療りようにでも頼たよらなきゃ治せないほどの大おお怪け我がを負っているから、でしょ？」

　少し言いづらそうに訊ねるクインに、クラリタはコクリと首しゆ肯こうを返した。

「第だい三さん十じゆう三さん太陽塔ツリー設営戦後、リアリ小隊の中で五体満足で済んだのは十影だけだからね。そのこと、だいぶ気にしてるっぽい」

「ふむ……罪悪感とはそういうことか」

「そういうこと。自分一人じゃ全すべてを救えないとわかってるくせに、仲間が傷ついたり、仲間を失ったりした時は『もっとおれが強ければ』とか『あの時ああしていれば』とか言って、自分を責めてた子だからね。たぶん、ボクやコートスと会うたびに、心の中で自分のことを責めてたと思う。だから、ボクたちの存在が十影の居場所になるなんてことはありえない。誰だれだって罪悪感という針のむしろの上を居場所にするのはイヤでしょ？」

　ぎこちなく首肯を返す二人に、クラリタはあるかなきかの微び笑しようを浮うかべる。

「だから、十影の居場所はキミたち二人の傍そばだよ。女性に対して〝ヘタレくん〟な十影が今の今まで同どう棲せいを許してるくらいだからね。十影の先せん輩ぱいであるボクが保証してあげる」

　クラリタの言葉に、ペスティが頰ほおを赤らめ、クインが嬉うれしそうに頰を綻ほころばせた直後のことだった。

　人間の聴ちよう力りよくをはるかに凌りよう駕がした至高の血族ペステイの耳に、はるか遠方で巨大な建造物が破壊されたようなけたたましい音が届く。続けて地じ響ひびきとともに地面が揺ゆれ、クインは「地じ震しん？」と眉まゆをひそめ、クラリタはいつもどおりの無表情のまま、周囲の人たちの様子を確かく認にんするようにゆっくりと視線を巡らせた。

　破壊音が聞こえたのは、クリアナを護まもる壁がある方角からだった。

　腹の底からせり上がるドス黒い予感に促うながされ、ペスティは音が聞こえた方角に視線を向ける。

「あれは……！」




　ォォォォォォ──────ン…………




　突とつ然ぜん、三人の、道行く人たち全てのＰＤから大音量のサイレンが鳴り響ひびく。

　続けて、第零太陽塔だいゼロツリーから照射された人工太陽光が夜の闇を払はらい、クリアナの空を煌こう々こうと照らした。

『緊きん急きゆう避ひ難なん警報発令！　緊急避難警報発令！　第十五街区と第十六街区で至高の血族スプリームブラツドの侵しん入にゆうを確認！　区民の皆みな様さまは最も寄よりの避難施し設せつ、または第一街区のシェルターに避難してください！　繰くり返します！　第十五街区と第十六街区で至高の血族の侵入を確認！　区民の皆様は最寄りの避難施設、または第一街区のシェルターに避難してください！』

　ＰＤから避難指示が発せられた瞬間、そこかしこから悲鳴があがり、大勢の人たちが最寄りの避難施設、あるいは臨時便が運行されているであろう地下鉄道メトロの駅に向かって、蜘蛛くもの子を散らすように逃にげ出していく。遅おくれて、《クラック》の中にいた人たちも着の身着のまま店から飛び出していく。

　逃げ惑まどう人々が奏かなでる喧けん騒そうの最さ中なか、ペスティは「あれ……」と半ば呆ぼう然ぜんと呟きながら、壁かべのある方角を指し示した。それにつられて、クインとクラリタもまた壁の方角に視線を移し、揃そろって息をのむ。




　三人の視線の先では、巨大な〝闇〟が空の一角を圧していた。




　人工太陽光をも圧する、数キロメートルに亘わたって展開される巨大な〝闇〟……思い出したくないほどに見覚えのある光景に、クインは声を震わせながらペスティに訊ねた。

「これってまさか……ロドリオと同じ……？」

「……うむ、ロドリオ様には他の者の闇闘技コンフリクトを再現する力があった。おそらく侵入した者の中に、その闇闘技の元の使い手がおるのであろう。もっとも、オリジナルの方が力が弱いせいで、ロドリオ様のそれに比べたら随ずい分ぶん範はん囲いが狭せまいようだがな」

　ペスティの闇闘技〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟もまた、ロドリオのそれに比べたら格段に見み劣おとりする。そのせいもあってか、後半の言葉には自じ嘲ちようの響きが入り混じっていた。

「ちょっと紅く蛇じや老ろうに確認してみる」

　そう言って、クラリタは懐ふところからＰＤを取り出し、ペスティたちに背を向ける。

「わたしたちも、十影に連れん絡らくした方がよいのではないか？」

「だね。ペスティ、ＰＤをグループ通信モードに──」

　というクインの言葉を遮さえぎるように、ペスティとクインのＰＤが全く同時に振しん動どうする。画面を確認するまでもない。二人のＰＤに十影からの通信が入ったのだ。

　二人が同時に通信に出ると、

『二人とも無事か？』

　内心の焦あせりを押し殺したような十影の声こわ音ねに、ペスティとクインは揃って淡あわい笑えみを浮かべる。

「うむ、無事だぞ」

「ま、あたしもペスティもエクイテスである以上、このまま区民と一いつ緒しよに避難ってわけにはいかないから、今のところはだけどね」

『そうか……そうだよな…………おれも今から第十六街区に向かう。それまで無茶はせず、おれの到とう着ちやくを待って──』

「待てぬ」

　十影の言葉を遮ってまで、ペスティはきっぱりと拒きよ絶ぜつする。

「十影の家がある第八街区から第十六街区に移動するのに、どれほどの時間がかかると思っておる。その間に、どれほどの無む辜この者が犠ぎ牲せいになると思っておる。悪いが、わたしはすぐにでも侵入者の迎げい撃げきに向かわせてもらうぞ」

　クリアナの南東部にある第八街区に対し、第十六街区があるのは北西部、真逆の方角に位置している。仮に、通常どおりに地下鉄道が使えたとしても、十影が到着するまで相応の時間を要するのは必定だった。十影もそれは理解しているようで、わずかな沈ちん黙もくを挟はさんで出てきた言葉は苦く渋じゆうに満ちていた。

『……駄だ目めだ』

「なぜ駄目なのだ？　先さき程ほどクインも言ったとおり、わたしたちはエクイテス。戦えぬ者たちの代わりに至高の血族と戦う存在であろう。それに……」

　ペスティは数すうし瞬しゆん唇くちびるを嚙かみ、訥とつ々とつと言葉をつぐ。

「わたしの住んでいた村が襲おそわれた時のような……あのような惨さん劇げきは……もう二度と見たくない……」

　ペスティの心中を察したのか、十影はただ一言『そうか』と返すだけだった。

『……クインは？』

「え？　あ、あたし？　あたしは……ペスティと同じ意見かな。そりゃ至高の血族と戦うのは恐こわいけど……あたしだって少しは強くなってるし、それに、十影が来るのを待っている間に、助けられたはずの命が助けられなかったりしたら嫌やだし」

　クインもペスティと同意見であることがわかった十影は、深々とため息をつき、押し黙だまる。二人に理があることを重々承知した、ＰＤ越ごしでも葛かつ藤とうが伝わってくるような、いやに重い沈黙だった。

「ボクも通信に加わっていい？」

　不意にクラリタに話しかけられ、ペスティとクインは揃って彼女に視線を向ける。

「統合司令官との通信はもう終わったの？」

　クインの問いにコクリと首肯を返したクラリタは、ＰＤを操作してグループ通信の途と中ちゆう参加を要よう請せいする。

「紅蛇老から聞いたことも含ふくめて、キミたちと十影に話がある」

　ペスティとクインはもちろん、この場にいない十影も承認したところで、クラリタのＰＤがグループ通信に加わる。

「先に紅蛇老から聞いた情報を伝えとく。現在確認されている、クリアナに侵入した至高の血族の数は八人。壁が破は壊かいされたこと、人工太陽光を物ともしない巨きよ大だいな〝闇やみ〟が現れたことから、〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟が複数名いることは間ま違ちがいないとのこと」

　壁が破壊された──その言葉を聞き、クインはおろか、十影すらも息をのむ。そんな中、ペスティ一人だけが「あの音は壁が破壊された音だったか……」と、少し震ふるえた声音で得心していた。

「暴れ回る侵入者に対し、エクイテスとクストスが合同で対処することとなり、第一街区防衛の指揮は紅蛇老が、侵入者迎撃の指揮はクルススクさんが執とることになったけど、紅蛇老の話だとクルススクさんが現場に到着するにはまだ少し時間がかかるっぽい感じ。だから、可能なかぎり被ひ害がいを抑おさえるためにも──」

『ペスティとクインを侵入者迎撃に向かわせろ……そう言いたいのか？』

「うん。二人とも、止めようとするだけ時間の無む駄だになりそうな顔してるし。十影も、言葉だけじゃ二人を止められないことくらい、もうわかってるんでしょ？」

『……ああ』

「情けない声、出てるよ」

『うるせえ』

　悪態をつく十影にクラリタは小さく肩かたをすくめると、十影に声が伝わらないよう脳波でＰＤを操作し、囁ささやくような声音でペスティとクインに告げる。

「やっぱり、キミたち二人の傍が十影の居場所だね」

　その言葉に、ペスティは今にも綻びそうな赤い頰を無理矢理引き締しめ直し、クインは満足そうに嬉しそうに破顔した。

　クラリタは再び脳波でＰＤを操作し、十影に話しかける。

「リアリ小隊にいた時からそうだったけど、つくづくキミは失うことに対して臆おく病びようだね」

『わりぃかよ』

「悪くないよ。その点はボクもキミと同じくらいに臆病だから」

　予想外の言葉だったのか、十影の驚おどろく気配をＰＤ越しから感じ取る。

「侵入者の迎撃にはボクも向かう。ペスティも、クインも、ボクが絶対に死なせない。だから心配はいらない」

　驕おごりも昂たかぶりもなく、相も変わらぬ感情のこもらない声音でクラリタは断言する。

『三年近くも実戦から離はなれてたのに大だい丈じよう夫ぶなのかよ』

「心配されること自体が心外。リアリが死んで、悲しいと思ったのは、もっと強くなりたいと思ったのはキミだけじゃない。それに人工太陽帯サンベルトを抜ぬけてきた至高の血族の相手もしていたから、実戦からも離れてない」

『……頼たよりにしていいんだな、先輩』

「好きなだけ頼るといいよ、後輩くん」




『よし、話はまとまったな』




　突然、第五者──クルススクの声がＰＤから飛び出し、ペスティは「のわっ!?」と素すっ頓とん狂きような声を上げ、クインは驚いた拍ひよう子しに落としかけたＰＤをワタワタしながら摑つかみ取り、クラリタはじっとりとした視線を己おのがＰＤに投げかけた。

『おい、脳筋。最高司令官の権限使って通信を傍ぼう受じゆしてんじゃねえよ』

『お前が己おれの通信に応じないのが悪い。まあ、かえって手間が省けたから結果オーライだったがな』

『手間？』

『ああ。十影、お前には第一街区の防衛についてもらう』

　命令を下すクルススクの声音が真しん剣けんそのものだったせいか、十影は憎にくまれ口を叩たたくことなく、『理由を説明しろ』とクルススクに催さい促そくする。

『この二カ月の間、たしかに至高の血族やつらの動きは大人しかったが、人工太陽帯を抜けてきた斥せつ候こうの数は目に見えて増加していた。そんなタイミングで、こうもド派手に仕し掛かけてきたのだ。無策で突つっ込んできたとは思えん。暴れ回っている八人は陽動と見るべきだろう』

『敵の狙ねらいはクリアナの中ちゆう枢すうにあると？』

『十中八九な。陽動の数から見て本命の数はせいぜい一人か二人程度だろうが、太陽塔ツリーの膝ひざ元もとである第一街区に踏ふみ入ろうとしている時点で、敵が人工太陽光を物ともしない兵つわものであることは明らか。ゆえにお嬢じようさん方はクラリタ君に任せて、お前は第一街区の防衛につけ。己とクラリタ君の信しん頼らいを踏みにじりたければ、否いなと答えてかまわんぞ』

『そんなふうに言われて断れる奴やつがいるかよ。……二人のこと、くれぐれもよろしくお願いします』

『ふっ……こういう時に使う敬語は随ずい分ぶんと丁てい寧ねいじゃないか』

『こういう時だからこそ丁寧なんだよ』

『やれやれ、調子のいい英えい雄ゆうもいたものだな』

『なんとでも言え』

『事が済んだら好きなだけなんとでも言わせてもらうとしよう。それより、もうすぐお前のところに迎むかえの車が来るはずだ。それに乗ってさっさと第一街区に向かえ。それからお嬢さん方、このバカに余計な心配をかけさせないためにも無茶だけはしてくれるなよ。最後にクラリタ君、君はお嬢さん方を援えん護ごすると同時に〝闇〟を創つくり出した輩やからを見つけ出し、仕留めろ。君の力ならばどちらも完かん遂すいできるはずだ』

「もちろんです」

『いい返事だ。己はもう通信を切る。皆みなの武運を祈いのってるぞ』

　唐とう突とつに吹ふき荒あれた嵐あらしのように、伝えるべきことを伝えたクルススクはさっさと通信を切ってしまう。口を挟む余よ裕ゆうすらなかったペスティとクインは啞あ然ぜんとするばかりだった。

『おれももう通信を切る。ペスティ、クイン……絶対に死ぬなよ』

「ちょ……『死ぬなよ』とか縁えん起ぎでもないこと言わないでよ！　もうちょっとオブラートに包んだ言い方してよ！」

　クインの抗こう議ぎに、十影は『わ、わりぃ』とぎこちなく謝罪した。

「ふむ……ならばわたしが縁起のよさそうなことを言ってやろう。この戦いが終わったら、《クラック》のオムライスを参考にした新作オムライスを二人に振ふる舞まってやろう！　どうだ！　これなら縁起がよかろう！」

「余計悪いよ！」『余計悪いわ！』

　ＰＤを介かいして一つになった二人の叫さけびに気け圧おされ、ペスティは思わず後ずさる。

「戦いが終わったら～とか言っちゃうの、完全に死亡フラグだからね！　特に食べ物関連はジンクスになってるくらいやばいやつだからね！」

『しかもこの場合、死ぬのはおれとクインになるな……』

「そ、そうなのか!?」

　と、ますます後ずさるペスティを尻しり目めに、三人のやり取りがツボに入ってしまったクラリタは、うずくまって腹を抱かかえながらプルプルと震えていた。

「ペスティ、憶おぼえておいて。戦いが終わった後に食べたい物があるとか言ったり、料理をごちそうしてもらうことになったりした人は、大たい抵てい死んじゃうから。驚くほど死んじゃうから」

「う、うむ……わかった」

『クイン、人に縁起がどうとか言っといて死んじゃう死んじゃう連呼してんじゃねえよ』

「しょ、しょうがないでしょっ。ペスティにわかりやすく説明しなきゃいけなかったんだから──って、十影今笑ったでしょ!?」

『わりぃわりぃ。お前らと話してると、縁起だのジンクスだのを気にするのが段々馬ば鹿からしく思えてきてな』

「ならばっ、十影はわたしのオムライスを楽しみにしていると思ってよいのだなっ!?」

『ああ。ペスティの料理の中でも、オムライスは特に絶品だからな。新作、楽しみにしてるよ』

「クインはっ!?」

　満面に期待をたたえながら、ペスティはクインに顔を向ける。

　今度はクインの方が後ずさってしまうも、

「あ～もうっ、わかりましたっ!!　ぜ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ったいに生き残って、オムライスおかわりしてやるんだからっ!!」

「うむっ!!」

「というわけだから十影っ、ちゃっちゃと通信切りなさい！　あんたのせいで無駄に時間食っちゃったじゃない！」

『おれのせいかよ!?』

「そ、そうであった！　こうしておる間にも無む辜この者が至高の血族に襲おそわれておるやもしれ──ぬわぁぁっ!?」

『ど、どうしたペスティ!?』

「あー気にしなくていいよ。丈たけの長いワンピース着てるのに慌あわてて走り出したもんだから、足がもつれて転んじゃったの」

「さすがに少しは気にしてほしいぞ!?」

　と、地面に突っ伏ぷしながらＰＤに向かって叫ぶペスティをよそに、

『おっと、迎えの車が来たからもう切るわ。それじゃあな』

　そう言って、十影は容よう赦しやなく通信を切った。

「……激げき辛から……激辛オムライスをつくってやるぅ……」

「それ、辛くしすぎて自分も食べられなくなるパターンだよね」

　あぅ──と、情けない声をあげるペスティに、クインは苦く笑しようしながら手を差し伸のべる。ペスティはクインの手を借りて立ち上がると、

「むむぅ……さすがにこれでは動きづらいな」

　同意を求めるように、同じ服装をしているクラリタに視線を向け……小首を傾かしげてしまう。いつの間にか、クラリタの華きや奢しやな腰こしには、複数のポーチが付属したベルト──バンダリアが巻かれていた。

「ふむ？　そんなもの腰に巻いておったか？」

「さっきケースから取り出して巻いた」

　これまたいつの間にか地面に下ろしていたケースを視線で示すと、クラリタはバンダリアから折りたたみナイフを取り出し、

「動きづらいって話だけど、こうするしかないと思う」

　身につけていたワンピースを切り裂さいて、太ふと腿ももが露ろ出しゆつするほどにまでスカート丈を短くしてしまう。

「な、なにをしておる!?」

「動きやすくしておる」

　淡たん々たんとペスティの口調を真似まねながら、クラリタはペスティのワンピースに刃やいばを向ける。

「ま、待て、クラリタ。この服はクインと一いつ緒しよに選んだ服で……その……気に入っていて…………ほ、本当にこれしか方法はないのか!?」

「新しく服を調達しない限りは」

「……だよね」

　クインまでもがクラリタに同意し、ペスティは「ぐぬぬ」と呻うめくも、

「無辜の者たちを助けるためだ……ひと思いにやってくれ……！」

　クラリタはコクリと首しゆ肯こうすると、「ああ……っ」と名残なごり惜おしそうな声を漏もらすペスティに構わず、容赦なくワンピースを切り裂いた。







　通信を切り、ＰＤを懐ふところに仕し舞まいながら、十影は人知れず苦笑する。

　二人の傍そばにクラリタがいて、さらにはクルススクが現場に急行しているという前提があるとはいえ、つい先さき程ほどまでペスティとクインのことが心配でたまらなかった気持ちが、二人と他愛ない会話を交かわしただけでどこかに吹き飛んでしまったことをおかしく思う。

（まだなにも解決していないどころか、今まさに事に当たろうって段階なのにな）

　ますます苦笑を深める十影だったが、すぐに気持ちを切り替かえ、緩ゆるんでいた緊きん張ちようの糸をしかと引き締しめた。

　居場所を護まもるための戦いは、なにもペスティとクインを直接護ることだけではない。クリアナを潰つぶされることは、ひいては十影たちの居場所を潰されることに繫つながる。自分たちの居場所を護るためにも、クリアナという都市そのものを護らなければならない。なにより、クリアナが、そこに住まう人々が至高の血族スプリームブラツドに蹂じゆう躙りんされるところなど見たくない。

　ペスティを、クインを、クリアナに住む人々を護るために、クリアナの中枢を狙う敵をぶった斬ぎる──そんな決意を己おのが胸に刻みつけ、十影は背後を振り返り、自宅の前で停車している車に歩み寄る。その車は、クルススクが第八街区にあるエクイテスの施し設せつから手配した、迎えの車だった。

「わりぃ、待たせた」

　運転手を務める兵士に一言謝ってから中に乗り込み、後部座席に腰を下ろす。それからほどなく、市街地にあるまじき猛もうスピードで車は走り出した。

「ったく、今から家に入ろうかってタイミングでこんなことになるとはな」

　ＰＤが緊きん急きゆう避ひ難なん警報を発したのは、十影が外で夕食を済ませ、家に戻もどって中に入ろうとした直前のことだった。自然、愚ぐ痴ちっぽくなってしまう。

　どこの至高の血族バカの仕し業わざかは知らないが、クリアナに侵しん入にゆうしたことを、ペスティとクインを戦せん闘とうに駆かり出させたことを後こう悔かいするくらい完かん膚ぷ無なきまでぶった斬ってやる──もう一つ、穏おだやかではない決意を胸に刻みつけた直後のことだった。

　ぞわり……と、身み震ぶるいするほどの悪お寒かんに襲われ、十影は思わず硬こう直ちよくする。

　侵入者の気配を感じ取ったわけではない。が、とてつもないなにかがクリアナに侵入したと思わずにはいられない、確信にも似た予感を抱いだかせる悪寒だった。数えきれないほどの死線を乗り越こえて培つちかった勘かんが、最大級の警けい鐘しようを鳴らすほどに強きよう烈れつな悪寒だった。

　そして、なぜかリアリのことが脳のう裏りをよぎる悪寒だった。

　リアリと悪寒の因果関係がわからず困こん惑わくしそうになるも、悪寒自体が気のせいだと言われればそれまでという程度のものだったので、深くは考えず、されど気はしっかりと引き締め、十影は車の行く先を、第一街区の方角を決然と見み据すえた。







　ペスティ、クイン、クラリタの三人は人々が逃にげる方向とは逆方向に、クリアナの空を圧する〝闇やみ〟に向かって大通りをひた走っていた。

「うぅ……わたしのワンピースがぁ……」

「そんな情けない顔しないの。また今度買い物に付き合ったげるから」

　今や膝ひざ上うえ丈たけまで短くなった、マキシからミニに変へん貌ぼうを遂とげたワンピースを惜しむペスティを、クインは苦笑まじりに慰なぐさめる。

　もともと膝上丈だったうえ、ニットワンピースの伸しん縮しゆく性が高かったおかげで、クイン一人だけは着衣を切り裂かずに済んではいたものの、ショルダーバッグを肩かたにかけたままではさすがに動きづらかったので、バッグの部分が腰の右後方にくる形でストラップを体に巻き、長さを調節して強く締めつけることで、無理矢理ながらもウエストバッグとして運用していた。

「二人とも止まって」

〝闇〟に接せつ触しよくするまであと一キロメートルというところでクラリタは足を止め、促うながされるがままにペスティとクインも足を止める。事前にクラリタの得物について聞かされていたため、二人とも足を止めた理由を訊たずねるような真似はしなかった。

　クラリタは肩に背負っていたケースを地面に下ろし、中から変わった形状をした銃じゆうを取り出す。銃身が音おん叉さのような形状をしたそれは、電磁狙撃銃レールライフルと呼ばれる、対至高の血族スプリームブラツド用の狙撃銃スナイパーライフルだった。

「うわぁ、訓練用以外の電磁狙撃銃初めて見た……」

「うむうむ、たしかにいかにも特別そうな兵器だな」

　二人の反応に満足したのか、クラリタの左目には誇ほこらしげな輝かがやきが揺ゆらめいていた。

　至高の血族相手に、ただの狙撃銃による、百メートル超ちようの狙そ撃げきがほとんど成功しないことは兵士たちの間では常識となっていた。なぜなら至高の血族は、人間のそれをはるかに凌りよう駕がした身体能力、知覚、反射神経をもって弾だん丸がんを視し認にんしてから回かい避ひすることができ、感覚の鋭するどい者ならば発はつ砲ぽうによって生じた大気の乱れを察知してから弾丸を回避することも可能なためであった。狙撃銃の初速はマッハ３に及およぶため、五十メートルにも満たない距きよ離りならば至高の血族といえども発砲を察知してから回避することは困難だが、至高の血族相手にその距離にいることは狙撃手にとっては自殺行こう為いに等しい。ゆえに、至高の血族相手にただの狙撃銃はあまり役に立たない──それが兵士たちの間では常識となっていた。

　その常識を打ち破る兵器が、クラリタが今手にしている電磁狙撃銃だった。

　音叉状の銃身に埋うめ込まれた電気伝導体製のレールに極大の電流を流し、磁場の相そう互ご作用によって吐はき出された弾丸の初速は実にマッハ９。従来の狙撃銃の三倍に及ぶ初速だった。数百メートル先からの狙撃でも、至高の血族といえども察知してから回避するのが困難な弾速だった。

　それほどの兵器がなぜ兵士たちの間に出回っていないのか……その理由は生産コストと運用コストの高さ、そして、従来の狙撃銃に比べて命中精度が格段に落ちるため、使いこなせる人間が限られているせいにあった。ゆえに、クインも訓練用以外で電磁狙撃銃を見たのは初めてだったのだ。

「あれ？　この電磁狙撃銃……スコープが付いてない？」

「ボクには必要ないから」

　クインの疑問に淡々と答えながら、クラリタは右目にかかった眼帯を外す。

　クラリタの右目を目まの当たりにしたペスティとクインは、揃そろって目を見開いた。




　輝きの失うせた藍あいの右目には、スコープを思わせる十字の照準線レテイクルが刻まれていた。




「ボクには、この右目があるから」

　そう呟つぶやき残すと、間近の建物に走り寄り、ドアノブを足場に二足で陸ろく屋や根ねの上に駆け上がる。至高の血族ペステイの聴ちよう力りよくをもってしても足音一つ聞こえない、素す早ばやくも静かな動きだった。

　クラリタは陸屋根の縁ふちに移動し、〝闇〟に向かって電磁狙撃銃を構える。子供並みの矮わい軀くでＢＩも飲まずに立射に挑いどむなど無む謀ぼうもいいところ──と、言いたいところだが、重さ十二キロもある電磁狙撃銃を構えるクラリタは彫ちよう像ぞうさながらに微び動どうだにせず、その立ち姿は驚おどろくほど堂に入っていた。

「〝天網の義眼クラリウイデンス〟、駆く動どう」

　瞬しゆん間かん、輝きの失せていた右目に機械的な虹こう彩さいが浮うかび上がる。同時に、温度、湿しつ度ど、大気の流れ、生体反応が可視化され、遮しや蔽へい物の先をも見通した映像が〝天網の義眼〟を通じてクラリタの視界に映じる。さらには未来予測された映像に、各種データを元に作成された俯ふ瞰かん映像、詳しよう細さいな地形データ……〝天網の義眼〟のもたらす情報量たるや洪こう水ずいと呼ぶにふさわしく、並の人間ならば一分と経たたずに情報に酔い、嘔おう吐としてしまうほどに膨ぼう大だいだった。

〝天網の義眼〟を使いこなす訓練を積んできたクラリタは、〝天網の義眼〟がもたらす全すべての情報を瞬時に把は握あくし、脳波操作で〝天網の義眼〟の望遠倍率を上げて、ここから最も近い位置にいる、建ち並ぶ建物の向こう側にいる二人の至高の血族を視界に映じる。一人はフードを目ま深ぶかにかぶった、白いローブとカソックに身を包んだ男だった。もう一人は、フードを脱ぬいだ、黒いローブを羽織った瘦やせぎすの男だった。

〝闇〟の範はん囲い内ギリギリのところにいるその二人は、目に映る人間を、それを護ろうとする兵士を手当たり次し第だい殺しまわっていた。それが自分の仕事だと言わんばかりに淡々と殺す白ローブに対し、黒ローブは気の向くままに人間を殺し、血を吸い、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくすことを心の底から楽しんでいる様子だった。

「今から仕し掛かけるから」

　視線を〝闇〟に固定したまま、淡々とペスティとクインに告げる。

「射線上に出てくるまで待ってなんかいられない」

　無感情な声こわ音ねとは裏腹に、左目に憤ふん怒ぬの炎ほのおを燃え上がらせながら、空に向かって電磁狙撃銃を構える。クラリタの行動に目を丸くするペスティとクインを尻しり目めに、クラリタは天空目がけて二度、引き金を引き絞しぼった。







「ぷっはー……たっまんねえなぁ、おい」

　瘦せぎすの至高の血族スプリームブラツド──デルボアは、女性の首筋に突つき立てていた牙きばを抜ぬき、恍こう惚こつの声をあげる。デルボアの腕うでに抱だかれた女性は致ち死し量を超こえた血を吸われ、すでに事切れていた。

　一方で、兵士を優先的に狙ねらい、殺していた白ローブの至高の血族は、最後の一人の首を刎はね飛ばしながら、デルボアに向かって苛いら立だった声をあげる。

「デルボア殿どの！　今は血を吸うことよりも、一人でも多く敵の戦力を減らすことに注力したまえ！」
















「うるっせーな。俺様はランドルフ様に好きなだけ暴れてこいって命令されてんだ。だから命令どおり、好きなだけ人間を殺して、好きなだけ血を吸わせてもらうぜ」

「デルボア殿!!」

　声を荒あらげる白ローブに向かって、これみよがしに舌打ちした、その時だった。

　はるか上空から、自分と白ローブ目がけてなにかが降ってくる気配を感じ取り、デルボアは半ば反射的に後ろに飛ぶ。

　刹せつ那なにも満たぬ間、大気の乱れ方でなにかが二発の弾丸であることをデルボアは把握する。

　どうやって上空から発砲したのかはさておき、弾丸に全く気づいていない白ローブに注意を促そうと口を開きかけ、

（別に助ける義理はねえか）

　あっさりと、白ローブを見捨てることを選ぶ。

　弾丸の速度が音速をはるかに超えているため声をかけたところで間に合わないという理由もあったが、自分に意見したことが気に食わないという理由が、白ローブを見捨てる決め手となっていた。

　転瞬、上空から降ってきた弾丸が白ローブの心臓を貫つらぬき、ほぼ同時に、一瞬前までデルボアが立っていた地面に穴を開ける。

　なにをされたのか理解できていないのか、白ローブは顔に驚きよう愕がくを貼はりつけながら、血を吐き出しながら仰ぎよう臥がし、絶命した。

「あーあ、ご愁しゆう傷しよう様さま」

　今や物言わぬ肉につ塊かいと化した白ローブを嘲ちよう笑しよう混じりに見下したあと、敵がどこから撃うってきたのかを確認するために建物の上に飛び移──

「!?」

　その瞬間を狙い澄すましていたかのように、建物の上に出たばかりのデルボアに向かって超ちよう音おん速そくの弾丸が襲おそいかかる。

　完全に虚きよを突かれたデルボアがそれをかわせるはずもなく、弾丸はこめかみに直撃。デルボアは弾はじき飛ばされながら地面に落下──するよりも早くに体勢を立て直し、両の足でしかと着地する。〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟であるデルボアは闇闘技コンフリクトを駆く使しし、闇のオーラをこめかみに一点集中させることで弾丸を防いでみせたのだ。だが、

「くそがぁッ！　どこのどいつだか知らねぇが絶対に許さねぇぞッ！」

　弾丸の威い力りよくはオーラを一点集中させても防ぎきれないほどに強きよう烈れつで、デルボアのこめかみからは鮮せん血けつが滴したたり落ちていた。

　デルボアは怒いかりで血走った目を後方に走らせ、怒ど号ごうを吐き出す。

「モロォッ!!　〝永劫の夜センペルノツクス〟の外から攻こう撃げきしてくるクソがいやがるぞッ!!　さっさとこっちに来やがれぇッ!!」







「ごめん。二人のうち一人しか仕留められなかった」

　立射の体勢を維い持じしたまま淡たん々たんと謝るクラリタに、クインは呆あきれたように「いやいや」とかぶりを振ふり、早口に捲まくし立てる。

「一キロ超のこの距離で曲射を成功させただけでも充じゆう分ぶんすぎるから。普ふ通つうに狙撃しても成功するような距離じゃないから。謝る方がおかしいから」

　曲射──それは、仰ぎよう角かくをつけて発砲することで弾丸に放物線軌き道どうを描えがかせ、上方から標的を撃ち抜く射撃法。建ち並ぶ建物によって射線が通らない敵を撃ち抜くために、クラリタは空に向かって電磁狙撃銃レールライフルを構え、曲射を敢かん行こうし、見事至高の血族スプリームブラツドを一人仕留めてみせたのだ。

　神かみ業わざと呼ぶにふさわしい狙撃技術を目の当たりにしたクインは、クラリタが十影の先輩であることを心底痛感する。

「動き出したぞ」

　ペスティの言葉どおり、動き出した〝闇やみ〟がゆっくりとこちらに迫せまってくる。建物の蔭かげから蔭に移動する、瘦せぎすの男とともに。

「ふむ……あのデルボアとかいう男、クラリタの狙撃を警けい戒かいしておるようだな」

　人にん間げん離ばなれした聴力で至高の血族たちの会話を聞いていたのか、ペスティは瘦せぎすの男の名前を告げながらクラリタを見上げた。

「狙撃を失敗したから言うわけじゃないけど、気をつけて。そのデルボアとかいう〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟、迂う闊かつな割にはかなりの手て練だれっぽいから」

　聞きたくなかった情報を聞いたクインは、胃の底からせり上がってきた不安を押し戻もどすように、バッグから取り出したＢＩを一気に飲み干す。敵は手練の〝至高の中の至高〟……相手にとって不足はない。などと思えるほど、クインの心しん胆たんは豪ごう気きにできていない。

「大だい丈じよう夫ぶ。ボクがサポートするから」

「うむうむ。わたしもちゃんとサポートするから心配はいらないぞ」

　顔に出ていたのか、クラリタとペスティが優やさしい言葉をかけてくれた。

　二人の気き遣づかいに感謝しながらも、クインは心の中で「情けないなぁ」と、自嘲する。

　十影の力になれるくらいに強くなってやるんだから──などと言っておきながら、いざ実戦になると心も体も仲良く揃そろって萎い縮しゆくしている。こんなことじゃダメだと思う。こんな調子じゃ、十影だけでなくペスティにも置いて行かれてしまうとも思う。だから、

「大丈夫。この二カ月の間、十影にしっぽり鍛きたえてもらったんだから」

　胸中の不安を押し殺すように冗じよう談だんを交えながら、ペスティとクラリタに向かってニッコリと笑ってみせた。が、

「ししししっぽり!?　しっぽりとはどういう意味だ、クイン!?」

　冗談が全く通じなかったペスティが、唐とう突とつに素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「ちょ……真に受けないでよ!?　ただの冗談だから──って、あ～もう！　言わせないでよ恥はずかしい！」

「冗談なのだな!?　本当に冗談なのだな!?」

「本当に冗談だから！　ていうか、もうすぐ敵くるから！　クラリタも噴ふき出してないで、ちゃんと気を引き締しめてよ！」

　会敵寸前にあるまじき緊きん張ちようの欠片かけらもないやり取りにクインは頭を抱かかえそうになるも、頭にいきかけた手を無理矢理腰こしの右後方に下ろして、バッグの中から自身の得物を、装そう弾だん数すう十五発の自動式拳銃オートマチツクを取り出す。先のやり取りのおかげで不安がどこかに吹ふき飛んだのか、一連の動作には微み塵じんの淀よどみもなかった。

　ほどなく〝闇〟が三人を覆おおい、遅おくれてやってきたデルボアが建物の蔭から顔を覗のぞかせながら喜色の声をあげる。

「おいおい、外からちまちま攻撃してくるからどんなクソかと思ったら、揃いも揃って上玉じゃねぇか！　こいつぁ旨うまそ──うぉうッ!?」

　言い終わるよりも早くに電磁狙撃銃が火を噴き、弾丸が当たる寸前に顔を引っ込めたデルボアが勢い余って後ろに転んだ音がクインたちの耳じ朶だに触ふれる。

　もはやデルボアの鼻先すら見えなくなった建物を見つめながら、クラリタは全く感情のこもらない声音で容よう赦しやのない言葉を吐はいた。

「不快」

「そうかよ不快かよ！　だったら……もっと不快な想おもいをさせてやるよ！」

　転瞬、建物の蔭から四人のデルボアが飛び出してくる。

　闇色の体をしたデルボアたちは二手に分かれ、大通りにいるペスティと、建物の上にいるクラリタに、二人がかりで向かっていく。

「あの男の闇闘技コンフリクトか……！」

　クインを無視して襲い来るデルボアたちの攻撃をかわしながら、ペスティは呻うめく。

「たしかに、もっと不快」

　クラリタは不快感を覚えているとは思えないほどに無感情な声音で呟つぶやくと、バンダリアからＢＩを取り出して一気に飲み干した。遅れて、一足で陸ろく屋や根ねの上に飛び移った二人のデルボアがクラリタに襲いかかる。

　一人だけ相手にされていないクインが、どちらの加勢に向かうべきか迷っていると、

「〝冥き従者セルブス〟！　そいつらしっかり抑おさえとけよ！」

　建物の蔭から飛び出してきた本物のデルボアがこちらに向かってくるのを見て、すぐさまそちらに銃じゆう口こうを向け、引き金をひいた。

　デルボアは速度を落とすことなく銃撃をかわし、得意げに「当たるかよ！」と叫さけぶも、

「知ってる」

　クインがすでに眼前まで迫っていたことに気づいた瞬しゆん間かん、得意げにしていた表情が一瞬にして狼ろう狽ばいに塗ぬり替かわる。クインは発はつ砲ぽうすると同時に地を蹴けり、デルボアに肉にく薄はくしていたのだ。

「やぁっ！」

　狼狽の隙すきを見み逃のがすことなく、クインは気を吐きながらデルボアの顔面に膝ひざ蹴げりを叩たたき込み、仰のけ反ぞらせる。

　至高の血族は〝貴血の加護ブレス〟と呼ばれる不可思議な力のおかげで、銀と太陽の光、そして同どう胞ほうである至高の血族からの攻撃以外で傷つくことはない。そのため、今の膝蹴りがデルボアに全くダメージを与あたえていないことはクインも承知していた。同時に、〝貴血の加護〟というものが、身体からだが物理的ストレスを受けた際に生じる体組織の破は壊かいが発生しないだけの力であることも、打撃などを受けた際に生じたベクトルまでは打ち消せないことも承知していた。

　クインは、膝蹴りをくらって仰け反るデルボアの心臓に銃口を突つきつける。

　初うい陣じんでスルガと呼ばれる至高の血族相手に見せた、打撃で崩くずし、本命銀を叩き込む戦法──今やそれは、十影とペスティとの鍛たん錬れんを経へて、クインの戦せん闘とうスタイルとして完全に確立されていた。

　本命である銀の弾丸を撃ち込むべく、クインは引き金をひくも、

「おぉっと危ねえ！」

　銀弾が発射されると同時に、デルボアは体を捻ひねって強ごう引いんに銃撃をかわしてみせる。

　相手は手練の〝至高の中の至高〟。不意をつけたとはいえ、初手でやられてくれるような甘い相手ではなかった。

「いっちばん旨そうだったから狙ねらってやったのによぉ、随ずい分ぶんじゃじゃ馬じゃねぇか！」

　銃を持つ右手を狙った、闇のオーラを纏まとった貫ぬき手てがクインに迫る。速さ、鋭するどさともに凡ぼん百ぴやくの至高の血族とは比べものにならないが、

（ＢＩを飲んだ十影に比べたら……！）

　以前のクインからは考えられないほどの劇的な反応で、半身になって貫手をかわし、デルボアの鳩尾みぞおち目がけて銀弾を放つ。

　今度こそ捉とらえた──と、確信するも、デルボアは膝が直角に曲がるほどに体を仰け反らせて銃撃を回かい避ひ。さらにその体勢から片足を振り上げ、クインの拳銃を空高くまで蹴り飛ばした。

「しまっ──」

　拳銃を蹴り上げられた反動で右手ごと体を仰け反らせながら、クインはたたらを踏ふむ。その間に、デルボアは蹴り上げの勢いを利用して宙返りを打ち、着地と同時に──

「ちぃッ！」

　地を蹴って追撃をかけようとしていたデルボアは、筋肉の力で無理矢理その場に踏み止とどまる。ほぼ同時に、マッハ９の弾丸がデルボアの眼前の地面を穿うがった。

　確かく認にんするまでもなくクラリタが援えん護ごしてくれたことを察したクインは、二体の〝冥き従者〟と戦いながらも助けてくれた彼女に感謝しつつ、蹴り飛ばされた拳銃を回収すべく跳ちよう躍やくする。

「射線を封ふうじろ〝冥き従者〟！」

　クラリタの相手をしていた、いつの間にか一体になっていた〝冥き従者〟に命令を飛ばしながら、デルボアはクインを追って跳躍する。

　拳銃が蹴り飛ばされた、高さ十五メートルまで跳躍したクインは、迫りくるデルボアに視線を固定しつつも、視界の端はしでペスティの様子を窺うかがう。タイミング良くペスティが二体の〝冥き従者〟を手刀で切り裂さく様を見た瞬間、クインは拳銃を捨てる決意を固めた。

　視線を交かわしている余よ裕ゆうはない。だから、

「ペスティ！」

　みなまで言わなくてもわかってくれると信じ、クインはバッグの中から円えん筒とう状の物体──破片手榴弾フラグメンテーシヨンを取り出す。

「なんだぁ、そいつぁ!?」

　どうやらデルボアは破片手榴弾を知らないらしく、その表情は未知の兵器に対する警戒と緊張で強こわ張ばっていた。

　好都合と言わんばかりにクインは不敵に笑い、破片手榴弾のピンを抜ぬいて自身の目の前に放ほうり投げる。直感で破片手榴弾が危険だと判断したのか、デルボアはクインを無視して破片手榴弾目がけて手刀を振ふるおうとする。全く同時に、どこからともなく伸のびてきた漆しつ黒こくの帯がクインの体に巻きつく。

　転瞬、漆黒の帯に引っ張られたクインは凄すさまじい勢いで破片手榴弾から離はなれていき、デルボアは破片手榴弾に向かって手刀を振り抜いた。

　闇のオーラを纏った指先が破片手榴弾に届く直前、




　破片手榴弾は爆ばく発はつし、撒まき散らされた無数の銀ぎん片へんがデルボアに突き刺ささった。




「があああッ!!」

　獣けものじみた悲鳴をあげながら、デルボアは地面に落ちていく。その一方で、漆黒の帯に引っ張られたクインは、破片手榴弾の範はん囲い外がいにいたペスティにしかと抱だき止められていた。

　漆黒の帯──それはペスティの闇闘技〝宵闇の揺らめきエクスポリエム〟。

　クインがこちらの名前を呼びつつ破片手榴弾を取り出すのを見たペスティは、それだけで彼女の狙いを察することができた。ＢＩを摂せつ取しゆした十影相手に、二人で連れん携けいして何度も模も擬ぎ戦せんを行なっていたおかげもあるが、二カ月もの間一つ屋根の下で暮らし、育はぐくまれてきたクインとの絆きずなが、みなまで言われるまでもなく、視線を交わすまでもなく、彼女の狙いを感づかせてくれたのだ。
















　そして、仕上げが任されていることも、ペスティは察していた。

　クインを地面に下ろすや否いなや、ペスティは疾しつ風ぷうさながらにデルボアに肉薄。いまだ落下の途と上じようにあるデルボアは、今さらながらペスティが至高の血族であることに気づいたのか、あるいは、今まさに確実なる死が自分に迫せまっていることが信じられないのか、驚きよう嘆たんに満ちた表情でこちらを見つめていた。

　至高の血族一人を生かすことは大勢の人間を殺すことと同義。以前住んでいた村を壊かい滅めつさせられた際に、その事実を嫌いやというほど思い知らされたペスティは、デルボアを殺すことに微塵の躊ちゆう躇ちよも覚えなかった。が、だからといって無下に苦しませようという気も覚えなかった。

　せめて痛みを感じることなく一瞬で──そんなことを思いながら、ペスティはデルボアの首を刎はね飛ばし、一いち撃げきで絶命させた。

「クラリタは!?」

　地に落ちたデルボアの首と胴どう体たいから、胃の底に沈ちん殿でんする不快感から目を逸そらすように、ペスティはいまだ建物の上で戦っているであろうクラリタに視線を移そうとするも、

「ここにいるよ」

　いつの間にかすぐ傍そばに立っていたクラリタに度ど肝ぎもを抜かれ、「のわっ!?」と悲鳴をあげながら後ずさってしまう。クラリタの接近に気づけなかったのはペスティだけではなく、こちらに歩み寄っていたクインも、つぶらな瞳ひとみを丸くして驚おどろいていた。

「け、怪け我がはないか？」

　と、気き遣づかうペスティに、クラリタはコクリと首しゆ肯こうを返す。

「電磁狙撃銃には傷一つついてないよ」

　余裕すら窺わせる返答に、ペスティはぎこちなく「そ、そうか」と答えた。どうやら、ペスティがデルボアを倒たおす前に、自分に襲おそいかかっていた〝冥き従者〟を片づけていたようだ。

「それより、これからどうする？　あたし個人の意見としては、ＢＩが切れる前に〝闇やみ〟を創つくり出してる奴やつを叩くべきだと思うんだけど。太陽塔ツリーが機能すれば、侵しん入にゆう者を一いち網もう打だ尽じんにできるかもしんないし」

「ふむ……〝闇〟を創り出している者とは、デルボアがモロと呼んでおった者のことだな……うむっ。わたしもクインの意見に賛成するぞ」

「そのことで、ちょっとペスティにお願いしたいことがあるんだけど」

　小さく挙手をしながら見つめてくるクラリタに、「お願い？」と訊きき返しながらペスティは小首を傾かしげた。







　クラリタは電磁狙撃銃レールライフルに弾だん丸がんを補ほ充じゆうしたあと、銃じゆう床しように埋うめ込まれたバッテリーを抜き取って、バンダリアから取り出した新しいバッテリーと取り換かえる。

　準備が整ったところでペスティに向かって一つ頷うなずき、頷き返したペスティは組んだ両手を下に伸ばして腰こしを落とした。

　クラリタはペスティの両手の上に片足を乗せると、

「ブラックコーヒーの時みたいに、『いっせーのーで』でお願い」

「うむ、わかった。……それではいくぞ」

　クインが固かた唾ずをのんで見守る中、クラリタは両の足に力を込こめ、ペスティは全身に力を込める。

「いっせーのーでっ！」

「でっ！」に、合わせてペスティは両手を思い切り振り上げてクラリタを投げ飛ばし、クラリタはペスティの呼吸に合わせて飛び上がり、クリアナを護まもる壁かべの中ほど──五十メートル近い高さまで一気に跳躍する。

　跳躍の最高点に達したところでクラリタは左目を閉じ、右目──〝天網の義眼クラリウイデンス〟のみで下界を見下ろした。

「……いた」

　デルボアとの戦闘中、〝天網の義眼〟で〝闇〟を創り出した者を見つけ出していたクラリタは瞬しゆん時じに目標──モロを捕ほ捉そくする。

　フードを脱ぬいだ、白いローブとカソックに身を包んだスキンヘッドのこの男が、人工太陽光を圧する〝闇〟を創り出した〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟だった。

〝天網の義眼〟の望遠倍率を上げ、電磁狙撃銃を構え、クラリタから見て右前方を向いているモロの心臓に狙いを定める。

　目標との距きよ離りは二・八キロメートル。凄すご腕うで程度の狙そ撃げき手しゆならば絶対に挑いどまない超ちよう遠距離狙撃。それが自由落下中の狙撃ともなれば、誰だれもが無む謀ぼうだと断ずることだろう。そんな状じよう況きようであるにもかかわらず、狙撃の成功を、自身の技量を微み塵じんも疑っていないクラリタは、温度、湿しつ度ど、大気の流れを含ふくめた狙撃に関かかわるあらゆる要素を演算し、目標の心臓を射抜く道筋を瞬時に導き出す。

　転瞬、

　クラリタは電磁狙撃銃の引き金を引き絞しぼった。

　銃床のバッテリーから流れる極大の電流が音おん叉さ状の銃身に埋め込まれた電気伝導体製のレールを駆かけ巡めぐり、それによって生じた磁場の相そう互ご作用が発射された弾丸を爆ばく発はつ的てきに加速させる。弾だん頭とうのみが銀でできた、耐たい熱ねつ処理の施ほどこされた電気伝導体製の弾丸が二・八キロもの距離を刹せつ那なに潰つぶし、その先せん端たんをモロの胸にめり込ま──

「ぬぅぅう……ッ！」

　モロは口から血を吐はき出しながらも、かろうじて踏み止とどまる。

　デルボア同様すんでのところで狙撃に気づき、闇のオーラを胸の一点に集中させることで必殺の弾丸を凌しのいでみせたのだ。

　だが、それはあくまでも一射目の話。

　間かん髪ぱつ入れずに、一射目と寸すん分ぶん違たがわぬところに二射目の弾丸がモロの胸に、一射目の弾丸の底に突つき刺さり、一点集中させた闇のオーラに穴があく。その衝しよう撃げきで、再びモロの口から血が吐き出される。

　そして、

　駄だ目め押おしの三射目が二射目の弾丸の底に突き刺さり、三発の弾丸は一本の矢と化してモロの心臓を貫つらぬいた。

　デルボアと同じ防ぼう御ぎよ法をとられることを警けい戒かいしたクラリタは、三発の弾丸を全く同じところに着弾させることで、一点に集中された闇のオーラを力ちから尽ずくで撃うち貫いたのだ。

「これで終わり」

　成功させて当然と言わんばかりに、目標を仕留めた感かん慨がいなど欠片かけらも感じさせない口調で呟つぶやいたクラリタだったが、

「…………？」

　今まさに仰ぎよう臥がしようとしているモロが、今いま際わの際きわとは思えぬほどに晴れやかで、満ち足りた表情をしていることを訝いぶかしむ。が、モロが地面に倒れ、〝天網の義眼〟で生体反応が完全に消失したことを確かく認にんすると、モロの表情にたいした意味はないと断じ、建物の陸ろく屋や根ねに音もなく着地した。

　そして、気づく。

　クリアナの空がいまだ〝闇〟に支配されていることに。

　一瞬、〝闇〟を創り出していた者がモロではなかった可能性を考えるも、空を支配する〝闇〟の質が先さき程ほどまでとは変わっていることに気づき、即そく座ざに否定する。

「まさか……！」

　珍めずらしくも声に焦しよう燥そうを滲にじませながら、第一街区の方角を、第零太陽塔だいゼロツリーの方角を見やり、〝天網の義眼〟の望遠倍率をあげる。

　義眼に映じられた光景を脳が認識した瞬間、無表情に等しかったクラリタの表情に、ありありと驚きよう愕がくが浮うかび上がる。

　クラリタの右目に映る光景……それは、




　最上部にある人工太陽が吹ふき飛ばされた、見るも無残な姿と化した第零太陽塔だった。




　人工太陽──アポロン零号基が破は壊かいされたこと、それはクリアナを護りし第零太陽塔の機能が完全に失われたことを意味している。

　クリアナの未来そのものが闇に閉とざされたことを知ったクラリタは、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすことしかできなかった……。








第四章　月下の死し闘とう









　時は、第零太陽塔だいゼロツリー破壊前に遡さかのぼる。

　モロ、デルボアを含めた八人の〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟が第十五街区と第十六街区の境目付近で暴れ回っていた頃ころ、ランスは一人、クリアナの北東部──第四街区を一いち陣じんの風となって駆け抜ぬけていた。人工太陽光からその身を護るため、ランスは全身を揺ゆらめく炎ほのおにも似た闇のオーラで覆おおっていた。

　建物の陸屋根から陸屋根に飛び移って移動するランスの姿は黒き疾しつ風ぷうそのもの。事実、避ひ難なん中の民間人がランスを目まの当たりにしても、刹那の間に吹き抜けた黒風にしか見えていなかった。黒風に疑問を持つことはあっても、状況が状況な上、あまりにも一瞬すぎる出来事だったため気に留める人間は一人としていなかった。

（それにしても、闇夜獄テネブリスを乗り越こえて得た力がこれほどとはな）

　自分の力であるにもかかわらず、いや、自分の力だからこそ、ランスは驚きを禁じ得なかった。

　太陽の光すらも遮しや断だんできるほどの力を込こめたオーラを、全身に行き渡わたらせ、維い持じし続けることは並なみ大たい抵ていの労力ではなかった。並の〝至高の中の至高〟ならば長くても五分程度しか維持することはかなわず、闇夜獄に入る以前のランスでも一時間が精々だった。

　だが、闇夜獄を乗り越えた今のランスならば、呼吸をするようにいつまでもオーラを維持し続けることができる。その気になれば丸一日維持できるのではないかとさえ思う。

（無む尽じん蔵ぞうに等しい力……これがお前の見ていた景色というわけか、ガルビヤス）

〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟に名を連ねる友のことを思い出し、ランスは淡あわい微び笑しようを漏もらす。だが──ランスは全く把は握あくしていないことだが──第一街区に足を踏ふみ入れたところで敵意に満ちた気配を無数に感じ取り、ランスは微笑を消して足を止め、夜闇が払はらわれた空に向かって掌てのひらをかざした。

　ほぼ同時に、建物の蔭かげから白黒入り乱れた人間の兵士たちが一いつ斉せいに飛び出してくる。ざっと見ただけでも三十はくだらない数だった。

「〝千夜を征く大隊ミリアアルマ〟」

　直後、人工太陽光に照らされた空に、闇のオーラでできた無数の騎士槍ランスが具現する。数は数百に及および、その一本一本には人工太陽光を受けてなお消失しないほどに濃のう密みつなオーラが込められていた。

　掌を振ふり下ろすと同時に、数百の騎士槍は死をもたらす黒こく雨うとなって、兵士たちに降り注ぐ。だが、

　兵士たちはただの一人も黒雨を浴びることなく、地面に突き刺ささって林立する騎士槍を縫ぬってランスに接近してくる。

「なるほど、敵の本ほん拠きよというだけあって精せい鋭えい揃ぞろいのようだな。だが──」

　ランスは陸屋根に突き刺さった、己おのれと同じ名を冠かんする漆しつ黒こくの騎士槍を一本引き抜き、眼前に迫せまる兵士を神速の刺し突とつで刺し貫く。すぐさま騎士槍を手放すと、手近に刺さっていた二本の騎士槍を両手で摑つかみ取り、左右から襲おそいかかってきた二人の兵士を突き殺した。

「精鋭如ごときで私を止められると思うな！」

　さらに次から次へと襲い来る兵士を、陸屋根に突き刺さった騎士槍を引き抜いては突き殺し、引き抜いては突き殺し……ほんの数秒の間に、三十人近くいた兵士を半数以下にまで減らしてみせる。

　さすがにこのままではまずいと思ったのか、兵士たちはむやみやたらに仕し掛かけるのはやめて、ランスを取り囲むように布陣し、一定の距離を保ったまま様子を窺うかがい始める。どうやら増ぞう援えんが来るのを待つ腹積もりのようだ。

「ぬるいな」

　理知を感じさせる声こわ音ねとは裏腹に、憎ぞう悪おと狂きよう気きを双そう眸ぼうに燻くゆらせながら、ランスは再び空に向かって掌をかざす。直後、ランスの頭上に、闇やみのオーラでできた、全長三十メートルほどもあるバカげた大きさの投槍ジヤベリンが具現する。

　ランスを取り囲む兵士たちが慌あわてて仕掛けようとするも、その時には全すべてが遅おそすぎた。

　頭上から落ちてきた超ちようがつくほどに巨きよ大だいな投槍をランスは掌で受け止め、拳こぶしを強く握にぎり締しめることで投槍の柄えを摑む。転瞬、その場で旋せん転てんしながら投槍を真横に振り抜き、全方位から迫りくる兵士たちをまとめて薙なぎ払った。闇のオーラでできているためどれほど巨大であろうが投槍の重さは無いに等しく、投槍を振るう速度は電磁狙撃銃レールライフルの弾だん丸がんも斯かくやと思わせるほどの速さだった。

　当面の邪じや魔ま者ものがいなくなったところで、ランスは巨大投槍を手にしたまま第零太陽塔に体を向ける。

　第十五、十六街区で暴れ回っている者たちは陽動で、本命は第一街区に向かっているというクルススクの読みは正しかった。事実、〝誉れ高き血統〟の一人であるロッド・ストーカーが考えたクリアナ急きゆう襲しゆう作戦の要約は、精鋭クラスの〝至高の中の至高〟が派手に暴れ回って敵の目を引きつけ、その隙すきに本命のランスが第零太陽塔を破壊するというものだった。もっとも、ロッドが策を立てておきながらも策を力でねじ伏せる狂者を本命に置いていたことまでは、クルススクも看破できなかったが。

　狂者ランスは陸屋根を蹴けって空高くまで跳ちよう躍やくすると、高さ一キロに及ぶ第零太陽塔を、その最上部にある人工太陽──アポロン零号基を睨にらみつける。遅おくれて、地上から無数の銀弾が放たれるも、ランスはそれを意に介かいすることなく、アポロン零号基に向かって巨大投槍を投とう擲てきした。

　人工といえども太陽光の力は凄すさまじく、アポロン零号基に近づくにつれてオーラが溶とかされ、巨大投槍が少しずつその大きさを縮めていく。だが、

「その程度で私の一擲を止められると思うな！　紛まがい物の太陽よ！」

　真実、アポロン零号基はランスの一擲を止めることができなかった。

　三分の二ほどにまで大きさを縮めた巨大投槍は、第零太陽塔の最上部に直ちよく撃げきし、




　アポロン零号基を跡あと形かたもなく吹き飛ばした。




　破壊された人工太陽の残ざん骸がいが、地上にいる兵士たちに降り注いでいく。

「これで責務は果たした……！」

　ランスの口の端はしが吊つり上がり、満面に憎悪と狂気が溢あふれ出す。

　第零太陽塔が破壊され、兵士たちが呆然とする中、ランスは眼下に見えていた、エクイテスとクストスの共同訓練施し設せつの陸ろく屋や根ねに着地する。そして、魂たましいを、憎悪を、狂気を、ランスという存在そのものを吐はき出さんばかりの勢いで、人工太陽光が消えた夜空に向かって力の限り吠ほえた。

「出てこい〝赤い剣鬼レツドオーガ〟ァアああアアぁァッ!!　このランス・ロランスがッ!!　今すぐ貴様をこの手で殺してやるッ!!　今すぐこの手で殺させろォオおおオオぉオおォッ!!」







　ランスなる至高の血族スプリームブラツドが発する鬼き気きを前に、兵士たちは一人として動くことができなかった。訓練施設の上に立つ一いつ匹ぴきの鬼おにを前に、誰だれも彼もが身も心も竦すくませていた。紅く蛇じやただ一人を除いて。

（失態、ですね……）

　表情に痛つう恨こんを滲ませながら、紅蛇はランスを見み据すえる。

　第一街区に配備された兵士は、エクイテス、クストスから選えり抜いた精鋭。それが二百人も集まれば、敵の本命がどれほどの兵つわものであったとしても、最低でも十とお影えいが到とう着ちやくするまでの時間は稼かせげると思っていた。

　だが結果は、本命ランスを捕ほ捉そくし、対応してから一分と経たたずに第零太陽塔を破壊されるという最低最悪のものになってしまった。

　紅蛇は懐ふところからＰＤを取り出し、第一街区にいる全ての兵士にランスに攻こう撃げきを仕掛けないよう指示を飛ばす。

　ＰＤを仕し舞まった直後、紅蛇は杖つえのお世話になっている老人とは思えぬほどの速さで兵士たちの合間を縫って駆かけ抜ける。訓練施設にたどり着くと、逆巻く烈れつ風ぷうさながらに外壁を駆け上がり、陸屋根の上にいるランスと相対した。

　ＢＩ未み摂せつ取しゆとは思えぬほどの身のこなしを見せた紅蛇は、涼すずしい顔でランスを見据え、

（これは……参りましたね）

　内心、戦せん慄りつする。直じかに相対したがゆえにわかってしまったのだ。ランスの実力が、自分はおろか、十影とクルススクさえも凌りよう駕がしていることを。

　ランスは憎悪と狂気に満ちた双眸で紅蛇を睨みながらも、理知を感じさせる声音で訊たずねてくる。

「ご老体……まさか貴方あなたが、私の相手をするつもりではあるまいな？」

「そんなつもりはありませんよ。短い老い先がますます短くなるだけですからね。もちろん、前ぜん途とある若者たちの生い先を短くするつもりもありませんが」

　紅蛇の物言いに、ランスはわずかに片かた眉まゆを上げる。

「ならば、この場には交こう渉しように来たと見受けてよろしいか？」

「話が早くて助かります」

「話が早くて助かるのは、こちらの方だ」

　今度は紅蛇が片眉を上げる番だった。

「と、申しますと？」

「見たところ、貴方は人間にしてはなかなかに優すぐれた将のようだ。戦力差を鑑かんがみて、兵士を無む駄だ死じにさせない程度の頭を持っている。そんな貴方が私になにを要求するつもりなのか……そんなものは一つしかない。〝赤い剣鬼レツドオーガ〟を呼び出す代わりに、ここにいる兵士たちには手を出すな……貴方は私にそう要求するつもりだったはずだ。違ちがうか？」

「ええ、おっしゃるとおりです」

　抜け抜けと肯こう定ていする外そと面づらとは裏腹に、紅蛇はますますランスに戦慄を覚えていた。

　ランスの心が、憎悪と狂気という決して飼い馴ならすことのできない激情に吞のまれているのは誰の目から見ても明らかだった。にもかかわらず、ランスには相手と状じよう況きようを見定め、判断するだけの理性も兼かね備わっている。ランスの心しん性せいは、寿じゆ命みようが百年程度しかない人間には到とう底ていたどり着くことのできない境地に到いたっているのでは？──そんな考えが、紅蛇の脳のう裏りをよぎる。

「ご老体……貴方の要求をのんでやろう。私としても捜さがし回る手間が省けるのは助かるからな。但ただし──」

　ランスは指を二本立て、言葉をつぐ。

「二つ条件がある。一つは〝赤い剣鬼〟を待つ時間は十分。それを過ぎた場合は、この場にいる者たちを鏖おう殺さつする」

　瞬しゆん間かん、ランスの内から濃密な殺気が溢れ出す。相対する紅蛇はおろか、遠巻きから見守っていた兵士たちの心しん胆たんをも寒からしめる、絶対零れい度どよりも冷たい殺気だった。

「……もう一つの条件は？」

「なに、たいしたことではない。条件というよりも忠告に近い話だからな。ご老体……遠方から私を狙ねらっている二人に下がるよう伝えろ。貴方の言う若者たちの生い先を短くしたくなければな」

　ランスが、配備していた二人の狙そ撃げき手しゆの存在を把握していたことに、紅蛇は心の中で驚きよう嘆たんする。

（これは……本当に参りましたね）

　紅蛇の脳内には、すでにランスを倒たおす絵図が描えがかれていた。だが、本当にその絵図でランスを倒すことができるのだろうか？──そんな不安が、心の奥底でとぐろを巻き始める。

　しかし、どれほど不安を覚えようが、それを顔に出すような紅蛇ではなく、

「わかりました。すぐに下がらせましょう」

　笑い皺じわを深くしながら、小波ほども揺ゆらがない穏おだやかな声音でランスに応じた。







「そうか……わかった」

　車の後部座席に身を沈しずめていた十影は小さくため息をつき、耳に当てていたＰＤを懐に仕舞い込む。

「やはり、第零太陽塔だいゼロツリーが破は壊かいされたのですか？」

　震ふるえた声音で訊ねる運転手に、十影は「ああ」と、苦々しげに答えた。

　クリアナの空から人工太陽の輝かがやきが消えた直後、十影は状況を確かめるべく紅蛇に通信を試みた。が、この緊きん急きゆう事態にクストスの統合司令官である紅蛇に通信が繫つながるはずもなく、やむなくエクイテスの本部に問い合わせ……得たくもなかった確信を、第零太陽塔破壊の報を知ったのであった。

　ふと、車の速度が落ちていることに気づく。

　どうやら運転手は、今さら第一街区に向かうことは無意味なのではないかと思い始めているようだ。

「速度をあげてくれ」

「し、しかし……」

「第零太陽塔を破壊した奴やつが、それだけで満足するとは思えねえ。被ひ害がいを最小限に食い止めるためにも、今は一刻も早く第一街区に向かってくれ」

　十影の言葉を聞いて決心がついたのか、運転手はアクセルを踏ふみ込んで車の速度をあげた。

　それから少しして、十影のＰＤが振しん動どうする。

　画面に紅蛇の名前が表示されているのを確かく認にんすると、十影は即そく座ざに通信に応じた。

「紅蛇老、状況はどうなってるんですか……!?」

『すでに把は握あくしていると思いますが、第零太陽塔が破壊されました。それも、たった一人の〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟によって……申し訳ございません』

「謝らないでください。間に合わなかった、おれにも責任があります。それより、敵は今どうしているのです？」

『そのことですが……』

　紅蛇は、敵がランス・ロランスと名乗ったこと、自分の見立てではランスの実力が十影とクルススクを凌駕していること、そして、十影を名指しし、紅蛇の交渉に応じ、十影が第一街区に来るのを待っていることを説明した。

『おそらく、ランスなる〝至高の中の至高〟は誰かの仇かたきを討うつために君を名指ししたのだと思います』

「でしょうね。正直、心当たりしかありませんから」

『心当たりはあっても、わざわざ敵の仇討ちに付き合う義理はありません。ランスは私と君の二人がかりで確実に仕留めようかと考えていますが、異存はありませんね？』

「もちろんです」

　そう答えた直後、ＰＤに画像データが送られてきたことに気づき、十影は片眉をあげる。

『君ならば画像データ越ごしでも、ある程度相手の実力をはかることができるはずです。私の見立てに狂くるいがないことを確かめるためにも、画像データに目を通していただけると助かります』

「わかりました」

　そう言って、十影はＰＤに送られてきた画像データを開き、ランスなる〝至高の中の至高〟の姿を確認した。

　直後、

　運転手が急ブレーキを踏み、唐とう突とつに車を停とめる。

　人が飛び出したわけでもなければ、予期せぬ障害物があったわけでもない。

　後部座席から、十影の内から噴ふき出した怒ど気きと殺気にあてられて、思わずブレーキを踏んでしまったのだ。

「……急いでくれ」

　ペスティとクインが聞けば瞠どう目もくするほどの、普ふ段だんの十影からは考えられないほどの冷たい声こわ音ねで運転手に要求する。

「は、はい……すみません……」

　運転手は震えた声音で謝ると、すぐさまアクセルを踏み、車を走らせた。

『どうしたのです？』

　ＰＤ越しで十影の異変を感じ取ったのか、訝いぶかしげに紅蛇が訊ねてくる。

「すみません、紅蛇老。ランスとは、おれ一人で戦わせてください」

『……勝てる算段があるのですか？』

「勝てる勝てないじゃない……絶対に勝たなければいけないんですよ……！　こいつだけには……！　絶対に……！」

　視線だけで人が殺せそうなほどの凶きよう眼がんで、十影はＰＤの画面に映るランスを睨にらみつけた。

　金色の髪かみ、均整のとれた容よう貌ぼう、中世騎き士しを思わせる礼服……その男は、幾いく度どとなく悪夢に出てきた、〝純白の聖女〟リアリ・アラングレイスと相討った男だった。

　リアリに腰こしから両断されて死んだはずの男だった。

　死んだはずの、残されていなかったはずの、リアリの仇だった。

　なぜ生きている？──という疑問よりも先に湧わいた怒いかりが、十影の唇くちびるを動かす。

「こいつさえ……こいつさえいなければリアリが死ぬことはなかった……！　紅蛇老、お願いです……こいつとは、おれ一人で戦わせてください……！」

　怒気と殺気の奥に潜ひそむ悲ひ嘆たんと悔かい恨こんが伝わったのか、ほどなくして返事をよこした紅蛇の声音は、どこか苦く渋じゆうの響ひびきが入り混じっていた。







　クストスの本部に問い合わせて現在の状況と紅蛇の無事を確認したクラリタは、ＰＤを仕し舞まい、大通りの中央にいるペスティとクインのもとに歩み寄る。

「右目で見たとおり、やっぱり第零太陽塔だいゼロツリーは破壊されてた。それも十影が第一街区に到とう着ちやくするよりも早くに」

　今は眼帯に巻かれた右目に手を添そえながら、絶望とは無む縁えんの無感情な声音でクラリタは告げた。

　第零太陽塔が破壊された事実に、クインは「そんな……」と青ざめるも、弱気を振ふり払はらうように何度も首を横に振り、二人に訊たずねる。

「これからどうする？　第零太陽塔に向かう？　それとも散開した至高の血族スプリームブラツドを追う？」

〝闇やみ〟を創つくり出していた〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟──モロを倒した後、人工太陽光が消えたのをいいことに侵しん入にゆう者たちは散開して暴れ回り始めた。仲間を三人もやられたからか、侵入者たちはこちらを露ろ骨こつに避さけて散開していた。

「散開した至高の血族を追うのは、今は危険だと思う。ボクもクインも、ＢＩを飲んでからまだ三十分経たってないから」

　ＢＩことブラッドイグニッションの効果時間は十分しかなく、摂せつ取しゆ後三十分以内に再摂取すると血の暴走を引き起こす恐おそれがあるため、現状クインもクラリタもＢＩが使えない状態にあった。ゆえに、侵入者たちに避けられたことは、三人にとってはある意味僥ぎよう倖こうだったと言えなくもなかった。

　第零太陽塔に向かうか、散開した侵入者を追うか……結論が出ずに悩なやんでいると、

「んむ？　これは……バイクの音か？」

　そう言って、ペスティは大通りの彼方かなたを見やる。ほどなく、バイクの走る音がクインとクラリタの耳にも届き、ペスティにならって大通りの彼方に視線を向けると、

　バイクに乗ったエクイテスの最高司令官──クルススクの姿が三人の視界に映る。遅おくれて、同じくバイクに跨またがった四人のエクイテスがクルススクに続く。

　クルススクはペスティたちの眼前で停車すると、兵士たちに待つよう命令してからバイクを降り、ペスティとクインに視線を巡めぐらせた。

「怪け我がはなし、か。どうやら、十影あの阿呆を心配させずに済んだようだな」

「うむっ」

　どっちが最高司令官なのかわからなくなるような尊大さで応じるペスティに、クルススクは苦く笑しようする。そして、今度は三人の顔に視線を巡らせ、

「ペスティ君とクラリタ君はもちろん、クイン君も、第零太陽塔が潰つぶされた程度で絶望はしていないようだな。実に重ちよう畳じよう」

「これでもけっこう絶望してるんですけど。ていうか、程度で済む問題じゃないと思うんですけど」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで答えるクインに、クルススクはますます苦笑を深める。

「本当に絶望していたら、今の君のように軽口を叩たたく余よ裕ゆうなどありはせんよ。実際、第零太陽塔が破壊されたことに絶望して、パニックに陥おちいった兵士は少なくないからな」

　クルススクの言葉にますます事態の重さを痛感したのか、クインは息をのむ。

「クラリタ君、情報のすり合わせをしたい。〝闇〟を創り出した者も含ふくめて仕留めた侵入者の数は三。散らばった侵入者の数は五で相そう違いないな？」

「はい。第零太陽塔を破壊した者を除いてですけど」

「そうか。ならば、こちらはもう問題はなさそうだな」

「も、問題だらけであろうが！　散開した至高の血族スプリームブラツドが、今この時も悪逆の限りを尽つくしておるのやもしれぬのだぞ！」

　必死になって訴うつたえるペスティに、クルススクは好意的な視線を向けたあと、不敵に笑いながら断言する。

「問題はないさ。なにせ手はもう打ってあるからな」







「なんでお前なんかと組んで戦わなきゃいけねーんだよ」

　獲え物ものを求めて通りを歩く、白いローブとカソックを身に纏まとった至高の血族を見下ろしながら、コートスはため息混じりに愚ぐ痴ちをこぼす。建物の陸ろく屋や根ねに立っているためか風の煽あおりが強く、失われた右みぎ腕うでの袖そでが音を立てて棚たな引びいていた。

「上官命令だからね。仕方ないよ」

　コートスの隣となりに立つ銀ぎん髪ぱつの美び丈じよう夫ふ──ユラギが爽さわやかな笑え顔がおを浮うかべながら、爽やかな声音で答えた。

「上官って、どこのどいつだよ？」

「もちろん僕だよ」

「お前かよ!?」

　心底嫌いやそうな顔をしながら、コートスはガックリと肩かたを落とす。訓練兵時代の同期だったせいもあってつい忘れてしまいがちだが、同じクストスでも、出世に興味のない自分とは違ちがい、ユラギは十八歳という若さで第七街区司令官補ほ佐さにまで昇のぼり詰つめた俊しゆん英えい。上官であることに間違いはなかった。

「君は〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟との戦せん闘とう経験があるうえ、気心の知れた同期の中でも、戦闘では十影に、頭脳では僕に次ぐ実力者だからね。使わない手はないよ」

「てめーと気心の知れた同期なんて一人もいねー俺のことを万年二位の器用貧びん乏ぼうみたいな言い方すんじゃねー物みたいに使う使わない言ってんじゃねー」

　一息に気だるげに、コートスはユラギに抗こう議ぎする。が、

「おやおや、まさか僕に指名されたことをこんなにも喜んでもらえるとは思わなかったよ」

「どういう脳みそしてたら、そんな解かい釈しやくができんだよ」

　再びガックリと肩を落とす、コートス。こいつと会話するくらいなら、馬に向かって念仏を唱えていた方が余よ程ほど有意義なのではないかと思えてくる。

「つうか、なんでわざわざ前線に出てきた？　お前の地位なら後ろでふんぞり返っていても誰だれも文句は言わねーぞ」

「見て、聞いて、体感したかったのさ。〝至高の中の至高〟と呼ばれる存在が、どれほどのものなのかをね」

「好こう奇き心しんで前線に出てきたってわけか。それで死んじまったら笑い話にもならねーぞ」

「笑い話にはなるよ。少なくとも、僕は笑い転げる自信がある」

「てめーが殺された時の話をしてんのに、どうやって笑い転げるつもりだよ……」

　心底呆あきれたため息を吐はき出すと、コートスは腰に吊つり下げたケースからＢＩを取り出し、蓋ふたを開けて口に咥くわえる。

「狙撃手はほへひふほ？」

「配置済みだよ」

　なんで今のでわかんだよ──と、ささやかな嫌がらせすら通じないユラギにますます呆れながら、コートスはＢＩを飲み干し、空になったアンプルを吐き捨てた。

　それから、ユラギがＢＩを飲み干すのを確かく認にんしたあと、

「やべーと思ったら容よう赦しやなくお前を盾たてにするから、そのつもりでよろしく頼たのむわ」

「こちらこそ、君のことは終始盾として使うつもりなので、よろしくお願いします」

「いきなり敬語なんて使うんじゃねー。マジに聞こえるだろうが」

「マジに決まってるじゃないか。それより、来るよ」

「マジなのかよ!?──って、あぁくそッ！」

　コートスとユラギの気配に気づいたのか、通りを歩いていた至高の血族が足を止め、こちらを睨んでくる。ＰＤの超ちよう指向性マイク機能を利用して音が至高の血族の方に伝わらないようにしていたとはいえ、さすがにおしゃべりが過ぎたようだ。

　至高の血族は一足で間近の建物の上に飛び移ると、陸屋根を蹴けり、弾だん丸がんのような速さでこちらに向かってくる。

「まずは僕からいかせてもらうよ」

　ユラギの右手が霞かすんだのも束つかの間、どこから取り出したのか、まるで手品のように、いつの間にかその手には自動式拳銃オートマチツクが握にぎられていた。瞬しゆん間かん、ユラギは引き金を絞しぼり、至高の血族の眉み間けん目がけて弾丸を放つ。ユラギの抜ぬく手の速さに驚おどろいたのか、至高の血族は瞠どう目もくしながら大おお袈げ裟さに横に飛んで弾丸をかわした。

「外してんじゃねーよ、ヘタクソ」

　ユラギの発はつ砲ぽうと同時に至高の血族が立つ建物に飛び移っていたコートスが、腰に吊り下げたホルスターから己おのが得物を抜く。先せん端たんに刃は渡わたり十五センチほどの刃やいばが装着された自動式拳銃──拳銃剣ガンソードがコートスの得物だった。

　再びユラギの銃じゆうが火を噴ふき、至高の血族は舌打ちを漏もらしながら半身になってそれをかわす。その隙すきにコートスは一気に間合いを詰め、至高の血族の喉のど元もと目がけて真一文字に拳銃剣を振るう。至高の血族は上体を後ろに反らせて斬ざん撃げきをかわすも、

「もらい……ッ」

　かわされた瞬間に、コートスはピタリと斬撃を止めて発砲。吐き出された銀の弾丸が喉のどに直撃し、至高の血族の上体が大きく仰のけ反ぞった。

「おや？　もう終わりかい？」

　と、どこか拍ひよう子し抜ぬけした声を漏らすユラギに、コートスは「んなわけねーだろ」と返しながら別の建物に飛び移り、至高の血族から間合いを離はなす。

　至高の血族は仰け反らせていた上体をゆっくりと起こし、遅れて、喉から滑すべり落ちた銀弾が陸屋根の上に転がる。喉を穿うがったはずの銀弾には血ち糊のり一つ付いていなかった。

　興味深げに至高の血族を見つめながら、ユラギはコートスに訊ねる。

「まさか……闇闘技コンフリクトで弾丸を防いだのかい？」

「ご名答。喉にオーラを集中させて弾丸を防ぎやがったのさ」

　投げやりに答えながら、コートスはうんざりとした視線で至高の血族を見み据すえる。今の攻こう防ぼうで手て強ごわい相手だと判断したのか、至高の血族は露骨にコートスたちのことを警けい戒かいしている風ふ情ぜいだった。

「ったく、油断してくれてりゃ楽だったのに……これ終わったら紅蛇老とクルススクの旦だん那なに特別手当請せい求きゆうしてやる」

　そんなことをぼやきながら、コートスは再び陸屋根を蹴り、至高の血族に肉にく薄はくした。







「エクイテスとクストス、それぞれの精せい鋭えいを集めた部隊が各個撃破に当たっている。他ほかに侵しん入にゆう者しやがいなければ、陽動で暴れ回っている連中はじきに沈ちん黙もくするだろう。もちろん、被ひ災さいした者たちを救助する部隊も編成済みだ」

「そうか……それならよかった」

　クルススクの説明に、ペスティは安あん堵どのため息をつく。

「ていうことは、あたしたちはもうお役やく御ご免めんってことでいいんですよねっ？」

　やけに強い語気で、クインはクルススクに質問する。

　質問の意図を理解したクルススクは苦笑を浮かべながら、

「今は猫ねこの手も借りたい状じよう況きようだが、そういうことにしといてやろう。第一街区あつちも、今は一人でも多くの人手が欲ほしいだろうからな」

「ならば、十影のもとに向かってもよいのだな!?」

　ちゃっかりクインと同じことを考えていたペスティに、クルススクはますます苦笑を深めながら「かまわんよ」と答えた。

「クルススクさん、ボクも第一街区に向かっていいですか？　後こう輩はいくんもそうですが、紅蛇老のことが心配なので」

「もちろんかまわんよ。君に関しては言われるまでもなく第一街区に向かわせるつもりだったからな。第零太陽塔だいゼロツリーを破は壊かいした輩やからは十影と紅蛇老の二人で倒たおすつもりらしいが、遠えん慮りよすることはない。目標を捕ほ捉そく次し第だい仕留めろ」

「了りよう解かいです」

　クラリタの返事を聞くと、クルススクは待機させていた兵士に視線を送り、その中で最も小こ柄がらな兵士に向かって、バイクを降りて他のバイクの後部座席に乗るよう命令する。

　クルススクは空いたバイクを顎あごで示し、

「クラリタ君とクイン君は、あのバイクを使いたまえ。ペスティ君は──」

「もちろん走っていくぞ。今の状況なら、全力で走ろうが怪あやしまれることはないからな。別にバイクの乗り方がわからないわけじゃないからなっ」

「話が早くて助かる。こちらとしても、これ以上足を減らすわけにはいかなかったのでな」

　話がつくと、クインはすぐにバイクに跨またがり、クラリタは電磁狙撃銃レールライフルを収めたケースを肩に背負って後部座席に乗り、クインにしがみつく。バイクが走り出すと同時にペスティも走り出し、三人の少女は瞬またたく間にクルススクの視界から遠ざかっていった。

　クルススクはバイクに跨り、兵士たちに指示を飛ばすべく口を開きかけるも、ＰＤが緊きん急きゆう通信を伝える振しん動どうパターンを示し、眉まゆをひそめながらも通信に応じる。

　そして、

　緊急通信の内容を聞いた瞬間、第零太陽塔を破壊されてなお微み塵じんの動どう揺ようも見せなかったクルススクが、目を見開いて絶句する。

「そうか……そっちが本命か……！」

　最高司令官の言葉の意味がわからず怪け訝げんな表情を浮かべる兵士たちを尻しり目めに、クルススクは苦々しげに悪態を吐はき捨てた。

「やってくれたな、吸きゆう血けつ鬼きどもめ……！」







　それは人間たちで言う、第だい三さん十じゆう三さん太陽塔ツリー設営戦の最さ中なかに起きた口論だった。

『なぜだ!?　なぜ私が隣にいてはいけないのだ!?』

　今にも朽くち果てそうな古代文明の建物の一室で、ランスの叫さけび声がこだまする。

　イブニングドレスに身を包んだ〝至高の中の至高オブ・ザ・スプリーム〟──ローラ・ストーカーは、氷の美び貌ぼうに負けず劣おとらず冷たい目でランスを見つめる。まるでランスを特別扱あつかいすることを拒こばむような、ランスを他の者と同じように扱うと決意したような、そんな目だった。

『それは、あなたが優すぐれた〝至高の中の至高〟だからです。その力を、ただわたくしを護まもるためだけに使うのは愚ぐ行こうだと言われるほどに……』

『誰にそんなことを言われた？』

『この戦場に立つ誰も彼もに、ですわ』

『そんな声、無視して──』

『無視などできません！　この戦いは、わたくしが〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟にふさわしい器うつわであるかを決する大事な戦い。もし、このことがお父様の耳に入ったら……お父様はきっとわたくしに失望されるでしょう。配下の不満一つ抑おさえられないわたくしを〝誉れ高き血統〟にふさわしくないと思うでしょう。わたくしはお父様を失望させたくないのです！　お父様の期待に応こたえたいのです！　だから……だから……！』

　潤うるんだ瞳ひとみで懇こん願がんされ、ランスは言葉を詰つまらせる。

『明日、ランス様には千の同胞はらからを率いて先せん陣じんを切ってもらいます。ガルビヤスお兄様に、わたくしを護ると約束していたことは重々承知していますが……どうか……どうか否いなとは言わないでくださいませ……！』

　ランスは握った拳こぶしから血を滲にじませながら、表情を苦く渋じゆうで満たしながらローラを見つめる。

　戦場に立つ以上「もしも」は、いつまでもどこまでも付きまとう。その「もしも」を起こさないために、戦場では常にローラの傍そばにいるようにしていた。そのことが、かえって彼女を苦しめ、追い詰めているとも知らずに……。

『この戦いの将を務めるのは貴方あなただ。貴方がそう言うなら……私は黙だまって従おう』

『……ありがとう、ございます……』

　嬉うれしさと寂さびしさが入り混じった、どこか悄しよう然ぜんとした表情でローラは礼を言う。

『そんな顔をするのはよしてくれ。貴方の傍から離れるのが余計につらくなる』

『……すみません……』

『……謝るのもよしてくれ……』

　やはりここは彼女の意向を無視してでも傍にいるべきなのでは？──そんな考えが脳のう裏りをよぎるも、ランスは小さくかぶりを振ふって、たった今生じた考えを振り払はらい、自分が過保護になりすぎたせいで彼女を苦しめているのだと自じ戒かいした。その自戒を、生しよう涯がい悔くやむことになるとも知らずに……。




　その翌日、ローラ・ストーカーは死んだ──




　あの時の光景は、今でも目に焼き付いている。

　先陣を切り、太陽塔ツリーのすぐそばまで迫せまったランスは言い知れぬ不安に突つき動かされ、背後を振り返り、夜空を、満月に浮うかぶ二つの人ひと影かげを見上げた。

　人影の一つは、白き衣ころもを返り血の赤で染めた、一いつ匹ぴきの剣鬼オニだった。

　もう一つは、血のように赤いイブニングドレスを己おのが血でさらに赤く染めた、黒き翼つばさを舞まい散らせた天使だった。

　のちに〝赤い剣鬼レツドオーガ〟と呼ばれる少年に、最愛の女性ローラ・ストーカーが斬きり殺された瞬間を、ランスはこの目に焼き付かせてしまったのだ。

　それから後のことは、ほとんど記き憶おくに残っていない。

　心を燃やし尽つくすほどの怒いかりに突き動かされたランスは〝赤い剣鬼〟のもとに向かい、〝白妙の魔女ホワイトウイツチ〟と戦い、腰こしから両断されて敗北した。

　死ねなかった。体が二つに分かれた程度で死ぬわけにはいかなかった。

　人間の兵士が〝赤い剣鬼〟と〝白妙の魔女〟を迎むかえに来た時、死ぬ気で息を殺し、死ぬ気で生き延びた。腰から両断されてしまったがゆえに一目見て死体だと思ったのか、誰だれもランスが生きていることには気づかなかった。

　人間どもが消えたところで、上半身のみのランスは体を引きずり、人間の死体を見つけ次し第だい血を吸って生き永らえた。至高の血族、人間ともに多数の死傷者が出た激戦であったがゆえに死体の鮮度が良く、そのおかげでランスはなんとか命を繫つなぎ止めることができた。

　それから生き残った同胞に助けられ、十人を超こえる人間の生き血を吸って両断された体を繫ぎ止めた。

　ローラの死を知って駆かけつけたガルビヤスに、ランスは地に頭を擦こすりつけて謝り、仇かたきを討うつことを誓ちかった。

　繫ぎ止めた体が完かん璧ぺきに馴な染じんだ頃ころ、ランスは直じき訴そした。ストーカー家の主あるじにして、ローラとガルビヤスの父親でもある、ロドリオ・ストーカーに。ローラを死なせてしまった罪を償つぐなうために、ローラを倒した〝赤い剣鬼〟を確実に屠ほふる力を得るために、闇夜獄テネブリスに入れさせてください、と。

　想おもいが通じたのか、ロドリオは申し出を快かい諾だくし、ランスは闇夜獄に入り、〝誉れ高き血統〟に迫る力を、〝赤い剣鬼〟を屠る力を手に入れた。




　そして──




　訓練施し設せつと呼ばれる建物の、陸ろく屋や根ねの中央で座していたランスはゆっくりと立ち上がり、夜空を、あの夜と同じ満月を見上げる。

「〝赤い剣鬼〟の命を貴方に手た向むけるには絶好の夜だな」

　ローラに語りかけるように独りごちると、ランスは憎ぞう悪おと狂きよう気きが沈ちん殿でんした双そう眸ぼうで前方を見み据すえた。

　気づいたのだ。耳障ざわりなほどに下が、ざわついていることに。

「来る、くる、クる、クル、狂クル……ッ！」

　ランスの瞳に憎悪と狂気が燃え上がり、ほぼ同時に、真白い衣に身を包んだ一匹の剣鬼が陸屋根に飛び移ってくる。剣鬼は悠ゆう然ぜんと歩いてこちらに近づき、互たがいの距きよ離りが十メートルを切ったところで足を止め、鋭するどい視線でこちらを睨にらみつけた。




　ランスを睨む剣鬼の目は、怒りと悲しみに充みち満ちていた。




　なぜだ？

　なぜ貴様がそんな目をしている？

　私から片かた翼よくを奪うばった貴様が、なぜ私と同じ目をしている？

　ふざけるな……！

　その目は、その感情は、全すべて私のものだ……！

　貴様のものではない……！

「なんだ……なんだ、その目はッ!!　なぜ貴様が私と同じ目をしているッ!!　私からッ!!　私の命よりも大切な人を奪っておきながらッ!!　なぜ貴様がそんな目をしているッ!!　ふざけるなアあああァアあアぁぁあアあアぁッ!!」

　ランスの怒ど号ごうが大気を震ふるわす中、剣鬼はますます視線を鋭くさせながらランスに問う。

「命よりも大切な人だと？」

「そうだッ!!　忘れたとは言わさんぞッ!!　三年前ッ!!　貴様が殺したローラ・ストーカーは私の片翼ッ!!　貴様が奪った命は私の命よりもはるかに尊き至宝ッ!!　貴様が犯おかしたその罪ッ!!　その罰ばつッ!!　今ここで償えぇエええェェえエええぇエェえエええェッ!!」

　怒りを、憎にくしみを、悲しみを……ありとあらゆる負の感情を吐はき出しながら、ランスは満月に向かって掌てのひらをかざす。刹せつ那な、長さ三十メートルに及およぶ巨きよ大だいな黒こく槍そうが無数に具現し、夜空を埋うめ尽くした。

「総員下がりなさいッ!!」

　陸屋根の下から老夫の叫び声が響ひびくのと同時に、ランスは掌を振り下ろし、巨大な黒槍を訓練施設の陸屋根に、その周囲に、一いつ斉せいに降り落とした。

　大地を揺ゆるがすほどの轟ごう音おんが耳をつんざき、わずかな隙間もなく降り注いだ黒槍が陸屋根を貫つらぬき、訓練施設全体を漆しつ黒こくに塗ぬり潰つぶした。ランスと剣鬼の周囲を除いて。

　幾いく千の黒槍の壁かべに囲まれた、直径五十メートルほどの円形空間……それがランスの用意した、剣鬼との決けつ闘とうの場だった。直上の満月と星々以外覗のぞき見ることができない、自分と剣鬼を閉じ込めた漆黒の檻おりだった。

　黒槍の豪ごう雨うに微塵の動揺も示さなかった剣鬼は、ゆっくりと刀を抜ぬき、ますます怒気を燃え上がらせた目をこちらに向けてくる。

「ふざけんなよ……お前の方こそ、なに被ひ害がい者しや面づらしてんだよ……お前らが攻せめてこなければ誰も死ぬことはなかった……！　罪を、罰を償うのはお前の方なんだよッ!!」

　世よ迷まい言ごとにも劣る言葉だった。

　だが、剣鬼がそんな言葉を吐くこと自体が、どうしようもないほどに許せなかった。

　ランスの理性が消し飛び、心と体が憎悪と狂気に充ち満ちる。

「〝千夜を征く大隊ミリアアルマ〟ぁアアあアああァッ!!」

　闇闘技コンフリクトで己おのれと同じ名を冠かんする槍を具現し、摑つかみ取ると、ランスは燃え上がる炎ほのおにも似た闇やみのオーラを身に纏まとい、獣けものじみた咆ほう哮こうをあげて剣鬼に突とつ貫かんした。







　第だい三さん十じゆう三さん太陽塔ツリー設営戦後、十影が〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟と呼ばれるようになったのは政治的な理由も多分に含ふくまれていた。

〝純白の聖女〟の存在は、クリアナの人々にとって希望の象しよう徴ちようだった。〝闘とう神しん〟と呼ばれたクルススクでも代わりを務めることができない、クリアナの希望そのものだった。

　その希望が第三十三太陽塔設営戦で失われた。

　クリアナの人々には必要だったのだ。〝純白の聖女〟に代わる、クリアナの希望となりうる存在が。

　そうして生まれたのが〝暁の英雄〟だった。

　十影は〝暁の英雄〟と呼ばれるようになって以降、仲間が傷ついたことを、仲間を失ったことを人前で嘆なげくのはやめた。十影を護まもり、死んでしまった〝純白の聖女〟の代わりに恥はじない振る舞いを、強さを皆みなに見せつける必要があったからだ。

　強さを見せつけた結果、十影はますます最前線に送られるようになり、ますます仲間の死に直面するようになり……小隊を組むことを、傍かたわらに仲間を置くことを拒こばむようになった。仲間の死を恐おそれて孤こ独どくでいることに、孤独にいてなお避さけられない仲間の死に、心がどれだけ悲鳴をあげても、十影は決してそれを表に出そうとはしなかった。孤独に慣れたフリをして、自分の心さえもごまかそうとした。〝暁の英雄〟という重荷を背負っていくうちに、知らず知らずの内に〝暁の英雄〟を演じるようになってしまっていた。




　だが──




　今この時、この瞬しゆん間かん、十影は〝暁の英雄〟という立場を捨てていた。

　クルススクの猛もう攻こうすら生なま温ぬるく感じるほどの、圧あつ倒とう的てきなまでのランスの攻こう勢せいを凌しのぎながら、十影は内に秘ひめた激情を解放し、敵意と殺意を乗せたカウンターの斬ざん撃げきを繰くり出す。

　心しんの奥おく伝でん〝無む寂じやく〟を放ほう棄きした斬撃はやすやすと防がれてしまうも、それでもなお十影は刀に「意」を乗せることをやめようとはしなかった。

〝無寂〟で「意」を消した方が、刃やいばが届きやすいことはわかっている。

〝無寂〟で「意」を消した方が、より確実にリアリの仇を討てることはわかっている。

　でも、それでも、敵意を、殺意を、怒りを、悲しみを、消したくなかった。消せるはずがなかった。リアリを殺したこの男だけは、リアリに殺されたはずのこの男だけは、ありったけの「意」を込こめて叩たたき斬きらなければ気が済まなかった。

　リアリが自分の初はつ恋こいの人だったのか……それは十影自身にもわからないことだった。

　あるいはコートスの言うとおり、本当に初恋の人だったかもしれない。そうではなかったかもしれない。

　けれど、これだけははっきりしている。

　リアリ・アラングレイスは、父親以外の人間で初めて尊敬の念を抱いだいた女性であり、死してなお、大切な、本当に大切な女性なかまだということを。

「死ねぇええエエエぇエえェッ!!　〝赤い剣鬼レツドオーガ〟ァアぁあアアあアあァァッ!!」

　慟どう哭こくにも似た怒号を吐き出しながら、ランスは苛か烈れつに十影を攻め立てる。自身と同じ名を冠する、騎士槍ランスから繰り出される刺し突とつの連撃が壁となって十影に襲おそいかかる。

　ランスの実力は、闇闘技コンフリクトも含めて、三年前にリアリと戦った時よりも明らかに強くなっていた。人にん間げん離ばなれどころか至高の血族スプリームブラツド離れした身体能力は、ＢＩを摂せつ取しゆしたクルススクがかわいく思えるほどに精強だった。

　だが、三年前よりも強くなったのは十影も同じ。

　壁のように迫せまる刺突の連撃を、受け、払はらい、流し、一歩も退ひくことなくその全てを捌さばいていく。

　紅蛇の見立てたとおり、ランスの実力は、身体能力も含めて、十影の数段上をいっていた。十影は、至高の血族の頂点たるロドリオ・ストーカーと戦った経験と、模も擬ぎ戦せん時とは比ひ較かくにならない極限にまで研とぎ澄すまされた集中力を十全に活いかすことで、彼ひ我がの実力差を埋め、格上ランスと互ご角かくに渡わたり合っているのだ。

　だが、互角に渡り合えているのは、あくまでも刃じん戟げきに限った場合の話にすぎなかった。

　刺突の壁を捌き続けたことによりランスの癖くせを見抜いた十影は、攻こう撃げきを先読み、迫りくる騎士槍を受け流しながら相手の懐ふところに入り込む。騎士槍の柄えを滑すべるように刀を振ふり抜き、そのままランスの胴どうを斬り裂さこうとした瞬間、




　ランスの鳩尾から飛び出した漆黒の矢が、十影の眼前まで迫っていた。




　十影は刹那に反応して斬撃の軌き道どうを変えて黒矢を斬り落とし、なにが起きたのかと思考するよりも早く、勘かんに任せて飛び下がった。直後、どこからともなく飛んできた無数の黒矢が十影の立っていた陸屋根を穿うがち、数秒と経たたずに消失する。

　この瞬間、十影はランスの闇闘技〝千夜を征く大隊ミリアアルマ〟の能力を把は握あくし、同時に、ランスという男そのものに戦せん慄りつを覚える。

〝千夜を征く大隊〟は、凝ぎよう縮しゆくした闇のオーラで原始的な武器を具現する、至し極ごく単純な闇闘技──ではなかった。〝千夜を征く大隊〟によって具現した武器同士ならば、互いに透とう過かし合える性質を帯びていたのだ。そして、〝千夜を征く大隊〟によって具現した武器は、術者であるランスの体も透過できるようになっていたのだ。だからこそ、文字どおり隙間なく黒槍を降らせて、邪じや魔ま者ものが入らない決闘場を用意することができたのだ。

（見たところ、戦せん闘とう中にいちいち黒矢を具現していた様子はない。ってことは、黒槍を降らせた時に、すでにもう黒矢の仕込みは完かん了りようしてたってことかよ……！）

　そう、ランスは十影との決闘場を用意するためだけに黒槍を降らせたわけではなかった。具現した全ての黒こく槍そうが訓練施設の陸ろく屋や根ねに、その周囲に突つき刺ささった直後、透過し合う性質を利用して、黒槍に重なる形で決闘場の周囲に幾千幾万の黒矢を具現させていたのだ。黒槍をカモフラージュに使い、黒矢の存在を十影から隠かくしていたのだ。ランスの鳩尾から突とつ然ぜん黒矢が飛んできたように見えたのも、黒槍の壁の中に隠していた黒矢が、黒槍とランスの体をすり抜けて飛来してきたからに他ほかならなかった。
















「行け、ゆけ、ユけ、ユケ、逝ゆケ……ッ！」

　ランスが「ゆけ」と命じるたびに、黒槍の壁の中から黒矢が飛来し、三百六十度あらゆる角度から十影に襲いかかってくる。〝千夜を征く大隊〟で具現した飛び道具は、空間に固定して射出する以上のことはできないのか、黒矢の軌道が変化するようなことはなく、襲い来る黒矢全てを斬り落とすことは十影には造作もないことだった。が、

　ランスは陸屋根を蹴けり、飛び交かう全ての黒矢を透過させながら十影に肉にく薄はくする。

　間合いに入るや否いなや繰り出された刺突の壁が十影を圧し、先さき程ほどまで拮きつ抗こうしていた形勢が、黒矢の存在によって一気にランスに傾かたむいていく。

　どこから飛んでくるかわからない黒矢に対処しつつ騎士槍の猛攻を捌くのは、完全に守勢にまわった十影でも困難を極きわめ、少しずつ、確実に、十影の身を削そぎ、軍服を赤く染め上げていく。このままだとジリ貧ひんになるのは、火を見るよりも明らかだった。

　ゆえに十影は決断した。

　致ち命めい傷しよう以外は無視することを。

　納刀しながら思い切り背後に飛び、黒槍の壁に着地する。と同時に、全力で壁を蹴り、ランス目がけて突貫した。その際、壁の中から飛んできた黒矢に右足裏を貫かれたが、必要経費と割り切っていた十影は眉まゆ一つ動かすことはなかった。

　ここで勝負を決めるつもりでいた十影は最大最速の一刀を繰り出すべく、黒槍の壁を蹴って得た突進力に、その身を旋せん転てんさせて得た遠心力を上乗せする。

　かつてない一刀がくると思ったのか、ランスは渾こん身しんの力を込こめた刺突をもって十影を迎むかえ撃うつ。

　十影が繰り出すは、瞬しゆんの奥伝〝煌こう月げつ〟と断だんの奥伝〝旋せん轟ごう〟を複合させた、十影自らが編み出した奥伝──

「絶ぜつの奥伝〝至し天てん〟ッ!!」

　魂こん身しんの居い合あい斬ぎりと、渾身の刺突が激突し、巻き起こった衝しよう撃げき波はが黒槍の壁を軋きしませる。

　そして、




　漆黒の騎士槍が宙を舞まった。




〝至天〟の威い力りよくは、ランス渾身の刺突を弾はじき返すほどに絶大だった。

　絶好の好機。

　騎士槍を弾き飛ばされた反動でたたらを踏ふむランスを仕留めるべく、十影は着地と同時に陸屋根を蹴って瞬時に間合いを潰す。

　刹せつ那な、ランスの首筋めがけて必殺の一刀を振るった。だが、




　硬こう質しつの絶ぜつ叫きようが、十影の耳をつんざく。




　ランスがその身に纏まとった、燃え上がる炎にも似た闇のオーラに斬撃が阻はばまれた音だった。

　直後、ランスの前蹴りが腹にめり込み、砲ほう弾だんさながらに吹ふき飛ばされた十影は背中から黒槍の壁かべに激突。その衝撃で、肺はい腑ふに満ちていた酸素が根こそぎ吐はき出されてしまう。

　肺腑が悲鳴をあげる中、十影はすぐさま黒槍の壁から離はなれた。遅おくれて、前から、左右から、背後の壁から、あらゆる角度から無数の黒矢が十影に殺さつ到とうする。体勢も呼吸もままならないまま黒矢を斬り落としていくも完全には凌ぎ切ることができず、左ひだり肩かたと右太ふと腿ももを黒矢に穿たれてしまう。十影の体に突き刺さった黒矢はほどなく消失し、体に空いた穴を埋うめるように溢あふれ出した血が陸屋根の上に滴したたり落ちた。

　陸屋根に刀を突き刺して膝ひざをつく十影を見下ろしながら、ランスは右手を横に広げ、

「血に塗まみれた剣鬼オニの剣けんが、ローラの想おもいで護られた私に届くと思うな……！」

　具現した騎士槍を摑み取る。

「貴様は矢では殺さん。この手で、この騎士槍で、貴様の命が果てる瞬間を味わわせろ……ローラの仇かたきを討うつ瞬間を、私に味わわせろォオおおおオおオオオおおおオオおォッ!!」







　訓練施し設せつを貫つらぬき、覆おおい尽つくした幾いく千に及およぶ黒槍の威い容ようは、さながら漆しつ黒こくの要よう塞さいのようだった。その要塞を、隠しきれないほどの苦く渋じゆうを滲にじませながら紅蛇は見つめていた。

　十影にランスと一対一で戦わせてほしいと嘆たん願がんされた紅蛇は、こちらが危険だと判断した時は加勢を許すことを条件にそれを了りよう承しようした。激情に駆かられた十影と共きよう闘とうしても連れん携けいをとるのは難しいと、かえって互たがいの足を引っ張り合うことになる可能性があることを考こう慮りよした上での、苦渋の決断だった。

（まさか、ランスがこのような手段でくるとは……）

　苦渋のみならず痛つう恨こんも滲ませながら、細い目で漆黒の要塞を見み据すえる。

　要塞の内側で十影とランスが戦っていることは音と気配で察知できたが、ただ戦っていることがわかるというだけで、今どちらが優勢でどちらが劣れつ勢せいなのかまでは紅蛇の感覚をもってしてもわからなかった。数人の兵士が要塞の上に登って様子を確かめに行こうとしたが、全員、要塞の内側から飛んできた黒矢で命を落とす結果に終わってしまった。

　人工太陽光照射装置──サンビームを用意し、人工太陽光を浴びせて漆黒の要塞を溶とかしていってはいるものの、進行速度は牛の歩みさながらに遅おそかった。

（クラリタくんの目と力があれば、あるいは……）

　そんなことを考え、首を横に振る。

　ＰＤで十影と通信したすぐあとにクラリタから通信があったため、彼女と二人の少女が第一街区こちらに向かっていることは紅蛇も把握していた。

　その際に、十影がランスと一対一で戦う旨むねを伝えたため、クラリタたちはなおさら急いでこちらに向かってきてはいるものの、十影とランスの戦いがいつ終わるかもわからないこの状じよう況きよう……どれほど急いでも、クラリタたちが間に合う可能性は低いと言わざるをえなかった。

　最悪の場合、捨て身で要塞を乗り越こえることも考えながら、紅蛇は全神経を集中させて十影の戦況を把握することに努めた。







　黒矢に貫かれた激痛を無視しながら、十影はランスの猛もう攻こうを懸けん命めいに捌いていく。もはや必要ないと思ったのか、それとも先の言葉どおり騎士槍ランスでとどめを刺すことに固こ執しつしているのか、あれから黒矢は一本たりとも飛んでくることはなかった。

　負傷による痛みは無視できても、負傷による挙動の鈍にぶりは無視できるものではなく、捌き切れず、体をかすめた騎士槍の穂ほ先さきが少しずつ血の赤に染まっていき、同時に、十影の軍服もますます血の赤に染まっていく。

　十影は文字どおり身を削けずって戦いながら、ランスがその身に纏まとう、炎ほのおのように燃え上がる闇やみのオーラを睨にらみつけた。

　斬ざん撃げきを止められた際の手て応ごたえを鑑かんがみるに、威力に秀ひいでた奥おく伝でんならばオーラの守りを突とつ破ぱするのは可能だと十影は踏んでいた。だが、攻撃を捌くだけで精いっぱいの十影に大おお技わざを繰くり出す余よ裕ゆうなどあるはずもなく、よしんば繰り出せたとしても、それでランスを倒たおせる可能性は限りなく低いと言わざるをえなかった。なぜなら、並なみ大たい抵ていの攻撃ならばオーラの守りで防げることが分かった今、ランスは大技のみに注意を払うだけで事足りるからだ。そんな相手に大技が当たる可能性は、やはり、限りなく低いと言わざるをえなかった。

　尋じん常じような手段ではランスに大技を当てることは、ランスを倒すことはかなわない。ならば、

（尋常から外れた手段を選べばいいだけの話だ……！）

　覚かく悟ごを決めるや否や、十影は脇わき腹ばらに迫る刺し突とつを無視して、刀を持つ手を稼か動どう域いき限界まで捻ねじり上げる。

（脇腹は──）

　騎士槍の穂先が脇腹に突き刺さった瞬しゆん間かん、引き手を利用しながら腰こしを捻ひねることで串くし刺ざしにされることだけは免まぬかれるも、腰を捻った拍ひよう子しに穂先に脇腹をえぐられ、おびただしい量の血が激痛とともに噴ふん出しゆつする。

（──くれてやる……！）

　脇腹をえぐられながらも、引き手と腰の捻りによって生じた軸じく回かい転てんのエネルギーを、肩に、肘ひじに、手首に淀よどみなく伝え、極限まで捻じった腕うでを解き放ち、螺ら旋せんの刺突──穿せんの奥伝〝砕さい華か〟を繰り出す。

　相討ち狙ねらいの十影に対し、ランスは咄とつ嗟さに体たいを崩くずし、右に転んで〝砕華〟をかわそうとする。

　その瞬間、十影は凄せい絶ぜつに笑えんだ。

　横に転ばれたため、〝砕華〟がランスの脳に、心臓に、急所に届く可能性は消え失うせた。だがそれは、初めから急所を狙っていなかった十影には関係のない話だった。相討ち狙いでも、自分の剣がランスの命に届かないことがわかっていたからだ。

　十影の狙い──それは、騎士槍を持たないランスの左手。

　右に転んだがゆえに最も回かい避ひが遅れている、ランスの左手が十影の狙いだった。

　転瞬、




〝砕華〟はオーラの守りを突つき破り、ランスの指を千切り飛ばした。




　千切った指は薬指と小指の二本。

　脇腹の犠ぎ牲せいに見合わない、あまりにも乏とぼしい戦果だった。

　だがそれは、十影が描えがいた勝利の図式どおりの、狂きよう気きに満ちた戦果だった。

　十影は陸屋根を蹴ってランスから間合いを離し、刀を持たぬ手で、宙を舞う指を二本とも摑つかみ取る。転んだところを狙われると思い追撃を警けい戒かいしていたランスは、千切れた指を手にする十影を怪け訝げんな表情で睨んでいただけだった。

「その程度で一いつ矢し報むくいたつもりか？　〝赤い剣鬼レツドオーガ〟」

「勘かん違ちがい……すんじゃねえ……」

　十影は肩で息をしながら、凄絶な笑みを深めながら、

「一矢程度で済ませるかよ……！」




　その手に持ったランスの指に嚙かみつき、溢れ出た血を吸い上げ、飲み込んだ。




　相討ってでも至高の血族ランスの肉体を削り取り、そこから流れ出た血を直接摂せつ取しゆする──それが、十影の選んだ尋常から外れた手段だった。

　至高の血族スプリームブラツドの血を基に作られたＢＩは、血の暴走を抑おさえるために中和剤ざいと配合しているため、その血の持つ力を十全に発揮するまでには至らない。ゆえに十影は、至高の血族に比する力を得るために、ＢＩを超こえた力を得るために、ランスの血を直接飲んだのだ。数分のうちに訪おとずれる血の暴走を、死のリスクを顧かえりみずに。

　血を吸い、ランスの指を投げ捨てる十影の表情は剣鬼オニそのものだった。

　程度の差はあれど、復ふく讐しゆうに心を狂くるわされているのは十影も同じだった。

　十影の双そう眸ぼうには、ランスと同じ憎ぞう悪おと狂気が仄ほのかに揺ゆらめいていた。

　血を吸う人間十影を目まの当たりにしたランスは、十影とは比べものにならないほどの憎悪と狂気に満ちた容よう貌ぼうを歪ゆがめ、

「人間が……人間如ごときが……私の血を吸うなァアあアああアぁァああッ!!」

　怒ど号ごうとともに、前後左右あらゆる角度から十影めがけて黒矢を放った。

　転瞬、銀の剣けん閃せんが無数に閃ひらめき、十影に迫せまっていた黒矢が全すべて斬きり払はらわれる。

　十影は右目から血を流し、鬼おにのような形相をしながらランスを睨みつけた。

「復讐劇の幕、下ろさせてもらうぜ」

　それは自分に対して言ったのか、ランスに対して言ったのか、あるいはその両方か……十影はランスが瞠どう目もくするほどの速さで踏ふみ込み、互いの距きよ離りを一いつ瞬しゆんにして消し飛ばす。

「ふッ！」

　鋭するどい呼気とともに放たれた斬撃は疾はやさも重さも今までの比ではなく、回避が遅れたランスの、その身を守るオーラを紙のように斬り裂さき、肩をかすめた切っ先が夜や陰いんに赤い弧こを描いた。

　先さき程ほどまでの十影とは別物だと確信したのか、ランスは再び、全方位から絶え間なく黒矢を発射し、騎士槍との同時攻こう撃げきを十影に仕し掛かける。だが、

「くそ…………くソ…………クソォォおオおおおぉォぉオオおおッ!!」

　壁を思わせるほどに濃のう密みつな刺突の連撃を、あらゆる方向から襲おそい来る黒矢を、十影は全て銀ぎん刃じんで受け、払い、ランスを追い詰つめていく。

　ペスティの血を飲んだ時とは違ちがって闇闘技コンフリクトは使えず、当然〝絆血の共振レゾナンス〟など起きるはずもなかったが、ランスの血は、ランスを圧あつ倒とうするほどの力を十影にもたらしていた。

「あアァああアあぁアァあああアああアアあアぁアああぁァぁアあアああアあッ!!」

　己おのれの血が最愛の女性ローラの仇を討つ最大の障しよう壁へきとなった事実が悔くやしいのか、おぞましいのか、恐おそろしいのか……狂気をまるごと吐はき出すような怒号をあげる、ランス。

　その隙すきに十影はランスの右みぎ肩かたに刀を突き立てるも、ランスはそれを全く意に介かいすることなく反撃の刺突を放ち、かろうじてかわした十影の頰ほおをかすめていく。

（こいつ、まさか……！）

　十影は気づく。

　怒号を契けい機きに、ランスが、その身はおろかその命をも捨てて戦い始めたことに。

　憎悪の炎に狂気と凶きよう気きを焼くべ、完全に防ぼう御ぎよを捨てたランスの猛攻は苛か烈れつにして凄せい惨さんだった。胴どうを斬られようが腕を刺さされようが足を裂かれようが、ランスは微み塵じんも怯ひるむことなく騎士槍を、黒矢を、十影に突き立てようとする。ランスに刃やいばを通すたびにその隙を突かれた十影の身も少しずつ穂先に削られ、軍服をますます血の赤に染めていく。黒矢で貫かれ、騎士槍で脇腹をえぐられた十影にとって、そのダメージは、失血は、決して無視できるものではなかった。

　ランスが命を斬らせて魂たましいを断たつ戦法に出た結果、戦況が五分に戻もどり、血の暴走という爆ばく弾だんを抱かかえた十影の心に焦あせりをもたらす。

　だが、

　真にタイムリミットが迫っていたのはランスの方だった。

　不意に、幾いく千幾万と飛び交かっていた黒矢の雨が止やむ。

　ランスの仕込んだ黒矢が、とうとう尽つき果てた瞬間だった。

　歯が砕くだけんばかりの歯ぎしりとともに、ランスは刺突を繰り出す。歯ぎしりを聞いて、こちらを油断させるための罠わなではなく本当に黒矢が尽きたことを確信した十影は、渾こん身しんの斬り上げをもって騎士槍を撥はね上げ、刺突を防ぐと同時にランスの体たいを崩した。

　今こ宵よい二度目の好機。

　今度こそ仕損じないためにも、体を両断されてなお生き残ったこの男を確実に屠ほふるためにも、十影は心臓に狙いを定め、神速の刺突を繰り出す。

　そして、




　銀の刃がランスの心臓を刺し貫つらぬいた。




「ぐふ……ッ」

　ランスの口から、おびただしい量の血が吐き出される。

　致ち命めいの手応えを感じ取った十影は、末まつ期ごの反撃を受ける前にすぐさま飛び下が──

「!?」

　瞬間、十影とランスを囲うように突き立っていた黒こく槍そうの壁かべの一部が崩れ、十影に向かって倒れてくる。

　ランスが〝千夜を征く大隊ミリアアルマ〟で具現した武器は透とう過かし合う性質を持っているため、長さ三十メートルもある巨きよ大だいな黒槍は他ほかの黒槍に邪じや魔まされることなく倒れ、十影を押し潰つぶそうとする。

　倒れてきた黒槍を半ば反射的に飛んでかわした直後、




　眼前までランスが迫っていたことに気づき、十影は瞠目する。




　先程の返礼だと言わんばかりに、ランスは十影の心臓目がけて刺突を放つ。

　十影は咄嗟に刀を振ふるって刺突を弾はじくも、

「まだだぁッ!!」

　えぐられた脇腹に蹴けりを叩たたき込まれ、吹ふき飛ばされた十影は陸ろく屋や根ねを転げ、倒れ伏ふす。蹴られたことにより脇腹の傷はますます悪化し、そこから流れ出た命の雫しずくが陸屋根を赤く濡ぬらしていく。

「がはぁ……ッ！」

　ランスは口から血を吐いて倒れそうになるも、すんでのところで踏み止とどまり、騎士槍を陸屋根に突き刺して体を支える。そして、同じく陸屋根に刀を突き刺し、体を支えながら起き上がる十影に向かって、

「まだだァああアァあアアアあぁアあアあああァあアアぁァぁアあアアああアあァッ!!」

　命の全てを燃やさんばかりの勢いで、

「まだだまだだまだだまだだまだだまだだまだだまだだぁああアあアアァあアあぁッ!!」

　魂をも燃やさんばかりの勢いで、

「まだッ!!　心臓がやられただけだッ!!」

　死という概がい念ねんすらも燃やし尽くさんばかりの勢いで、叫さけんだ。

「この命ィいイイいいイイイいィッ!!　貴様を殺すまでもてばいいィイイぃイいィッ!!」

　ほんの一瞬だった。

　ほんの一瞬、十影の心は確かに竦すくんだ。

　圧倒的な力を有するロドリオと戦った時でさえ全く怯まなかった十影の心を、ランスの憎悪が、狂気が、執しゆう念ねんが、確かに竦ませた。

（ほうっておいても、こいつはもうすぐ死ぬ。リアリの仇かたきは討うてる……だけど……！）

　心臓を貫かれてなお止まらぬ化物を前に、無意識のうちに一歩退ひいてしまったことに、十影は気づいていなかった……。







　クラリタはクインが運転するバイクの後部座席に立ちながら、右目──〝天網の義眼クラリウイデンス〟で第零太陽塔だいゼロツリーの方角を見つめていた。

「見えるか？」

　バイクと並んで走るペスティが不安げに訊たずねてくるも、クラリタはすぐには答えることができなかった。なぜなら第一街区で起きている事態は、クラリタの理解を超えた領域にまで進行していたからだ。

「……見たままのことを話すけど、ボクたちが初めて出会った訓練施し設せつが、闇闘技コンフリクトで創つくられたっぽい大きな槍で埋うめ尽くされてる」

「大きな槍って……どれくらい？」

　視線を前に向けたまま訊ねてくるクインに、相も変わらぬ無感情な声こわ音ねでクラリタは答えた。

「長さはだいたい三十メートルくらい。それが訓練施設全体を埋め尽くすように突き刺さってるから、数はいっぱいとしか言えない」

「埋め尽くすって……と、十影は!?　十影はどうなってるの!?」

「ちょっと待って」

〝天網の義眼〟の望遠倍率を上げると同時に、闇やみが透すけて見えるほどにまで視界の明度を上げる。そうすることで闇のオーラで創られた黒槍も透けて見えるようになり、その内側で戦っている十影とランスの姿が視し認にんできるようになる。

　己の血と相手の血で、その身を赤に染めた二人の戦いは凄惨を極きわめていた。刀を、騎士槍ランスを振るうたびに血が沫しぶき、訓練所の陸屋根を赤く染めていく。クラリタをして思わず息をのむほどの、血に塗まみれた死し闘とうだった。

　見たままを二人に伝えることを躊躇ためらったクラリタは、

「まだ、敵と戦ってる」

「勝ってるのは、もちろん十影であろう？」

　ますます不安げに訊ねる、ペスティ。こればかりは噓うそをついてもしょうがないと思ったクラリタは、包み隠かくすことなく断言した。

「んーん。押されてるのは十影の方」

「縁えん起ぎだのジンクスだのが馬ば鹿からしく思えてきたとかなんとか言ってたのは、どこのどいつよ……バカ……！」

　胸中の不安を振り払うように、クインが悪態をつく。

　それから少ししてペスティの目に、遅おくれてクインの目に、無数の黒槍が突つき刺さった、漆しつ黒こくの要よう塞さいと化した訓練施設が映じられる。現実のものとは思えぬ光景を目まの当たりにした二人は、ただただ絶句するばかりだった。

　直後、

「まずい……！」

　クラリタにしては珍めずらしい、焦しよう燥そうを滲にじませた声が小さな口から飛び出す。

　ランスの攻撃を受け損そこねた十影が刀を弾き飛ばされる瞬しゆん間かんを目の当たりにしたのだ。

「ちょ……まずいってどういう意味よ!?」

「な、なにがまずいのだ!?」

「十影が追い詰つめられてる……！」

　そう二人に答えながら、クラリタはクインの肩かたに乗せていた手を離はなし、バンダリアからＢＩを取り出して一気に飲み干す。続けて、肩に背負ったケースから電磁狙撃銃レールライフルを取り出し、ケースを投げ捨てると、

「二人はそのまま行って」

　後ろに倒たおれながらバイクから飛び降り、満月に向かって電磁狙撃銃を構えた。

　消しよう耗もうしているとはいえ、目標は十影を追い詰めるほどの強者。曲射狙そ撃げきで仕留められるとは到とう底てい思えない。だけど──

「間に合え……！」

　目標の動きを予測し、そこに至る道筋を演算し終えたクラリタは引き金を絞しぼり、電磁狙撃銃に装そう塡てんされていた五発の弾だん丸がん全すべてを、夜天めがけて吐き出した。







　十影が追い詰められてる──この言葉を聞き、茫ぼう然ぜん自じ失しつとしていたペスティは派手に盛せい大だいに転んでしまう。

「ペスティ!?」

　クインが慌あわててバイクを止めた瞬間、電磁狙撃銃レールライフルの静かな咆ほう哮こうがペスティの耳じ朶だに触ふれる。続けて、とある臭においが鼻び腔こうに触れ、クラリタの言動を鑑かんがみるまでもなく、十影が今まさに追い詰められていることを、殺されかけていることをペスティは理解する。

　風に乗り、ペスティの鼻腔に触れた臭い──それは、十影の血けつ臭しゆう。

　間ま違ちがえるはずがなかった。一度だけとはいえ、〝絆血の共振レゾナンス〟によって溶とけ合うように一つになった十影の血の臭いを、大切な人の血の臭いを間違えるはずがなかった。

　間違えるはずがなかったからこそ、十影が絶体絶命の窮きゆう地ちに立たされていることがわかったからこそ、ペスティは涙なみだが溢あふれるほどに、胸が締しめつけられるほどにつらかった。




『ペスティ、憶おぼえておいて。戦いが終わった後に食べたい物があるとか言ったり、料理をごちそうしてもらうことになったりした人は、大たい抵てい死んじゃうから。驚おどろくほど死んじゃうから』




　戦いに向かう前に言っていたクインの言葉が、ペスティの心に深く突き刺ささる。




『しかもこの場合、死ぬのはおれとクインになるな……』




　クインの言葉の前に言っていた、冗じよう談だんめいた十影の言葉がペスティの心を深くえぐる。




　──わたしのせいで、十影が死ぬ？




　普ふ段だんならば笑い飛ばすような発想が、ペスティの心をバラバラに引き裂さいていく。

「嫌いや……そんなの嫌……」

　尊大な物言いも忘れ、等身大のペスティ・アーヴィングの口調で呻うめく。

　今から全速力で十影のもとに向かったところで間に合うとは思えない。

　幾いく千もの黒槍やりを越こえられるとも思えない。

　だから、

　ペスティは涙を拭ぬぐいながら立ち上がる。

　取るに足らなくてもいい。

　みっともなくてもいい。

　少しでも、ほんの少しでも、十影の力になるなら、

　少しでも、ほんの少しでも、十影の力になると信じて、

　漆黒の要塞と化した訓練場を力強く見み据すえると、ペスティは思い切り息を吸い込み、十影に向かって──







　刀を弾き飛ばされて無手となった十影は、ランスが繰くり出した追つい撃げきの刺し突とつをかわすも、

「く……ッ！」

　騎士槍ランスの軌き道どうが刺突から横よこ薙なぎに変化し、赤く染まった脇わき腹ばらを柄えで殴おう打だされてしまう。脇腹と口から血を吐はき出しながらも、十影はランスの心臓に前蹴りを叩き込み、その反動で騎士槍が届かないところまで間合いを離す。

〝貴血の加護ブレス〟でダメージそのものはなくとも、衝しよう撃げきを与あたえたことで心臓が鼓こ動どうを止めてくれれば……前蹴りにはそんな淡あわい期待も込こめられていたが、

「まだだと言ったぞ〝赤い剣鬼レツドオーガ〟ァああァアあアアあぁッ!!」

　わずかにふらついただけで、ランスは倒れる素そ振ぶりすら見せてくれなかった。

（まだ……まだ死なねえってのかよ……!?）

　心臓を貫つらぬかれてなお仇討ちをやめようとしないランスを前に、十影はいよいよ自覚するしかなかった。ロドリオ・ストーカーですら受け入れざるをえなかった確実なる死を拒きよ絶ぜつするランスを前に、十影はいよいよ認めるしかなかった。自分が今、目の前にいる復ふく讐しゆう鬼きに恐きよう怖ふを覚えていることを。

　たとえ心臓の鼓動が止まっても、そこから流れる命の雫しずくが一いつ滴てき残らず絞り出されても、ランスは自分を殺すまで止まらないのでは？──そんな馬鹿げた考えが、十影の脳のう裏りで鎌かま首くびをもたげる。そんな気の弱い考えを振り払はらうように、十影は右手側にある、ここからやや離れた位置に落ちている刀に視線に向けた。

　刀との距きよ離りは、自分よりもランスの方がわずかに近かった。

　だが、今は無理をしてでも刀を取りに行くべきだと十影は思う。このままではランスに死が訪おとずれるよりも早くに、自分がランスに殺されるのは目に見えていた。相手の死を待つことが自分の死を待つことと同義ならば、攻せめに転じるしかないと、この手でぶった斬ぎるしかないと腹を括くくった。

（問題は刀を取りにいく隙すきをいかにしてつくるか、だな）

　幽ゆう鬼きのように揺ゆらめきながら、その身に纏まとう闇のオーラを炎ほのおのように揺らめかせながら歩み寄ってくるランスは、一見隙だらけのように見えて、その実全くと言っていいほど隙がないことは、今の今まで戦った十影が一番よくわかっていた。十影が動き出した時に見せる反応の早さは、騎士槍の届く間合いに入った瞬間に見せる攻こう撃げきの苛か烈れつさは、心臓を貫かれてなお健在だった。

　なにか手はないかと思案していた十影に天の恵みがもたらされたのは、まさにその直後のことだった。

　不意に、夜空の彼方かなたからなにかが降ってくる気配を感じ取り、十影は視線だけを上に向ける。ランスもそれに気づいたのか、揺らめいていた体がピタリと動きを止める。

　刹せつ那な、




　夜天から、超ちよう音おん速そくの五発の弾丸がランスに降り注いだ。




　劇的に反応したランスが騎士槍で五発の弾丸全てを弾はじいた瞬間、十影は陸ろく屋や根ねを蹴り、刀に飛びつく。

　刀を摑つかみ取り、身を転ばせながら起き上がった瞬間、

　騎士槍の穂ほ先さきが、十影の眼前まで迫せまっていた。

　刀を手にした瞬間を狙ねらって投げたランスの一いつ擲てきが、眼前まで迫っていた。

「ちぃ……！」

　十影はランスに勝まさるとも劣おとらぬ劇的な反応で刀を振るい、眼前まで迫っていた騎士槍を弾いてみせる。直後、




　騎士槍の中に隠れていた黒矢が、十影の左胸を貫いた。




　ランスは騎士槍を投とう擲てきする前に一本の黒矢を具現し、透とう過かし合う性質を利用して騎士槍と黒矢をまとめて摑み、まとめて投擲していたのだ。十影が騎士槍の一擲を防ぐことを予見し、騎士槍が防がれた際にもろとも弾き飛ばされないよう可能な限り矢や柄がらを短くした黒矢を、騎士槍の中に忍しのばせていたのだ。

　事ここに至ってなお冷静冷れい徹てつな手を打つ、ランス。憎ぞう悪おと狂きよう気きに満ちた理知の器うつわは、死を目前にしてなお砕くだけ散ってはいなかった。

　心臓に近い位置を貫かれ、十影の口から血が吐き出される。

　その隙に間合いを詰めていたランスは、今度こそ十影の心臓を刺し貫くべく、薬指と小指が失われた左手で指突を放つ。

　黒矢で左胸を貫かれ、ますます血を失った十影の体は、地を這はう虫ほども動きそうになかった。

　やられる──そう確信した十影の脳裏に、三年前の一幕が、リアリが死する瞬間が走そう馬ま灯とうのように流れてくる。

　あの時、別れの言葉一つかわすことすらできず、リアリは死んだ。

　あるいは、今いま際わの際きわに浮うかべた微び笑しようが、リアリから送られた別れの言葉だったのかもしれない。

　死を目前に、一秒が一分にも一時間にも思えるほどに圧縮された時の流れの中、十影はリアリに語りかける。

（リアリ……あんたを殺したあいつは、じきに死ぬ。あんたの仇かたきを討うてる。けど──）




　──死にたくない。そうでしょ？




　幻げん聴ちようか、自分の脳が都合のいい言葉をリアリの声で並べただけなのか、あるいは、本当にリアリが答えてくれたのか……それは十影にも、誰だれにもわからないことだった。ただ、場違いなほどに弾はずんだリアリの声を聞いた十影は、ますます死にたくないと思った。

（おれには今、大切な……本当に大切な居場所があるんだ）

　今度は、リアリの声は返ってこなかった。

　だが、それでもかまわず、十影は続けた。

（ペスティも、クインも、本当に、本当に大切だから……二人を悲しませたくないから……二人と別れたくないから──）




　──力を貸してくれ、だなんて言うつもり？




　図星を突つかれ、十影は口ごもる。

　そんな十影の反応がおかしかったのか、続けて出てきたリアリの声こわ音ねは、どこまでも軽かろやかで、どこまでも楽しげだった。




　──私の力なんて貸せないし、借りる必要もないわ。




　──だって、もう間に合っているもの。




　リアリの言葉の意味がわからず、十影は思わず眉まゆをひそめる。

　だが、

　その一いつ瞬しゆん後、すぐに言葉の意味を理解することができた。







「と──────────お──────────え──────────いッ!!」







　涙で滲にじんだペスティの叫さけび声が、十影の耳じ朶だに触ふれる。

　声だけでペスティに心配させてしまったことがわかった十影は、心の中でペスティに、その隣となりで一いつ緒しよに心配しているであろうクインに詫わびた。

　圧縮された時の流れが正常に戻もどりつつある中、十影の双そう眸ぼうにかつてないほどの活力が宿り、死に体同然だった体に力が漲みなぎる。

（死んで……）

　ランスの指先が、十影の胸に突き刺ささろうとした瞬間、

（たまるかあああああああああああああああああああああああああッ!!）

　全身の筋肉が悲鳴をあげるのを無視して強ごう引いんに体を旋せん転てんし、胸の肉を削そがれながらも指突をかわした。

　そして、

（こいつは殺した程度じゃ止まらない……だったら──）
















　旋転の勢いをそのままに、

（死ぬまで殺し続けてやるよ、ランス・ロランスッ!!）

　すれ違いざまに繰り出した、交叉法カウンターの奥おく伝でんが夜天に閃ひらめく。

　廻かいの奥伝──

「〝雲うん柳りゆう〟ッ!!」

　銀の刃やいばが満月にも似た円を描えがき、オーラの守りごとランスの背中を深々と斬り裂さいた。

　ランスは指突の勢いをそのままに、前のめりに倒たおれ伏ふす。

　直後、




　──ドクンッ




　全身を巡めぐる血が激しく脈動したのも束つかの間、血管が爆ばく発はつしたかのような激げき甚じんな痛みが十影を襲おそい、体のそこかしこから血が噴ふん出しゆつする。至高の血族ランスの血に耐たえかねた体が、とうとう血の暴走を引き起こしてしまったのだ。

　ペスティの声を聞いて活力を取り戻したとはいえ、死に体同然だった十影に血の暴走に抗あらがえるほどの体力など残っているはずもなく、力ちから尽つきるように倒れ伏した……。







　二度目の致ち命めい傷しようを受けたランスは、新たに具現した騎士槍ランスを握にぎり締しめ、ゆっくりと立ち上がる。

「まだだ……」

　まだ、〝赤い剣鬼レツドオーガ〟は生きている。

「まだだ……」

　まだ、ローラの仇は討てていない。

「まだだまだだまだだまだだまだだまだだまだだまだだ……ッ！」

　倒れ伏す〝赤い剣鬼〟を、かつてないほどに憎悪と狂気に燃え上がらせた双眸で睨にらみつけ、生きているのが不思議なほどに傷ついた体を激情を糧かてに動かし、騎士槍を構える。

　あともう少しで〝赤い剣鬼〟を殺せる。

　あともう少しで、ローラの仇が討てる。

　それさえ果たせばローラのところに逝ゆける。

　常とこの世よで、もう一度ローラに会える。

「逝くぞ……！」

　その言葉はローラに向けて言ったのか、それとも〝赤い剣鬼〟に向けて言ったのか……陸ろく屋や根ねに伏す〝赤い剣鬼〟を貫つらぬくべく、ランスは逆手に持った騎士槍を全力で振ふり下ろした。







　騎士槍が迫る中、十影は己おのれを叱しつ咤たする。

（動けッ!!　この痛みは知っている痛みだろうがッ!!）

　こんなところで死ぬわけにはいかない──その一心で、十影は血の暴走によって動かなくなった体を無理矢理動かし、陸屋根を転がって騎士槍の一いつ刺しを回かい避ひ。その勢いを利用して立ち上がるも体はふらつき、陸屋根に刀を突き立てることでどうにか踏ふみ止とどまる。

　必殺の一刺をかわされたランスは陸屋根に突き立てた騎士槍を引き抜ぬき、構える。今まさに尽つきようとしている命の炎ほのおとは対照的に、十影を睨むランスの双眸はどこまでもどこまでも憎悪と狂気に燃え上がっていた。

「まだだ、か」

　十影もまた、血の暴走に耐えながらも刀を構え、

「それはこっちの台詞せりふだ……！」

　決然とランスを睨みつける。

「まだだ……」

　まだ、リアリのところには逝けない。

「まだだ……」

　まだ、ペスティとクインと一緒に生きていきたい。

「まだだ……おれはまだ死ねない……」

　刹せつ那な、十影はなけなしの余力を吐はき出して陸屋根を蹴けり、

「この命ッ!!　お前にはやらねえぞ、ランス・ロランスッ!!」

　ランス目がけて袈け裟さがけに刀を振り下ろ──

「！」

　刃がランスの首筋に触れる寸前で、十影は刀を止める。全く同時に、十影とランスを囲っていた、訓練施し設せつを覆おおい尽くしていた黒こく槍そうが一いつ斉せいに霧む散さんする。

　ランスを見つめる十影の双眸には、隠かくしきれないほどの戸と惑まどいが映し出されていた。




　ランス・ロランスは、騎士槍を構えたまま、立ったまま事切れていた。




　心臓を貫かれてなお止まらなかった復ふく讐しゆう鬼きの命が、とうとう尽き果てたのだ。

　死してなお見開かれた目には憎悪と狂気の残ざん滓しがあり、死してなお仇討ちを諦あきらめていないと確信させられるほどの凄すごみを帯びていた。

「勝った……のか……？」

　至高の血族の域まで高められた聴ちよう力りよくで、ランスの心臓の鼓こ動どうが完全に止まっていることを確かく認にんした瞬間、緊きん張ちようの糸が切れたのか、唐とう突とつに虚きよ脱だつ感を覚えた十影の手から刀が滑すべり落ちていく。続けて意識も奈な落らくの底に滑り落ちかけるも、十影は気力を振り絞しぼり、かろうじて踏み止まった。

　今ここで気を失うことは死と同義──そう自分に言い聞かせながら雀すずめの涙なみだにも満たない余力と気力を振り絞り、腰こしに吊つり下げたケースから中和剤ざいの入ったアンプルを取り出す。そして、いまだ体中に激痛をもたらし、体中を赤に染める血の暴走を止めるべく、今にも途と切ぎれそうな意識を必死に繫つなぎ止めながら、中和剤を一息に飲み干した。

　リアリの仇を討った──そんな感かん慨がいが去来する隙すき間まなどあるはずもなく、完全に緊張の糸が切れてしまった十影は、空になったアンプルとともに、崩くずれ落ちるように陸屋根に仰ぎよう臥がした。








終章　落着、そして……









「ちょっとお手洗いに行ってくるね」

　ソファに座り、うとうとしていたペスティは「んあ？」と、間の抜けた声を漏もらし、

「眠ねむってなどおらぬぞ……わたしは断じて眠ってなどおらぬぞ、クイン！」

　慌あわてて反応するペスティに、クインは「あはは」と、弱々しい苦く笑しようを返した。

　日の出まであと一時間もない時分、ペスティとクインは第一街区にあるエクイテスとクストス専用の病院──といっても状じよう況きようによっては民間にも開放されるが──の、十とお影えいが眠る病室の中にいた。

　ランスを倒し、気絶した十影はすぐに病院に運ばれ、手術で血の暴走によって破は裂れつした血管を修復し、今はベッドの上で健すこやかな寝ね息いきを立てていた。〝暁あかつきの英えい雄ゆう〟であり、此こ度たびの危機を退けた最大の功労者でもある十影には個室があてがわれ、ペスティとクインはそこに備えつけられたソファに座り、眠気を嚙かみ殺しながら十影が起きるのを待っていた。

　クインは病室の扉とびらを開くと、今一度振り返って十影を見やる。

「また、二日も三日も寝てたりなんかしないよね？」

「前とは違って手術の時間は短かったからな。寝ている時間もきっと短いと思うぞ」

「どういう理り屈くつよ、それ」

　ため息の代わりに欠伸あくびを漏らすと、ペスティに軽く手を振ってから病室を出て行った。

　ペスティは「くぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」と大欠伸をかまし、目元をゴシゴシ擦こすりながらベッドに歩み寄る。

「まったく、わたしたちを心配させないくらいに強くなるとか言ってたくせに、見事に心配させおって」

　そう言ったあと「んむ？」と首を傾かしげ、

「そういえば、強くなると言ってからあまり時が経たっておらぬから……これは仕方のないことなのか？」

　そんなどうでもいいことを思い悩なやんでいると、十影が寝返りをうち、その拍ひよう子しに毛布と一いつ緒しよに病衣の襟えりがはだけるのが見えて、ペスティは「んむむ」と眉まゆ根ねを寄せる。

「本当に世話の焼ける」

　とは言いながらも、些さ細さいな世話でも焼けることが嬉うれしいペスティの頰ほおは、自然と綻ほころんでいた。

　横になっていた十影の体を仰あお向むけに戻もどし、病衣の襟を正そうとしたところで、

「…………」

　思わず、硬こう直ちよくしてしまう。

　病衣がはだけ、露あらわになった十影の鎖さ骨こつに、その上にある首筋に目が吸い寄せられてしまったのだ。目が吸い寄せられた理由は、至高の血族スプリームブラツドの性さがとしか言いようがなかった。

　ゴクリ──と、生なま唾つばを飲み込む。

「……そういえば、十影の血を首筋から飲んだことはなかったな──って、いかん！　いかんぞっ！」

　何度も首を横に振り、邪じや念ねんを振り払はらう。

　ランスとの死し闘とうにより、大量に失血した十影には輸血が施ほどこされていた。そんな人間の血を吸うなど、鬼き畜ちくにも劣おとる所業だと自分を戒いましめる。

「……そういえば、輸血を受けた人間の血は、いったいどのような味になっておるのだ？──って、いかん！　いかんぞっ！」

　何度も首を横に振り、鬼畜にも劣る好こう奇き心しんを振り払う。

　このままでは誘ゆう惑わくに負けて十影の首筋にかじりついてしまいそうなので、ペスティは大急ぎで十影の襟を正すと、肩かたが隠れるまで毛布をかぶせた。

「うむっ、これでよしっ」

　わざとらしいほどに満足げな声をあげたペスティは、どうにかこうにか誘惑を振り払うことに成功する。

「それにしても……普ふ段だんとは違ちがって、寝ている顔はなかなかにかわいげがあるではないか」

　身を屈かがめ、ベッドの縁ふちにもたれかかりながら、健やかな寝息を立てる十影の頰をつつく。

「普段と違うと言えば、ここまで隙すきだらけなのも珍めずらしいな」

　この二カ月の間、ともに暮らしてわかったことだが、普段の十影は眠っている時でさえも隙がなかった。三度に亘わたるクインの夜よ這ばいが全すべて失敗に終わってしまうほどに隙がなかった。しかし、今の十影は頰がつつき放題なほどに隙だらけだった。

「ロドリオ様を倒たおした後もそうであったが、さすがのきみも精と根が尽き果ててしまってはどうすることもできまい」

　ニコニコしながらプニプニ頰をつついていたペスティだったが、唐突に、顔を上気させながらその指を止める。

　思い出してしまったのだ。

　ロドリオを倒した後、中和剤を飲ませるために、十影に口移しをしたことを。

　いつの間にか、視線が十影の唇くちびるに吸い寄せられていた。

　ゴクリ──と、先さき程ほどとはまた違った意味で生唾を飲み込む。

　気がつけば、身を乗り出して、ベッドに両手をついて、十影の顔を覗のぞき込んでいた。

　心臓が痛みを伴ともなうほどに強く脈打ち、頰だけでなく顔全体を上気させていく。

　理性が「いったい何をしているのだ？」と訊たずねると、本能が「自分に素す直なおになろうとしているだけよ」と答えてくる。

　心の中の天使が「抜け駆がけはいけないぞ」と戒めると、心の中の悪あく魔まが「クインはもう三回も夜這い抜け駆けしてるよ」と反論してくる。

　そうこうしているうちに、体を支えていた両りよう腕うでの肘ひじがゆっくりと曲がり、静かな寝息を立てる十影の唇に──







「うっわ～、ひっどい顔……」

　洗面所の鏡に映る自分の顔を見て、クインは深々とため息をつく。完かん徹てつ手前な上、戦せん闘とうやら事後処理やら十影の心配やらで心身ともに疲つかれ果てたクインは、表情もまたすっかり疲れ果てた有り様になっていた。

　化け粧しようでごまかそうかと考えるも、メイク道具を入れたバッグを病室に置いてきたことを思い出し、再びため息をつく。そして、今一度鏡に映る自分の顔を見つめ、

「ほんと……ひどい顔してる……」

　ひどい顔になっていた理由は、なにも心身の疲ひ労ろうだけが原因ではなかった。

「あたし……なにもしてない……全然十影の力になれてない……」

　今にも泣き出しそうな声こわ音ねで、クインは呟つぶやく。今トイレには自分一人だけしかいないから、いっそ泣いてしまおうかとさえ思う。

　事後処理のため別行動をとることになったクラリタが、別れる前に言っていた。十影が死なずに済んだのは、十影がランス・ロランスに勝てたのは、ひとえにペスティのおかげだった、と。

〝天網の義眼クラリウイデンス〟で決着の瞬しゆん間かんを見ていたクラリタは、ペスティの叫さけび声を聞いた十影が死に体同然だったとは思えないほどの動きを見せたことを、ペスティの叫び声を聞いて活力を取り戻したおかげで、十影が敗北必至の状況からランスを倒すことができたことを教えてくれた。

　……聞きたくもなかったことを、教えてくれた。

「嫌やな女だなぁ、あたし」
















　ペスティのおかげで十影が死なずに済んだのに、クリアナが救われたのに、自分は今、ペスティに嫉しつ妬としている。またしても十影の窮きゆう地ちを救ったペスティに、どうしようもないほどに嫉妬している。

　おまけに、このことを教えてくれたクラリタもまた援えん護ご射しや撃げきで十影の窮地を救う一助を果たしていたものだから……なにもできなかった自分が惨みじめに思えてならなかった。全く十影の役に立てなかった自分とペスティの間には、もう永遠に追いつけないほどの差が開いてしまっている気がしてならなかった。

　クインは何度も首を横に振ふり、頰を両手でペシペシと叩たたいた。

　友達に嫉妬するなんて、あたしらしくない。

　弱気になるなんて、あたしらしくない。

　鏡に向かってニッコリと笑い、そう自分に言い聞かせる。

「今回はなんの力にもなれなかったけど、次からは絶対に十影の力になってやるんだから」

　自分を励はげますように意気込んだあと、気持ちを切り替かえてトイレから出る。すると、




「おや？　奇き遇ぐうだね」




　横合いから聞こえてきた聞き覚えのある爽さわやかな声に、クインは思わずビクリと震ふるえてしまう。

「ユ、ユラギさん!?　どうして病院ここに!?」

　ユラギは、声音以上に爽やかな笑え顔がおを浮うかべながら、

「もちろん、心腹の友に報告があって来たんだよ」

「報告、ですか。十影ならまだ目覚めてませんよ」

「そうなのかい？　彼のことだから、そろそろ目を覚ましている頃ころだろうと思ったんだけど、どうやら見立てが甘かったみたいだね」

　そう言って、やけに様になる仕草で肩をすくめた。

　そして、

「ところで……随分落ち込んでいるようだけど、なにかつらいことでもあったのかい？」

　優やさしさの欠片かけらも感じられない、噓うそ臭くさいほどに爽やかな声音で気き遣づかわれ、クインは背筋に寒気を覚える。クインを見つめるユラギの双そう眸ぼうは、クインの外そと見みには目もくれずにクインの心の奥底に焦しよう点てんを合わせているような、そんな目をしていた。

「お、落ち込んでなんかいませんよ。ちょっと疲れてるだけです」

「そうかい。けど、無理はいけないよ。君になにかあったら心腹の友が悲しんでしまうからね」

　背筋の寒気が、悪お寒かんに変わる。

「……あたしを利用して、また十影を苦しめようって魂こん胆たんですか？」

「これはこれは人聞きの悪い。僕は純じゆん粋すいに君のことを心配しているだけだよ。それほどまでに、君は落ち込んだ顔をしていたからね」

「落ち込んでません。適当なこと言わないでください」

「僕はいつでも真しん剣けんそのものなんだけど……まぁ、そんなことはどうでもいいか。とにかく、なにか悩みがあったら、いつでも僕を頼るといい。最優先で相談に乗ってあげるよ」

「ユラギさんに相談するなんて天地がひっくり返ってもありえませんから、どうぞご心配なくっ」

　寒気を、悪寒を振り払うように、クインは「んべ」と舌を出す。まかり間ま違ちがっても上官にとる態度ではなかったが、相手が相手なので知ったこっちゃないとクインは思う。

「そうかい。その代わりと言ってはなんだけど、十影への言こと伝づてを頼たのまれてくれるかい？」

「『その代わり』の意味がわからないんですけど……ていうか、言伝って報告のことですよね？」

「そうとも言うね。聞いてくれるかい？」

「報告なら聞かないわけにはいかないでしょ」

　クインの了りよう承しようを得ると、ユラギは爽やかな笑みを深めながら、

「それじゃあ今からその内容を言うけど、場所が場所だし時間が時間だから、驚おどろいても大声は出さないよう頼むよ」







『これはまた、わかりやすいくらいに落ち込んでるわね～』

　膝ひざを抱かかえてうずくまっていた十影に、リアリが苦く笑しようまじりに話しかけてくる。

『うるせえ』

『助けられなかった仲間のこと、まだ気にしてるの？』

『わりぃかよ』

『ううん、悪くないわ。むしろ、とっても良いことだと思う。でもね──』

　リアリの繊せん手しゆが十影の頭に乗せられる。子供扱あつかいされていることはわかっていたが、不思議と振り払はらう気にはなれなかった。

『気にしすぎるのはよくないわ。私たち人間の手はとても小さい……どれだけ救いたいと願っても、がんばっても、この手ですくえる命は限られてる。全てをすくおうとすればするほど、かえって余計に手から零こぼれ落ちていく。至高の血族スプリームブラツドとの戦いが続くかぎり、零れ落ちていく命の数は増え続ける。その命が零れ落ちるたびに今みたいに落ち込んでたら……十影くん、あなたは自分で自分の心を殺すことになるかもしれないわよ』

　心の底から十影を心配する、リアリの優しさが伝わってくる言葉だった。

『う～ん……こんなこと言ってたら段々心配になってきたわね……十影くんってば、仲間を想おもうあまり、自分のことを蔑ないがしろにしがちなところあるし…………そうだ！　十影くんが幸せを感じる時って、どんな時？』

『……なんでいきなりそんなこと訊きくんだよ』

『なにに幸せを感じているのかを自覚することは、とっても大切なことよ～。生きるための活力に繫つながるし、その活力が仲間を救うことだってあるしね』

『その言い方汚きたねえ……答えるしかねえじゃねえか』

『ふっふっふっ、なんとでも言うがいい。それで、十影くんが幸せを感じる時って、どんな時？』

『今よりも強くなった時』

『……うん、お姉さん余計に不安になったわ。即そく答とうしちゃうところが超ちよう不安になったわ』

『答えろって言ったのは、そっち──』

『しゃら[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っぷ！　十影くんの生おい立ちが生い立ちだから、そりゃ～純粋に強くなりたいって気持ちはあるんでしょうけども！　ど～せ、今より強くなって今よりもっと仲間を護まもれるようになりたいとも考えてたりするんでしょ！』

　図星を突つかれて口ごもる十影を見て『やっぱり』とため息をついたあと、諭さとすような口調で言葉をつぐ。

『いい、十影くん。そりゃ私だって、強くなって、そのおかげで仲間を護れた時はもちろん幸せを感じるわ。一人でも多くの仲間を護りたいとも思うわ。でもね、そんな私でも、本当に、なにがなんでも護りたいと思ってる仲間は片手で数えるほどしかいないの。どれだけ強くなっても、それが精いっぱいだってわかってるから』

『……なにがなんでも護りたい仲間って……おれたちのことか？』

　リアリは十影の頭をワシャワシャと撫なで、

『正解。よくできました。私が本当に護りたい仲間は、十影くんも含ふくめた小隊の皆みんなってわけ。だから十影くんも、まずは小隊の仲間第一で考えてみたら？』

『それは……小隊の皆が一番大切って気持ちはわかるけど……だからって他ほかの仲間を蔑ろにするのは……』

『だ～か～ら～、そういう意味で言ってるんじゃないのっ。自分の全すべてを賭かけてでも護りたい仲間を見つけなさいって言ってるのっ。そうすることで、少なくともその仲間が死なない限りは、どれほどつらいことがあっても自分の心を護ることができるって言ってるのっ』

　リアリは『ぜーはーぜーはー』と、息を荒あらげる。

『もうやばい……十影くんが小隊も組まずに一人で戦ってるところ幻げん視ししちゃった。心がもうやばいところまで追い詰つめられたせいで、仲間の死から逃にげまわってる十影くん幻視しちゃった』

『なんの話だ？』

　あまりにもわけのわからないことを口走るリアリに不安を覚え、十影は頭を上げようとするも、

『……おい』

　リアリに頭を押さえつけられ、うずくまった状態から動けなくされてしまう。

『こうなったらもう最終手段しかないわね』

『最終手段？』

『そうよ～。十影くんの、なにがなんでも護りたい人を見つける最終手段』

　リアリは『コホン』とわざとらしく咳せき払ばらいをすると、心底楽しげに言葉をついだ。

『恋こいをしなさいっ！　十影くんっ！』

『はぁッ!?』

　ますますわけのわからないことを口走るリアリに抗こう議ぎしようと、十影は今一度頭を上げようとするも、先さき程ほど以上の力で、首が痛くなるほどに強い力でリアリに押さえつけられてしまったため、依い然ぜんうずくまったままの状態にされてしまう。

『好きな人ができちゃえば、十影くんもきっと私の言葉を理解できるはずよっ！』

『痛たたたた!?　体重！　体重をかけるな！』

『善は急げよ、十影くんっ！　今からお姉さんが十影くんの恋人を探してあげるっ！』

『力を込こめるな！　首！　首が折れる！』

『そうね～……十影くんでもクラリタちゃんはあげたくないし～……私はもう無理だから～……』

『んなことはどうでもいいから、さっさと手をどけ──』

　不意に、十影の頭を押さえつけていたリアリの手が消える。




　──目の前にいるこの娘こなんて、どうかしら？




　頭──ではなく、瞼まぶたを上げた十影は、

「……………………ッ!?」

　あまりにも予想外で、あまりにも理解不能な状じよう況きように言葉を失ってしまう。




　十影の目の前には、真しん紅くに染まったペスティの顔があった。




　吐と息いきがかかるどころか、あとほんの少し顔を前に動かすだけで互たがいの唇くちびるが重なるほどの至近に、ペスティの顔があった。

　瞬しゆん間かん、飛び跳はねるような勢いでペスティが体を仰のけ反ぞらせる。

「ちちちちちち違ちがっ違っ違うぞ十影っ!!　わわわわわたしは断じてキ……キ……………………目を覚ましたのか十影っ!?」

　狼ろう狽ばいを通り越こして混乱の極きわみに陥おちいったペスティが、顔はおろか全身を真っ赤にしながら支し離り滅めつ裂れつな叫さけび声をあげる。目が覚めてすぐに浮うき世よ離ばなれした美び貌ぼうが至近にあったせいか、十影の頰ほおもまた朱しゆに染まっていた。

　十影は一度深呼吸をすることで、無理矢理心を落ち着かせる。なにか夢を見ていたような気がしたが、今は夢の内容を思い出すことよりも現状を把は握あくすることが先決だと思い、周囲に視線を巡めぐらせた。
















「ここは……病院か？」

「う、うむ。寝ねていた時間は、だいたい三～四時間くらいだったぞ」

「みたいだな」

　動きやすくするためか、スカート部分を切り裂さいたマキシワンピースとカーディガンに身を包んでいる、十影の家を出た時と同じ服装をしているペスティを見て、ロドリオの時とは違って日を跨またぐほどには眠ねむらずに済んだことを把握する。

「クインは？」

「お手……お花を摘つみに行ってるぞ」

「お花？……ああ、便所か」

「お花を摘みに、だぞっ」

　窘たしなめるように訂てい正せいする、ペスティ。つい口に出してしまったこととはいえ、少々品がなかったと十影は反省する。

「それで、ペスティはどうして──」

「だだだだだから違うと言っておるであろうがっ!!　キキキキキスなどっ!!　断じてするつもりはなかったと言っておるであろうがっ!!」

　まだなにも言っていないのに、ペスティは再び体中を真っ赤にさせながら、口が滑すべるという次元では済まされない失言を大声で口走る。まさかと思いつつも、その可能性をあえて考えないようにしていた十影の頰もまた、再び朱色に染まっていく。

「キ……キスしようとしてたのか？」

「違っ違っ違うと言っておるであろうがっ!!」

「だったら、なにをしようとしてんだよ？」

「そそそそそれはだな……はだけた毛布を直そうと……」

「あんなに顔を近づけてか？」

「あぅ…………そ、そうだっ!!　血だっ!!　わたしは十影の血を吸おうと思っておったのだっ!!」

「『そうだ』とか言ってる時点で違うよな!?　つうか、病人の血を吸おうとするとか、どんだけだよ!?」

「え……あ……ちちががが違うぞっ!!　十影の血を吸おうだなんて、こここれっぽっちも思ってなかったぞっ!!」

　わかりやすすぎるくらいに狼狽するペスティを見て、彼女がこれっぽっち以上には血を吸いたいと思っていたことを察するも、今そこを追つい及きゆうする余よ裕ゆうは十影にはなかった。

「だったら、なにしようとしてんだよ!?」

「そ、それはだな……それはだな…………それはだな………………」

　それはだな──と、口にするたびに、ペスティの声がしぼんでいく。

　そんなペスティの様子に既き視し感かんを覚えた十影は、まさか泣かせてしまったのではないかと慌あわてかけるも、




「す、すまぬ…………十影の言うとおり……キ、キ、キスを……しようとしていた……」




　ひどく弱々しい声こわ音ねで、「キス」という単語を一ひと際きわ小さな声音で言いながら、ペスティは素す直なおに答えた。

　ペスティが素直に答えたからこそ、十影の頭は真っ白になってしまった。

「十影は……その……わたしとキスするのは……嫌いやか……？」

　もはや湯気が立つほどに顔を上気させながら、もじもじしながら、とんでもないことをペスティが訊たずねてくる。

　突とつ然ぜん冷水を浴びせられたかのように、狼狽を露あらわにしながら我に返った十影は、

「い、嫌だなんて一言も言ってねえだろうが!?」

「じゃ、じゃあ……したい……のか……？」

　モジモジしながら、双そう眸ぼうを潤うるませながら、必殺の一ひと太刀たちを思わせるほどの踏ふみ込みでペスティが訊ねてくる。

　いよいよ進しん退たい窮きわまった十影は、顔を真っ赤にしながら、震ふるえる唇を開く。

「お、おれは──」




「十影起きてるっ!?」




　けたたましい音を立てて病室の扉とびらが開き、クインが中に入ってくる。

　色んな意味で追い詰められていたせいか、クインの気配に全く気づけなかった十影は思わず瞠どう目もくし、色んな意味で必死だったペスティもまたクインの足音に気づかなかったのか、天敵に見つかった小動物さながらにビクリと身を震わせた。

　大おお慌あわてで病室に入ってきたクインは、顔を真っ赤にしている二人を見て、

「あ──────っ!!　ラブコメってたでしょっ!?　今絶対ラブコメってたでしょっ!?　ていうか、なんであたしがいない時に目を覚ましてんのよ────────っ!!」

「目覚めちまったもんは、しょうがねえだろうが！　つうか、ラブコメってなんかいねえからな!?」

「そそそうだぞっ!!　わわわたしたちは、こここれっぽっちも、ララララブコメってなどおらんぞっ!!」

「う～……なんか言い訳までラブコメってる～……」

　クインの双眸にじわりと涙なみだが滲にじみ、十影とペスティは揃そろって狼狽する。

「そ、それよりクイン！　随ずい分ぶん慌あわててたけど、なにかあったのか!?」

　若じやつ干かん声を裏返らせながら訊ねる十影に、クインは「そうだったっ!!」と大声をあげ、

「さっきユラギさんが来て、十影への報告を聞いてきたんだけどっ!!」

「……あの野や郎ろうが来てたのかよ？」

「そこは今はいいでしょっ!!」

「だな。それで、報告ってのはなんだ？」

　クインは深呼吸をして気持ちを落ち着かせたあと、震えた声音で、身も心も震えるような報告を二人に伝えた。




「至高の血族スプリームブラツドの大軍が攻せめてきて、第四から第七太陽塔だいななツリーが破は壊かいされた……らしいよ」




「え？」

　ペスティの口から呆ほうけた声が漏もれる。

　十影はかろうじて動どう揺ようを抑おさえ込みながらも、かすれた声音でクインに訊ねる。

「エダ爺じいは……人工太陽帯サンベルトに常じよう駐ちゆうしていた人たちは、どうなった？」

「……まだ……わからないって……」

　十影は「そうか」と一言だけ返し、歯は嚙がみした。

　今こ宵よいクリアナを襲おそった未み曾ぞ有うの危機は、ランス・ロランスの存在も含ふくめて、その全すべてが囮おとりであったことを十影は確信する。

　至高の血族の真の狙ねらい……それは、少数でクリアナを急きゆう襲しゆうし、攪かく乱らんし、第零太陽塔だいゼロツリーを破壊することで、こちらの注意を人工太陽帯から逸そらすことにあったのだ。クリアナを危機に陥おとしいれることで指揮系統を混乱させ、人工太陽帯の防備を固める前に一いつ気き呵か成せいに攻め立てて突破することが、至高の血族の真の狙いだったのだ。

　かつてないほどの大規模な動きを見せる、至高の血族。その最終目的がクリアナ壊かい滅めつであることは考えるまでもない。

　十影は覚かく悟ごを決め、今最も確かく認にんする必要があり、今最も確認したくないことを、クインに訊ねた。

「至高の血族の数は？」

　クインもまたそれを訊きかれることを覚悟していたのか、あるいは、まだ覚悟ができていなかったのか……唇を嚙み、数すう瞬しゆん沈ちん黙もくしたあと、絞しぼり出すような声でこう答えた。

「少なくとも、十万は超こえてるって……」

　その数は、クリアナが経験した至高の血族との戦いの中で最も規模が大きかった、第だい三さん十三太陽塔じゆうさんツリー設営戦の二十倍にあたる数字だった。

　まるで現実味のない現実を前に、ペスティはもちろん、十影でさえもただただ呆ぼう然ぜんとするしかなかった……。








あとがき









　一巻に続いて本書を手に取った方は二度目まして、うっかり二巻から手に取った方は初めまして、亜あ逸いつです。

　二巻は女性の新キャラが三人も登場し、大変華はなやかな内容になっています（噓うそは言ってない）。その関係で、女子会についてネットで色々と調べてみたわけですが、なぜかスタープラチナとザ・ワールドがオラ無む駄だ合戦している画像に行き着きました（噓は言ってない）。ジョシカイコワイ。

　それでは早さつ速そく、キャラクターにまつわる小話をば。




○リアリ・アラングレイス

　亜逸は、この手のタイプのお姉さんキャラを書くと、ワイルドアームズ・セカンドイグニッションに登場する某ぼうＨなお姉さんっぽくなってしまう病気にかかっているらしい（重じゆう症しよう）。しかも、自覚していながら渾あだ名なに〝聖女〟というワードをぶっ込んでたりするらしい（重じゆう篤とく）。

　イグニッションだったりブラッドだったり、ＷＡ２とは名前の面で共通点が多いことに今さらながら気づいたのは、ここだけの秘密です。




○クラリタ・ムーニャ

　一いち人にん称しようを差別化させるために、とりあえずボクっ娘こで──から膨ふくらませていった結果、属性てんこ盛りになってしまった気がするけど、たぶん気のせい。原げん稿こうを書き進めるにつれて細かい設定が増えていく、ペスティとは別ベクトルのプロットクラッシャー。

　彼女の名前を付けた時、亜逸はまだ気づいていなかった。今巻で、名前が「ク」から始まるキャラを増やしすぎてしまったことに……。




○クルススク・サリヴァン

　エクイテスの最高司令官を務める、第二の「ク」キャラ。そして、打ち合わせ時に名前を嚙んでしまう率ぶっちぎりナンバーワンなキャラ。嚙まずに素早く「クルススク」と十回連続で言える人間に会ってみたいものです。




○紅く蛇じや

　クストスの統合司令官を務める、第三の「ク」キャラ。

　クインが所属していたクリアナを護まもるクストスの統合司令官の紅蛇──と、書くと「ク」から始まるワードの多さを痛感することができますね（白目）。




○コートス・テレス

　女好きでお調子者で飄ひよう々ひようとしているけど意外と有能な主人公の悪友ポジションキャラという、キャラ付けという意味ではイグニッション・ブラッド屈くつ指しのベタキャラ。

　ケルナという三歳年下の妹がいるが、兄貴がこんなだったり、なんやかんやで出番がなかったりと、亜逸の中で、イグニッション・ブラッド屈指の不ふ憫びんキャラの地位を確立しつつあったりします。これで読者様の多くがコートスに妹がいたことを忘れていようものなら、イグニッション・ブラッド随ずい一いちの不憫キャラになれる日も、そう遠くないかもしれません。




○ユラギ・コルボナ

　さりげなくラストネーム初公開。一巻改かい稿こうの際、クリアナ滞たい在ざい時に緊きん張ちよう感かんをもたらす、十とお影えいをライバル視するインテリ系キャラを追加しようという話になった結果、天才系厚顔腹黒型愉ゆ快かい犯はん（ゲス）が爆誕しました。どうしてこうなった。まあ、書くのは楽しいんですけどね、このキャラ（ゲス顔）。




○ランス・ロランス

　ランス・ロランスはランスを武器に戦うバランスのとれたランサーでアデランスで植えた髪かみとクリアランスセールで買った服とフレグランスな香かおりが特とく徴ちよう的なキャラでらんす。

　※九割九分噓です。




○ローラ・ストーカー

　至高の血族スプリームブラツド側では初となる女性キャラ。ロドリオに首チョンパされた名も無き女至高の血族なんて知りません。あとがきの冒ぼう頭とうでも触ふれましたが、リアリ、クラリタ、ローラと今巻では女性キャラが三人も増えています。いやー本当に華やかですねー（棒読み）。




○ガルビヤス・ストーカー

〝誉れ高き血統ルーラーズ・ストーカー〟という、いかにもボスキャラっぽい肩かた書がきを持った人、その一。

　ストーカーの血を引く者の中で本質的な部分が最もロドリオに近しい〝誉れ高き血統〟。




○ランドルフ・ストーカー

〝誉れ高き血統〟という、いかにもボスキャラっぽい肩書きを持った人、その二。

　ストーカーの血を引く者の中で外そと面づら的な部分が最もロドリオに近しい〝誉れ高き血統〟。




○ロッド・ストーカー

〝誉れ高き血統〟という、いかにもボスキャラっぽい肩書きを持った人、その三。

　こいつら親しん戚せきじゃね？──って思えるくらい、ゲス的な部分が最もユラギに近しい〝誉れ高き血統〟。




　続けて謝辞をば。

　今巻でも様々な助言、ご指導をしてくださった担当編集様。サービスシーン改稿の際の「もっとねっとり」という一言があまりにもパワーワードすぎて他ほかにどんな助言、指導を受けたのかすっかり忘れてしまったことを、この場を借りてお詫わびしたいと思います。

　一巻同様、美び麗れいかつ素晴らしいイラストを手て掛がけてくださった、ゆらん様。十影たちの魅み力りよくを十全どころか百全に引き出したイラストの数々は、何度見ても惚ほれ惚ぼれします。もうほんと感謝感激です。

　そして、本書に関かかわった皆みな々みな様さま。亜逸がこうして本を出せるのも、ひとえに皆々様のおかげです。心の底から感謝と御お礼れいを述べさせていただきます。




　それでは、二巻の売上が悲ひ惨さんなことにならなければ三巻でお会いできると思いますので、さらに言うと一巻二巻ともに売上が伸のびれば四巻以降でもお会いできるようになると思いますので、これからも何なに卒とぞよろしくお願いいたします。





亜逸










亜逸

●あいつ



第28回ファンタジア大賞銀賞を受賞。本作でデビュー。最近キャラクターの名前を考える際に、ノリとなにかの間違いで生まれた「血河　結華」という名前に思考を侵食されることに困っています。字面は無駄に格好良いけど読み方は「けつが　けつげ」です。そこからさらに変換すると「ケツ臭　ケツ毛」です。いったいどこで使えというのだ「血河　結華」。
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